
日

記

五
同
四
壬
甲
正
月
十
五
日

＞
｀
 

三

従
明
治
四
庚
午
十
月
廿
五
日
至

＞
 （力）四

号
」

（
朱
筆
）

「明
治

（
表
紙
）

「海
舟
日
記
7
」

ー



本
郷
西
竹
丁
廿
五
番

手
島
霞
居

伺
勢
塩
河
岸

＿
｀
口
口

□[[
方

喜
実
相
院
ー
一
如
院

（力
）

権

僧

正

松

謡
在

越
後
高
田
天
野
原
住

(2
)
 

渡
辺
健
蔵

開
墾
場
当
人

(1
)
 

上
州
群
馬
郡
中
山
村
信
太
歌
之
助

（
見
返
し
）

本
八
丁
堀

池
田
屋
忠
兵
衛
方

面
勢
佐
太
郎

横
浜
元
弁
天
内

竹
田
悌
道
娘

2
 

一

(
1
)
も
と
歩
兵
差
図

一
几
又

ーノイ
i
(
2
)
渡
部
健
蔵
（
高

一
田
藩
漢
学
者
）

-

（

3
)
横

井

左

平

太

-
（
小
楠
の
甥
、
明
治
二

一
年
に
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学

一
留
学
）

-
（
4
)
細
川
護
美
（
熊

二
令
藩
大
参
事
）



明
治
三
年
十
月
二
十
四
日
＼
二
十
八
日

市
木
策
一
郎

(17) 
岩
尾
作
左
衛
門

(18) 
上
村
彦
之
丞

洋
行
之
事

厳
敷
心
願

(16) 
西
村
猪
三
郎 三

年
東
京

岸
和
田
藩

相
馬
弘

(
9
)
 

北
垣
晋
三
郎

(10) 
黒
岡
帯
刀

序
文
出
来

廿
八
日

廿
七
日

十
月
大

肥
後
村
井
繁
三
郎
お
亀

(14) 
大
器
昌
庸

(19
)
 

吉
井
江
之
手
紙
認
遣
す

(15) 
妻

木

務

井

上

左

仲

渡

辺

寛

蔵

廿
六
日

(13)

（ママ）

川
島
、
仁
和
寺
様
江
御
倍
従
英
行
と
云

真

之

丞

十

時

崇

佐
土
原
藩
両
人

矢
島
源
助

(11)

（

12) 

本

堂

銑

太

郎

赤

松

静

兵

衛

川

島

廿
五
日 (

7
)

（

8
)
 

山
岡
江
行
く
、
榎
本
之
事
話
す

御
扶
持
方
渡
様
之
事
談
す

阿
部
江
速
二
出
発
す
へ
き
直
話

(5
)

（

6
)
 

浅
野
江
紅
葉
山
御
金
駿
江
廻
候
事
、
阿
部
潜
薩
州
行
之
事
、

廿
四
日

i
(
5
)
浅
野
氏
祐
（
権

工
八
参
事
・
政
事
庁
掛
）

-
（
6
)
少
参
事

・
軍
事

ヽ桂
-

（

7
)
山

岡

鉄

太

郎

-
（
権
大
参
事
・
藩
政
補

一翼）
-
（
8
)
榎
本
武
揚
（
箱

一
館
降
伏
人
、
獄
中
）

-
（
9
)
北
垣
国
道
（
鳥

一
取
藩
士
、
弾
正
大
巡

一察）
-
（
10)
鹿
児
島
藩
士
、

―
海
軍
操
練
所
生
徒

-

（

11)
志
筑
藩
士

-
（
12)
河
島
醇
（
鹿
児

一
島
藩
士）

-
（
13)
小
松
宮
（
東
伏

一
見
宮
）
彰
仁
親
王

一

(14)
長
瀞
藩
士

一

(
1
5
)
妻
木
頼
矩
（
権

一
大
参
事
・
公
用
掛
）

一

(16)
高
知
藩
士
、
海

玉
操
練
所
生
徒

-
（
17)

（18)
鹿
児
島

一
藩
士

一

(19)
吉
井
友
実
（
鹿

一
児
島
藩
士
、
民
部
少

叫`）

3
 



(11
)
（
ママ
）

宮
菩
誠
一
郎

(12
)
 

毛
利
恭
助

能
勢
之
事
頼
ム

古
海
初
衛

山
田
藩
某

(10) 

仙
台
よ
り
冨

田
之
事
問
合

返
事
遣
す

国
府
召
返
さ

る
、
と
云
、
岡
本

貞
次
郎
井
遠

州
在
郷
之
話

明
治
三
年
十
月
二
十
八
日
＼
閏
十
月
三
日

二
日

二
日

木
村
芥
舟

吉

兵

衛

十

時

山

高

川
村
権
七
、
明
後
日
駿
行
暇
乞
内
田
井
吉
兵
衛
江
行

石
井
義
郎
、
紀
州
家
遣
候
事
談
、
竹
内
江
一
封
遣
す

本
多
金
兵
衛
願
差
出
候
事
、
昨
浅
野
江
頼
む

(9
)
 

本
多
敏
三
郎

浅
野
、

(8
)
 

人
減
之
事
、
平
岡
丹
波
殿
之
事
等
談
す
井
木
村

一
之
進
退
等

閏
十
月
朔
日

黒
川
伝
二
郎
、
吉
井
江
面
会
す
と
云
々

遣
す

(5
)

(

6
)

（虫
捐
）
（7
）

阿
部
邦
江
、
西
郷
口
良
之
助
殿
・
柳
河
大
村
・
十
時
江
之
書
状

(
4
)
 

竹
内
半
介
、
妻
木
宅
江
転
宅
之
事
話
す

(3
)
 

肥
後
平
山
彦
三
郎
木
村
芥
舟
、
身
分
之
事
内
話
頼

廿
九
日
黒
川
伝
二
郎

(1
)

(

2
)
 

畠
山
潮
平
・
古
海
初
衛
松
平
源
太
郎

一

(
1
)
上
杉
勝
賢
（
米

一
沢
藩
士
）

i
(
2
)
古
海
長
義
（
米

一
沢
藩
士
）

一

(
3
)
木
村
喜
毅
（
も

一
と
海
軍
所
頭
取
）

-
（
4
)
武
内
孫
介
（
和

一
歌
山
藩
士
）

-
（
5
)
阿
部
潜
（
少
参

一
事
・
軍
事
掛
、
鹿
児
島

一
招
聘
）

-
（
6
)
西
郷
隆
盛
（
鹿

一
児
島
藩
大
参
事
）

一

(
7
)
細
川
護
美
（
熊

一
本
藩
大
参
事
）

-
（
8
)
平
岡
道
弘
（
大

一
参
事
）

-
（
9
)
本
多
晋
（
民
部

一
省
出
仕
）

一

(10)
富
田

鉄

之

助

-
（
仙
台
藩
士
、
米
国
留

一
学
中
）

一

(11)
宮
島
誠

一
郎
（
米

一
沢
藩
士
）

-

（

12)
高
知
藩
士

4
 



明
治
三
年
閏
十
月
四
日
＼
七
日

(22
)
 

道
家
帰
一

(23
)
 

荒
木
卓
爾

西
方
江
置

候
旨
申
聞

（
ママ
）

玉
児
順
―
―
一
郎

御
暇
願
御
聞
届

日
数
十
五
日

(16) 
浜
武
慎
助

国
許
二
而
養

子
い
た
し
候
て
も

宜
敷
旨
達

七
日

六
日

五
日

(20) 
宮
内
雄
蔵

(21
)
 

大
久
保
殿
江
来
春
迄
御
暇
御
含

洪
、
近
々
帰
国
二
付
暇
乞

二
千
疋
遣
す

0
竹
内
江
住
宅
之
礼
、
掛
江

(18) 
津
田
真
一
郎
宮
菩
謙
蔵
依
田
右
衛
門
太
郎

千
田
伝
一
郎
・
園
田
清
吉
、
阿
部
之
事
頼
ミ

(17
)
 

0
紀
州
権
大
参
事
橋
本
生
・
竹
内
半
介

柳
河
藩
、
静
岡
参
り
度
旨
申
聞

木
村

能
勢
益
堂
毛
利
恭
江
一
封
遣
す

東
條

(14) 
福
田
半
蔵

(15
)
 

奥
宮
周
次
郎
柳
川
生
三
人

上
杉
家
よ
り
鑢
久
使
者
国
許
目
録
到
来

(13
)
 

杉
浦
八
郎
五
郎
、
阿
部
之
事
申
聞
る

四
日

妻
木
江
家
作
代
九
拾
両
渡
す

(19
)
 

毛
受

浅
野
江
木
村
之
事
申
遣
す

一

(13)
権
少
参
事

・
政

五
ず
庁
掛

-
（
14)
福
田
敬
業
（
金

一
沢
藩
士
）

一

(15)
高
知
藩
士

-

（

16)
熊
本
藩
士
、
海

一
舟
門
下
生

-

（17)
橋
本
敬
夫
（
紀

一
州
藩
大
参
事
）

一

(18)
津
田
真
道
（
刑

一
部
少
判
事
）

-

（

19)
福
井
藩
士

一

(20)
鹿
児
島
藩
士

-

（

21)
大

久

保

利

通

-
（
参
議
）

一

(22)
津
山
藩
士
、
海

―
舟
門
下
生

-

（

23)
西
周
塾
生
、
福

五
ハ
藩
士
か

5
 



墓
参香

奨
百
疋

明
治
三
年
閏
十
月
七
日
＼
十
七
日

(10) 一
堂
様
江
参
上

(11
)

(

12)

（

13) 

酒
井
閑
亭
•
河
野
九
郎
・
梅
沢

十
七
日

九
日

八
日

(
8
)
 

知
事
殿
江
参
、
五
六
ヶ
条
申
立

(
9
)
 

桜
井
庄
兵
衛

十
六
日 置

可
被
下
旨
頼
む

屋
敷
よ
り
山
岡
・
榎
本
・
福
田
江
行
く

薩
生
三
人

身
分
御
手
当
之
事
、

四
百
両
と
申
立
る
、

(7
)
 

室
賀
竹
堂

(

4

)

(

5

)

（

6
)
 

届
差
出
、
大
久
保
江
一
封
遣
す
林
三
郎
駒
井
竹
所

十
五
日

十

日

出

立

十

四

日

帰

着

川
島
新
之
丞
、
洋
行
二
付
暇
乞
と
し
て
来
訪

(2
)

(

3
)
 

池
上
四
郎
長
谷
部
甚
平
太
政
官
小
史
某

(l
)
 

竹
内
江
和
歌
山
知
事
殿
江
呈
す
鉄
抱
為
持
遣
す

山
本
庄
右
衛
門

一

(
1
)
徳
川
茂
承

一

(
2
)
鹿
児
島
藩
士

-

（

3
)
福
井
藩
士

-

（

4
)
大
久
保
忠
寛

一
（
一
翁
、
権
大
参
事
、

一
閏
十
月
免
官
）

-
（
5
)
林
惟
純
（
開
業

一
方
物
産
掛
）

-
（
6
)
駒
井
朝
温
（
も

一
と
海
軍
奉
行
並
）

-
（
7
)
室
賀
正
容
（
慶

一
喜
附
家
令
）

-

（8
)
徳
川
家
達
（
静

一
岡
藩
知
事
）

-
（
9
)
桜
井
秀
雄
（
新

一
居
勤
番
組
頭
）

-
（
10)
徳
川
慶
喜

-
（
11)
酒
井
忠
績
（
も

一
と
姫
路
藩
主
）

一

(12)
河
野
通
和
（
権

；
へ
参
事
・
会
計
掛
）

-
（
13)
慶
喜
付
家
令

一

(14)
松
平
信
敏
（
少

一
参
事

・
政
事
庁
掛
）

-
（
15)
外
山
正
一
（
静

直
学
問
所
一
等
教
授
、

一
明
治
三
年
十
月
二
十
五

一
日
に
外
務
省
弁
務
少
記
）

一

(16)
大
儀
見
元
一
郎

6
 



明
治
三
年
閏
十
月
十
七
日
＼
十
九
日

世
良
松
吉

(29) 
片
山
椿
助

多
賀
高
彦

(28) 
宮
田
文
吉

三
百
両
持

参
、
服
部
な

差
越
候
旨
也

権
大
参
事
江
普
請
之
事
、
昨
夜
大
木
見
已
下
之
事
等

(30) 

松
平
勘
太
郎
、
小
林
江
一
封
遣
す
溝
口
八
十
郎
賤
機
織
持
参

十
九
日 朝

東
京
江
出
立
之
旨
、
六
百
両
渡
す

（マ

マ
）

木
美
米
行
致
さ
せ
へ
む
旨
内
談
、
同
夜
三
子
来
ル
、
明

一
昨
日
溝
口
江
談
候
件
々
承
伏
之
旨
、
且
木
村
・
曽
谷
・
大

(22)

（
23)

（
24)

（
25) 

河
野
左
門
名
倉
弥
五
郎
〇
織
田
・
服
部
・
戸
川
之
三
氏
、

（力）

な
り
と
い
ふ
、
大
木
美
・
木
村
井
黒
塚
之
事
内
談

外
山
捨
八
、
明
十
九
日
東
京
江
出
立
、
米
国
行
被
仰
付
へ
く
旨

十
八
日 寛

江
五
拾
両
届
方
頼
ミ
遣
す

(18)

（

19)

（

20) 

松
蔵
米
国
江
行
く
二
付
枠
方
一
封
頼
ミ
且
飯
塚

米
国
江
被
遣
候
二
付
出
府
被
仰
渡
有
之
旨
也

(17) 

(16)

木
村

大
木
美
井
熊
吉
、
心
情
を
歎
願
す

孫
太
郎
、
同
人
方
を
訪
ら
ふ

(

1

4

)

(

1

5

)

 

松
平
勘
太
郎
、
外
山
捨
八

一
（
藩
政
補
翼
付
属
）

-
（
17)
木
村
熊
二
（
藩

一
政
補
翼
付
属
）

-

（

18)
出
島
松
造
か

一

(19)
勝
小
鹿
（
海
舟

一
長
男
）

-
（
20)
飯
塚
十
松
（
静

一
岡
藩
士
）

-
（
21)
寛
庄
三
郎
（
静

一
岡
藩
士
）

-
（
22)
名
倉
知
彰
（
静

一
岡
病
院
三
等
医
師
）

-
（
23)
織
田
信
重
（
権

一
大
参
事
・
郡
政
掛
）

-
（
24)
服
部
常
純
（
大

一
参
事
・
軍
事
掛
）

一

(25)
戸
川
安
愛
（
権

一
大
参
事
・
公
用
掛
）

-
（
26)
溝
口
勝
如
（
家

i

達
付
家
令
）

-

（27)
曽
谷
言
成
（
静

一
岡
学
問
所
五
等
教
授
）

一

(28)
宮
田
正
之
（
権

一
少
参
事
・
会
計
掛
）

-

（

29)
片

山

雄

八

郎

一
（
軍
事
掛
軍
事
俗
務
方

―
頭
取
）

-
（
30)
小
林
年
保
（
公

盃
E

掛
下
役
）
か
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(12) 
林
紀

明
治
三
年
閏
十
月
十
九
日
S
二
十
四
日

廿
四
日

廿
三
日

廿
日

服
部
綾
雄
、
東
京
詰
之
手
当
持
参
受
取

門
屋
江
行
く
服
部
綾
雄
薩
生
来
訪

(
9
)
 

中
村
六
三
郎
、
得
太
郎
之
事
談
す

(11) 
和
田
助
三
郎
、

(10) 
瀧
村
小
太
郎

(
7
)
 

松
屋
伊
助
江
一
封
認
遣
す

(
8
)
 

乙
骨
太
郎
乙

(

5

)

(

6

)

 

桜
井
庄
兵
衛
、
井
上
八
郎
江
一
封
頼
む
富
田
貞
次
郎

(
4
)
 

宮
内
・
寺
田
、
東
京
よ
り
帰
着

廿
二
日 (

2
)

（

3
)
 

水
沢
主
水
飯
田
庄
蔵

廿
一
日 一

翁
江
行
く

川
村
権
七
、
明
日
東
京
江
出
立
と
云

溝
口
よ
り
五
百
両
預

酒
井
閑
亭
を
訪
ふ

酒
井
閑
亭

(1
)
 

申
遣
す
向
山
黄
村
、
曽
谷
井
木
村
之
事
談
す

i

(
1
)
静

岡

学

問

所

扇
・
少
参
事
・
学
校
掛

一

(
2
)
幹
事
役
付
属

i
(
3
)
飯
田
庄
蔵
（
海

一
舟
門
下
、
も
と
講
武
所

一
砲
術
師
範
役
）

-
（
4
)
寺
田
平
之
進
（
弘
、

一
鹿
児
島
藩
士
）

-

（5
)
井
上
清
虎
（
浜

一
松
・
中
泉
勤
番
組
頭
）

-

（

6
)
山
口
藩
士

一

(
7
)
熊
谷
伊
助

（
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー

一ル
商
会
番
頭
）

一

(
8
)
静
岡
学
問
所

一

一
等
教
授

-
（
9
)
中
村
則
秀
（
大

一
学
出
仕
）

一

(10)
滝
村
鶴
雄
（
家

一
達
付
家
扶
）

i
(
1
1
)
宮

路

助

三

郎

一

（
も
と
遊
撃
隊
士
）

-

（

12)
静
岡
病
院
病
院

頁

I
 

I

口
u

8
 



寺
田
平
之
進

明
治
三
年
閏
十
月
二
十
四
日
＼
二
十
九
日

徳
島日

比
野
克
三

横
井
正
麿

四
十
宮
三
平

妻
木
務

廿
九
日

0 日
比
野
な
明
日
出
立
之
旨
申
越

候
旨
申
聞

宮
崎
冗
敬

藤
沢
よ
り
文
通

(21
)
 

高
山
隼
之
助

(20) 
高
橋
精
一
郎

(18)
（

19) 

〇
由
利
元
十
郎
、
世
良
松
橘
留
学
願
聞
済
相
成

廿
八
日 持

参
、
地
面
入
用
十
六
両
遣
す

(17) 
惣
左
衛
門
、
金
子
来
八
月
迄
留
置
度
旨
申
聞
、
四
拾
三
両
二
分

薩
生
三
人

(16) 
藤
沢
長
太
郎
、
徳
島
藩
吾
に
藩
士
借
受
度
旨
申
聞

梅
沢
孫
太
郎

(15) 
杉
浦
清
介

神
保
隠
居
、
塩
浜
之
事
頼
む

廿
七
日

(14) 
中
村
敬
介
、
教
師
之
事
談

（進）

寺
田
平
之
丞
渡
辺
寛
蔵
神
保
隠
居

廿
五
日 世

良
松
橘
東
京
学
問
修
行
之
事
を
談
す
、
矢
田
江
算
師
ヲ
頼
む

(13) 

薩
州
留
学
之
事
談
す
服
部
・
矢
田
堀
江
訪
ふ
、
服
部
江

一

(13)
矢
田
堀
鴻
（
権

一
少
参
事

・
軍
事
掛
）

一

(14)
中
村
正
直
（
静

一
岡
学
問
所
一
等
教
授
）

一

(15)
杉
浦
赤
城
（
沼

一
津
兵
学
校
三
等
教
授̀

i) 
-
（
16)
藤
沢
次
謙
（
少

三
事
・
軍
事
掛
）

-

（

17)
白
鳥
惣
左
衛
門

-
（
安
倍
郡
門
屋
村
名
主
）

-

（

18)
こ
の
記
事
は
二

一
十
九
日
条
に
相
当
す
る

-

n
o
 

一カ-
（
19)
由
利
元
（
静
岡

一
勤
番
組
頭
並
）

-
（
20)
高
橋
精
一
（
泥

一
舟
、
田
中
勤
番
組
頭
）

一

(21)
も
と
勘
定

，
 



明
治
三
年
十

一
月
朔
日
＼
五
日

五
日

四
日

二
日

二
日

(12
)
 

平
岡
四
郎

(10) 
宮
寄
元
孟
、
近
々
弘
前
江
参
り
候
由

(11
)
 

男
谷
勝
三
郎

金
子
三
両
、
片
山
江
届
方
頼
む

(
8
)

（

9
)
 

一
封
、
且
大
久
保
殿
江
同
断
〇
伴
鉄
太
郎
江
見
舞
状

(3
)
 

中
條
金
之
助
、
地
所
之
事
申
談
す
中
村
六
ー
ニ
郎

（進
）

丞
、
明
後
日
出
京
一
旦
帰
国
之
旨

十
一
月
朔
日

福
井
藩
士
両
人

(7
)
 

(4
)

(

5
)
 

寺
田
江
附
シ
大
山
格
之
助
・
村
田
新
八
井
梅
沢
・
人
見
・
和
田
江

(l
)
 

中
島
理
八

妻
木
務

杉
浦
清
介

(2
)
 

中
村
六
＿二
郎

西

野

三
郎

寺

田

平

之

服
部
・
溝
口
江
行
く
山
岡
鉄
太
郎
藤
沢
長
太
郎

米
国
よ
り
六
月
廿
八
日
認
之
書
状
着

-
（
2
)
中
条
景
昭
附
属
、

一
水
戸
出
身

i
(
3
)
中
条
景
昭
（
開

一
墾
掛
頭
）

-

（

4
)

（

5
)
鹿

児

島

一
藩
士

-
（
6
)
梅
沢
敏
（
も
と

一
遊
撃
隊
士
）

-

（7
)
人
見
寧
（
同
右
）

-

（

8
)
大

久

保

利

通

一
（
参
議
）

-

（

9
)
沼
津
兵
学
校

一

一
等
教
授

-
（10)
宮
崎
立
元
（
静

一
岡
学
問
所
三
等
教
授）

一ヽカ
一

(11
)
権
少
参
事

・
郡

―
政
掛

-

（12)
平
岡
準

（
権
少

｀

事

・
会
計
掛
）

10 



明
治
三
年
十
一
月
五
日
＼
九
日

岡
田
跡
目
、

（

力

）

（

力

）

六
人
口
に
相
慮

＞
｀
 

七
郎
相
続

井
上
八
郎
な
遠

州
地
所
お
も
ハ
敷

無
之
旨
申
越

御
暇
日
延
願

(15) 

御
聞
済
書
付
杉
山

秀
太
郎
な
来
る

相
模

塩
海
村

伊
達
立
民

九
日

八
日

七
日

(20) 
大
久
保
江
行
く
杉
浦
井
某

(19) 

清
水
港
江
行
く
、
松
本
屋
・
薩
摩
屋
井
木
村
甲
斐
を
訪
ふ

六
日

之
事
話
す

子
之
転
末
話
す

〇
丸
子
江
行
き
柴
屋
寺
・
誓
願
寺
・
片
桐
氏
之
古
墳

中
島
理
八
江
東
京
留
守
宅
江
端
物
二
反
其
外
届
物
頼
む

(17
)
 

瀧
村
小
太
郎
、
明
日
岡
田
跡
七
郎
江
相
立
候
旨
二
付
名
代

杉
浦
氏
・
宮
寄
氏
来
る

(16) 

宮
寄
江
餞
別
遣
す

0
小
田
切
綱
一
郎

を
見
る
中
島
理
八

藤
沢
子

(14) 
小
林
長
次
郎
大
屋
村
江
行
く

伊
達
養
民

(13) 
宮
器
立
元
藤
沢
長
太
郎
、
沼
津
陸
軍
金

i
(
1
3
)
静
岡
学
問
所
三

―
等
教
授

-
（
14)
小
林
年
保
（
公

一
用
方
下
役
）

-
（
15)
杉
山
一
成
（
公

一
用
人
）

-

（

16)
静
岡
学
問
所
三

一
等
教
授

-

（17)
岡
田
斧
吉
（
遊

一
撃
隊
頭
取
改
役
、
箱
館

一
戦
死
）

-

（18)
海
舟
四
男
（
岡

一
田
義
徴
）

一

(19)
木
村
勝
教
（
も

一
と
勘
定
奉
行
）
か

20)
大
久
保
一
翁

11 



明
治
三
年
十

一
月
十
日
＼
十
三
日

高
山
又
吉

(5
)
 

最
上
五
郎

(
6
)
 

種
田
清
右
衛
門

十
三
日

十
日

久
保
田
藩
高
瀬
克
蔵

(9
)
 

山
岡
鉄
太
郎
・
中
條
金
蔵
、

(
8
)
 

戸
川
平
太
江
小
菅
辰
三
郎
之
事
談
す

之
事
井
神
保
大
谷
村
塩
浜
之
事
等
談
す

(7
)

（郁
）

新
見
幾
三
郎
〇
溝
口
八
十
郎
、
金
谷
二
而
地
所
買
入

十
二
日 由

答
、
小
菅
江

一
封
遣
す

郎
借
受
度
旨
申
聞
、
早
速
返
答
承
度
旨
二
付
宜
敷

十
一
日 瀬

名
村
江
行
く

弐
両
遣
す

室
賀
竹
堂
、
明
日
遠
州
江
出
立
之
旨

杉
浦
清
介
、
書
物
之
代
五
両
遣
す

(
2
)

（

3
)

（

4
)
 

浜
口
儀
兵
衛
・
近
藤
清
五
郎
、
国
許
江
小
菅
辰
三

神
保
隠
居

(l
)
 

0
室
賀
竹
堂
南
一
郎
無
心
申
聞
、

-
（
1
)
室
賀
正
容
（
慶

一
喜
付
家
令
）

-

（
2
)
浜
口
梧
陵
（
和

―
歌
山
藩
少
参
事
）

-

（

3
)
近

藤

清

次

郎

-
（
も
と
仏
式
伝
習
隊
、

一
和
歌
山
藩
工
兵
隊
長
）

一ヽカ
-
（
4
)
小
菅
智
淵
（
も

一
と
工
兵
頭
並
、
箱
館
降

一
伏
人
）

-

（

5
)

（

6
)
鹿

児

島

―
藩
士

-
（
7
)
新
見
史
雄
（
静

一
岡
学
問
所
教
授
世
話
心

）
 

＿
尋4
1
 

-

（

8
)
戸
川
安
愛

-
（
9
)
中
条
景
昭
（
潜

麗
・
金
之
助
）
か

12 



明
治
三
年
十
一
月
十
三
日
＼
十
七
日

十
七
日 朱

と
永
四
文
来
る

魁
次
郎
服
部
合
十
一
・
十
二
月
俸
金
百
七
両
弐
分

中

野

津

島

小

島

七

郎

弟

十
六
日 杉

浦
清
介

(14) 
深
津
仰
山
木
村
霞
民

(15) 
杉
亨

右
等
之
転
末
同
夜
服
部
江
談
済

(16) 
林
三
郎

十
五
日 文

通
為
持
遣
す
、
立
川
小
―
二
郎
本
日
東
京
江
出
立
、

(13) 
佐
々
木
巳
三
郎
学
問
修
行
願
、
掛
川
勤
番
組
頭
江

(12) 
浅
野
参
事

十
四
日 (10)

（

11) 

知
事
様
よ
り
御
直
書
、
宮
様
よ
り
之
御
菓
子
頂
戴

同
人
江
地
方
之
代
五
百
両
渡
す

平
間
村
草
薙
遊
行

〇
浅
野
参
事

名
護
屋
藩
青
山

-

（

10)
徳
川
家
達

一

(11)
静
寛
院
宮
（
和

一宮）

一

(12)
浅
野
氏
祐

-

（

13)
佐
久
間
千
三
郎

-
（
貞
一
、
掛
川
勤
番

一組）
-
（
14)
深
津
正
邦
（
静

一
岡
藩
病
院
俗
務
取
扱
）

-

（

15)
沼
津
兵
学
校
二

―
等
教
授
、
十
二
月
末
に

一
民
部
省
出
仕

-
（
16)
林
惟
純
（
開
業

工
バ
物
産
掛
）

13 



幸
橋
内

伊
東
邸
中

(
9
)

忠

0
安
井
口
平
方

Jヽ

明
治
三
年
十

一
月
十
七
日
＼
二
十

一
日

(13) 
妻
木
江
行
く
内
藤
江
立
川
之
事
談
す

禄
四
郎

(12) 
内
藤
七
太
郎
最
上
五
郎

青
山
魁
次
郎

(10) 

檜
隈
閑
水
出
立
二
付
塚
本
恒
輔
江
一
封
認
遣
す

(11) 
酒
井

廿
一
日 (

7
)
 

酒
井
幸
五
郎

(
8
)
 

立
田
政
吉
郎

(
6
)
 

0
佐
々
木
子
三
郎
、
為
修
行
東
京
江
出
立
之
旨
申
聞
る

廿
日

熊
本
藩
隈
坂
閑
水

(
5
)
 

飯
塚
簾
作
手
紙
持
参

東
京
馬
屋
原
よ
り
頼
候
届
物
其
侭
返
り

浅
野
氏

(
4
)
 

下
山
良
太
郎
、

十
九
日 青

山
魁
合
唐
紙

十
八
日

(
3
)
 

弟
青
山
魁
二
郎
山
岡
•
関
口
中
野

(
1
)

（

2
)
 

堀
氏
十
勝
よ
り
帰
郷
、
形
勢
話
談
丹
羽
某
惇
太
郎

一

(
1
)
堀
利
孟
（
十
勝

一
詰
開
業
方
頭
）

-
（
2
)
丹
羽
賢
（
淳
太

一
郎
、
名
古
屋

藩
大
参

―事）
-
（
3
)
関
口
隆
吉
（
金

一
谷
開
墾
方
頭
取
格
）

-

（

4
)
明
治
二
年
当
時

一は
二
等
更
番
組

一

(
5
)
飯
塚
年
整
（
静

一
岡
藩
掛
川
小
学
校
教

一授）

-

（

6
)
佐
久
間
千
三
郎

一
（
貞
一
、
掛
川
勤
番
組
）

-
（7
)
酒
井
忠
惇
（
も

一
と
姫
路
藩
主
）

-
（
8
)
静
岡
藩
開
業
方

一
物
産
掛

-
（
9
)
安
井
息
軒
（
仲

一
平
、
儒
学
者
）

-

（

1
0
)
塚
本
明
毅
(
+

―
一
月
三
十
日
に
沼
津
兵

一
学
校
頭
取
）

-
（
11)
酒
井
忠
恕
（
家

五
符
家
令
）

一

(12)
掛
川
勤
番
組
頭

一並
一

(13)
妻
木
頼
矩

14 



明
治
三
年
十
一
月
二
十
二
日
＼
二
十
五
日

東
京
江
遣
す

五

両

平

兵

衛

同

お

元

五

両

兼

祖

父

は
ち
母

小
山
田
江
無
心
申
聞

候
二
付
三
両
遣
す

(20
)
 

之
朝
倉
江
申
談
旨

且
立
川
井
佐
々
木
子
三
郎
東
京
に
て
御
扶
持
受
取
方
明
日
出
立

0
近
藤
弘
、
康
熙
字
典
届

(19
)
 

道

0
内
藤
七
太
郎
合
下
山
望
月
方
入
塾
速
二
聞
済
可
申
、

(18
)
 

古
屋
作
左
衛
門
枠
庚
次
郎
、
名
跡
相
立
候
礼
、
磯
野
貞
二
同

小
山
田
生

中
島
理
八
、
東
京
江
届
物
頼
む

(17
)
 

属
被
仰
付
旨
、
島
津
帯
刀
英
留
学
拝
命
と
云

（

進

）

（

16）

最
上
五
郎
、
寺
田
平
之
丞
李
漏
生
行
、
伏
見
宮
御
附

廿
五
日

廿
三
日

伊
達
立
民
近
々
帰
国
之
由

遣
す
一
封
認
渡
す

(15
)
 

片
山
椿
助
下
山
良
太
郎
、
同
人
江
内
藤
七
太
郎
方
江

廿
四
日 酒

井
幸
五
郎

(14) 
佐
々
倉
桐
太
郎
神
保
霞
栖

廿
二
日

岡
野
江
行
く

-

（

14)
権
少
参
事
・
水

一
利
路
程
掛

-

（

15)
片

山

雄

八

郎

-
（
軍
事
俗
務
方
頭
取
）

一

(16)
能
久
親
王
（
も

一
と
輪
王
寺
宮
）

-
（
17)
黒
岡
帯
刀
（
鹿

一
児
島
藩
士
、
海
軍
操
練

―
所
生
徒
）

一

(18)
古
屋
佐
久
左
衛

一
門
（
衝
鋒
隊
隊
長
、
箱

一
館
戦
争
で
戦
死
）

一

(19)
望
月
綱
（
静
岡

―
学
問
所
一
等
教
授
）

-

（20)
朝
倉
俊
徳
（
静

盃
凹
藩
用
人
）
か

15 



兼
姉
江

三
両
遣
候
旨

西
大
平
藩

渡
辺
純

一
郎

井
上
恒
三
郎

明
治
三
年
十

一
月
二
十
五
日
＼
二
十
八
日

(6
)
 

最
上
五
郎
、
明
朝
東
京
江
出
立
之
旨
、
此
頃
黒
田
了
介

廿
八
日 東

京
よ
り
於
信
不
快
、
兼
父
病
死
之
旨
申
越

(
5
)
 

春
嶽
殿
江
米
国
人
之
事
、
井
同
人
江
枠
礼
状
差
出

井
長
屋
立
遣
す
者
之
事
等
相
談
、
且
沼
津
表

塚
本
頭
取
井
並
之
人
物
之
事
等

等
談
す
戸
川
平
太
、
蝦
夷
地
所
置
之
事
、
地
税

藤
沢
長
太
郎
、
小
菅
之
事
、
沼
津
合
同
行
之
者
之
事

廿
七
日

(
4
)
 

藤
沢
・
神
保
・
駒
井
江
行
く

山
岡
氏
最
上
五
郎
小
沢
金
五
郎
、
出
火
見
舞
之
礼

(
3
)
 

廿
六
日
米
国
な
枠
先
生
越
前
江
被
雇
候
旨
一
封
来
ル

小
菅
辰
三
郎
、
明
後
日
紀
州
行
之
暇
乞
、
刀
一
本
遣
す

薩
藩
浜
田
悠
哉

(l
)
 

宮
田
文
吉
、
明
日
東
京
出
立
之
旨

(2
)
 

杉
浦
清
介

一

(
1
)
宮
田
正
之
（
権

一
少
参
事
・
会
計
掛
）

-
（
2
)
杉
浦
赤
城
（
沼

一
津
兵
学
校
―
―
一
等
教
授

玉）
一

(
3
)
w
.
E
・
グ
リ

―
フ
ィ
ス

-
（
4
)
駒
井
竹
所
（
朝

、
、
も
と
海
軍
奉
行

一並）
一

(
5
)
松
平
慶
永
（
も

一
と
福
井
藩
主
、
府
香
間

一
祇
候
）

-
（
6
)
黒
田
清
隆
（
開

一
拓
次
官
）
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明
治
三
年
十
一
月
二
十
八
日
＼
十
二
月
朔
日

(11
)
 

浅
野
江
行
、
塩
浜
御
買
揚
跡
御
所
置
井
蝦
夷
地
之
事
等

河
野
左
門
人
見
勝
太
郎
同
道
に
て
大
谷
村
江
行

原

池
谷

□□
三
郎
沼
津
三
枝
橋
精
六
郎

（尚
力
）

事
談
す
多
賀
高
彦

(10) 
人
見
勝
太
郎

溝
口
、
五
百
両
持
参
預
り
置
、
且
山
岡
氏
地
所
遣
し
可
申

十
二
月
朔
日

晦
日

(9
)
 

伴
門
五
郎
養
子
、
礼
跡
目
相
続
願
済
二
付
て
也

(
8
)
 

河
野
左
門
小
山
田
大
宮
之
住
人
池
谷
原
三
郎

安
井
幹
介
、
東
京
江
参
り
旅
用
無
之
二
付
三
両

最
上
五
郎
出
立
二
付
、
大
山
格
之
助
・
黒
田
了
介
江
一
封
頼
む

廿
九
日 着

(7
)
 

竹
内
半
介
よ
り
来
状

洋
行
可
被
仰
付
、
右
江
陪
従
哉
と
云

朝
尾
張
江
帰
り
と
云

東
京
な
大
山
格
之
助
之
書
状

青
山
魁
次
郎
、
明

一
歌
山
藩
士
）

-
（
8
)
河
野
通
和
（
権

一
大
参
事
・
会
計
掛
）

i
(
9
)
彰
義
隊
士
、
上

一
野
戦
争
で
戦
死
、
養
子

一
は
長
島
弘
道
の
子
銘
五

-
>
 

良
-
（
10)
人
見
寧
（
も
と

一
遊
撃
隊
士
）

-

（

11)
浅
野
氏
祐
(
}

一
大
参
事
・
政
事
庁
掛
）
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明
治
三
年
十
二
月
朔
日
＼
九
日

七
右
衛
門
、
巴
川
堀
割

ニ
付
而
は
金
子
弐
万

五
千
両
調
立
可
致

旨
申
聞
る

九
日

(10
)

（

11
)
 

殿
・
児
玉
者
同
所
江
止
ま
り
三
浦
者
英
国
江
発
行
と
云

(
8
)

（

9
)
 

東
京
よ
り
米
国
島
津
又
之
進
殿
之

一
封
到
着
、
啓
二
郎

(
7
)
 

八

日

妻

木

務

山

岡

鉄

太

郎

五
日

六

日

七

日

四
日

風
邪
、
来
人
面
会
断

(6
)
 

教
師
洋
人
弐
人
先
月
下
旬
暗
殺
之
事
あ
り
と
云

二
日

二
日

な
来
状
、
同
人
洋
行
出
来
可
致
旨

(
5
)
 

荒
木
卓
爾
な
書
状
、
南
校

可
申
旨

一
封
認
渡
す

(4
)
 

富
田
貞
一
一
郎

(
2
)

（3
)

（
マ
マ
）

薗
鑑
三
郎
友
成
登
、
井
上
八
郎
江
同
人
二
弐
百
両
借
遣

原
之
臣
下
同
道
心
裡
之
内
願
相
頼
む

水
沢
宗
太
郎
下
田
佳
民
、

相
談

0
東
京
世
良
松
橘

七
右
衛
門

(
1
)

馬
場
某
同
道
甚
太
郎
、
榊

一

(
1
)
出
島
竹
斎
（
小

一
鹿
村
名
王
）

-
（2
)
園
鑑
（
沼
津
兵

―
学
校
三
等
教
授
か
ら
十

―
一
月
晦
日
に
静
岡
学
問

一
所
二
等
教
授
と
な
る
）

i
(
3
)
井
上
清
虎
（
浜

一
松
・
中
泉
勤
番
組
頭
）

-

（

4
)
山
口
藩
士

一

(
5
)
西
周
熟
生
、
福

一
井
藩
士
か

-

（

6
)
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

；
ダ
ラ
ス
と
オ
ー
ギ
ュ
ス

＿
ト
・
リ
ン
グ

-
（
7
)
妻
木
頼
矩
（
権

一
大
参
事
・
公
用
掛
）

-
（
8
)
島
津
忠
亮
（
佐

一
土
原
藩
主
の
子
）

一

(
9
)
島
津
（
町
田
）

一
啓
次
郎
（
忠
亮
の
弟
）

-
（
10)
児
玉
章
治
（
章

一
介
、
佐
土
原
藩
士
）

一

(11)
三
浦
十
郎
（
佐

一
土
原
藩
士
、
仏
か
独
に

一
留
学
）

18 



明
治
三
年
十
二
月
九
日
＼
十
二
日

十
日

(22
)

（

23) 

小
菅
辰
三
郎
、
沼
津
な
之
書
状
、
筒
井
於
兎
吉
和
歌
山
江

(21
)
 

差
越
候
旨
也
、
同
日
藤
沢
方
江
書
状
為
持
遣
す

（マ

マ
）（
20
）

徳
山
日
比
野
克
三
之
書
状
到
来
、
医
者
借
用
稽
古
人

賀
磯
三
郎
帰
朝
持
参
之
旨
二
而
東
京
よ
り
着

(19) 

米
国
よ
り
十
月
廿
日
出
之
書
状
井
写
真
•
本
等
、
筑
前
平

十
二
日 (18) 

福
田
鳴
鷲
よ
り

一
封
来
る

(17) 

申
聞
る

0
浜
口
儀
兵
衛
な
文
通
、
百
両
為
持
遣
す

神
保
、
塩
浜
之
事
浅
野
江
承
候
処
御
買
揚
治
定
之
旨
礼

十
一
日 神

保
霞
栖

(15) 
乙
骨
太
郎
乙

(14) 
小
田
切
綱
一
郎

(16) 
片
山
直
人

隊
中
江
無
礼
殺
害
い
た
し
間
敷
旨
内
談

(12)

（

13) 

中
村
敬
太
郎
、
山
岡
・
中
條
同
人
江
洋
人
扉
入
へ
く
間
、

i
(
1
2
)
中
村
正
直
（
静

｀
盟
子
問
所

一
等
教
授
）

-
（
13)
中
条
景
昭
（
開

一
墾
掛
頭
）

一

(14)
静
岡
学
問
所
三

一
等
教
授

-

（

15)
静
岡
学
問
所
一

一
等
教
授

一

(16)
沼
津
兵
衛
学
校

一
資
業
生

一

(17)
浜
口
梧
陵
（
和

一
歌
山
藩
少
参
事
）

-
（
18)
福
田
敬
業
（
金

一
沢
藩
士
）

一

(19)
平
賀
義
質
（
福

一
岡
藩
士
、
の
ち
司
法
少

一
判
事
）

-

（

20)
徳
島
藩
士

-
（
21)
藤
沢
次
謙
（
少

｀
事
・
軍
事
掛
）

一

(22)
小
菅
智
淵
（
も

一
と
工
兵
頭
並
、
箱
館
降

五
人
）

-

（23)
筒
井
義
信
（
も

一
と
工
兵
隊
頭
取
改
役
、

一
箱
館
降
伏
人
）
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明
治
三
年
十
二
月
十
二
日
＼
十
五
日

人
見
勝
太
郎

同
道
之
旨
、
藤
沢
江
表
向
達
方
申
遣
す

十
三
日金

之
助
、
三
百
両
渡
す

中
條
隊
中
之
者
洋
人
御
雇
入
二
付
異
存
者

0
赤
松
静
衛
、
明
日
出
立
と
云

橋
場
男
谷
婆
々
病
死
二
付
一
二
両

壱
封
、
金
沢
江
米
国
之
壱
封
、
仙
台
井
庄
内
江
米
国
之
書
状

米
国
よ
り
差
越
候
一
封
書
籍
届
方
頼
む
、
但
金

沢
江
附
し
届
頼
む
分
也

(

5

)

（

進

）

（

6
）

（

マ
マ
）

寺
田
平
之
丞
な
文
通
、
不
快
二
付
伏
見
満
宮
様
李
行
御
供
二
送
れ

(
4
)
 

中
島
理
八
江
、
大
井
栄
之
助
井
佐
藤
与
之
助
両
人
江

十
五
日

（

マ

マ

）

（

3
）

壱
封
宛
、
明
日
後
出
立
之
中
島
理
八
江
頼
む

〇
浜
口
儀
兵
衛
江
三
所
物

十
四
日
東
京
平
兵
衛
子
供
三
両
、
与
三
郎
着
物
弐
両
、
お
信
二
両
、

多
分
無
之
旨
中
條
申
聞
る

預
り
置

(2
)
 

溝
口
千
両
外
三
百
両

(1
)
 

大
久
保
止
杉
浦
清
介
山
岡
鉄
太
郎
・
中
條

一

(
1
)
小
島
勤
番
組
頭

一並
-
（
2
)
溝
口
勝
如
（
家

一
逹
付
家
令
）

-

（

3
)
静
岡
藩
会
計
方

-
（
4
)
佐
藤
政
養
（
民

一
部
省
出
仕
、
十
二
月
二

一
十
八
日
に
エ
部
省
出

一仕）
-
（
5
)
寺
田
弘
（
鹿
児

一
島
藩
士
）

-

（

6
)
伏
見
宮
能
久
親

―王
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明
治
三
年
十
二
月
十
五
日
＼
十
七
日

(14) 
川
村
兵
部
大
丞
江

白
戸
之
事
申
遣

文
通
、
岡
部
江
託

す

(11
)

（

12
)

（

13
)
 

寺
殿
・
万
里
小
路
殿
・
東
久
世
御
子
息
・
岩
野
殿
等
、
英
国

(10) 

寄
宿
之
所
、
宮
木
鳴
頼
越
す
聞
く
、
当
月
三
日
西
園

旨
也
岩
波
殿
用
人
学
問
修
行
い
た
し
度
旨
、
同
人
小
拙
方
江

(
9
)
 

柳
原
殿
よ
り
来
翰
、
通
弁
翻
訳
出
来
候
者
吟
味
可
申
上

十
七
日 (

8
)
 

白
戸
真
砂
江
面
会
、
出
府
之
事
井
心
得
之
事
内
話

神
保
霞
栖
江
大
屋
村
家
作
・
道
具
代
六
百
両
渡
す

弗
、
是
に
て
食
料
其
他
手
賄
と
云

人
見
勝
太
郎

ニ
云
、
和
歌
山
に
て
蘭
人
下
等
士
官
一
雇
料
月
々
三
百

(
7
)
 

新
見
幾
太
郎
和
歌
山
岸
彦
九
郎
、
同
人
話

十
六
日 浅

野
江
行
き
、
神
保
塩
浜
之
事
其
他
種
々
相
談

教
示
い
た
し
度
旨
内
話

候
旨
、
五
十
日
之
御
暇
国
許
江
参
り
後
便
出
発
と
云

駒
井
竹
所
、
木
村
霞
宿
、
同
人
当
地
二
而
職
之
事

一
三
郎
、
静
岡
学
問
所
教

一
授
世
話
心
得
）
か

-
（
8
)
白
戸
隆
盛
（
石

一
介
、
沼
津
勤
番
組
頭
）

-
（
9
)
柳
原
前
光
（
外

一
務
大
丞
）

-

（

10)
西

園

寺

公

望

一
（
も
と
新
潟
府
知
事
）

-

（

11)
万
里
小
路
通
房

-
（
も
と
軍
務
官
副
知
事

一
助
勤
）

-

（

12)
東
久
世
通
暉

-

（

13)
石
野
基
将

一

(14)
川
村
純
義
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明
治
三
年
十
二
月
十
七
日
＼
二
十
二
日

廿
二
日

廿
一
日

廿
日

黄

（ママ）

向
山
口
村
、
．
一
庫
金
書
目
御
買
揚
之
事
頼
む

小
出

一
出
仕
之
事
断
申
置

(
7
)
 

関
口
弟

(
8
)
 

小
林
祐
三
藤
沢
長
太
郎

(
5
)

（

6
)
 

宿
・
由
利
源
十
郎
・
林
三
郎
、
御
扶
助
長
屋
之
事
承
る

小
出

京
江
帰
府
之
旨

佐
藤
与
之
助
鉄
道
見
分
二
而
東

木
村
霞
宿
、
御
扶
助
御
長
屋
之
事
頼

貰
一
、
石
野
江
遣
す
、
同
人
来
訪

木
村
霞

(
4
)
 

溝
口
江
川
村
之
事
申
置
く

(
3
)
 

向
山
江
訪
ふ
、
人
見
之
事
、
洋
人
之
事
其
他
話
す

(
2
)
 

十
九
日
木
村
熊
二
家
内
江
二
十
両
渡
す

大
屋
村
江
行
く
白
戸
木
村
内
＞
家

白
戸
石
介

神
保
隠
居
、
人
見
江
引
合
、
大
屋
村
今
日
受
取

十
八
日 江

留
学
出
発
と
云

山
岡
鉄
太
郎

石
野
江
行
く

―
二
の
妻
）

-

（

2
)
明
治
三
年
十
二

一
月
に
渡
米

一

(
3
)
向
山
黄
村
（
静

一
岡
学
問
所
頭
・
少
参

一
事
・
学
校
掛
）

一

(
4
)
川
村
清
雄
（
家

一
達
付
二
等
家
従
）
か

-
（
5
)
由
利
元
（
静
岡

一
勤
番
組
頭
並
）

-
（
6
)
林
惟
純
（
開
業

工
方
物
産
掛
）

-
（
7
)
関
口
潜
（
隆
吉

一
の
弟
、
の
ち
静
岡
県
出

―仕）

-

（

8
)
沼
津
病
院
製
煉

一
方
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明
治
三
年
十
二
月
二
十
二
日
＼
二
十
五
日

甚
太
郎
江
大
屋

村
質
地
代
弐

百
両
渡
す

当
人
長
八

大
山
氏

二
聞
く
、
上
州

高
器
一
揆
蜂

起
藩
士
紛
々
、
信

州
松
代
同
断

皆
緊
倹
二
典
る
と

0
同
人
江
知
事
殿

よ
り
相
州
秋
広

短
刀
、
服
料
五
拾

両
御
送
り
方
取

t
 

1111

ロ

織
田
、
村
上
俊
五
郎
金
子
押
貸
妄
行
之
旨
申
聞
る

高
橋
弥
吉
、
大
屋
村
長
屋
建
立
可
致
旨
談
代
汀
三
両

廿
五
日
自
普
請
之
者
少
々
宛
御
手
当
決
議

(18) 

罷
越
と
云
、
村
田
新
八
江
戸
詰
出
府
と
云

(19) 

〇
知
事
殿
よ
り

(16)

（

17) 

倉
殿
・
大
久
保
殿
・
木
戸
氏
・
川
村
氏
御
上
阪
、
薩
州
江
向

御
長
屋
之
事
談
済

何
そ
御
挨
拶
可
然
と
云
、
浅
野
江
申
遣
す

(14)

（

15) 

大
山
格
之
助
着
、
尋
問
、
聞
く
、
岩

堂
・
山
岡
鉄
太
郎
・
高
橋
弥
吉
・
小
林
祐
三

・
由
利
源
十
郎
、

(11
)

（

12)

（

13
)
 

松
岡
萬
養
子
運
九
郎
附
属
高
橋
真
吉
・
村
越
恨

廿
四
日 福

岡
久
、
ブ
ラ
ン
ト
ポ
ム
プ
之
事
談
す
、
近
日
出
火
日
々
二
付
て
也

橋
弥
吉
、
大
屋
村
江
居
住
い
た
し
度
旨
申
聞
る

紺
屋
町
御
住
居
江
参
上

廿
三
日腸

皮
紙
紺
屋
町
江
進
呈

人
見
勝
太
郎
•
関
ロ
・
高

岡
田
俸
米
昨
日
渡
之

-
（
9
)
永
峯
弥
吉
（
箱

一
館
降
服
人
）

-
（
10)
権
少
参
事
・
水

一
利
路
程
掛
・
製
塩
方
頭

-
（
11)
松
岡
古
道
（
水

一
利
路
程
掛

・
製
塩
方

頁）

ー
一ロジ

-
（
12)
松
岡
古
武
（
製

一
塩
方
取
締
）

一

(13)
高
橋
真
去
（
製

一
塩
方
取
締
）

-

（14)
大
山
綱
良
（
鹿

盃
ル
島
藩
士
）

-

（15)
岩
倉
具
視
（
大

一
納
言
）

-

（

16)
大

久

保

利

通

一
（
参
議
）

-
（
17)
木
戸
孝
允
（
参

一議）

-

（

18)
鹿
児
島
藩
士

-

（

19)
徳
川
家
達

一

(20)
織
田
信
重
（
権

；
へ
参
事
・
郡
政
掛
）

-
（
21)
村
上
政
忠
（
遠

五
佐
原
村
入
植
）
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高
知
藩

津
田
具
祐

明
治
三
年
十
二
月
二
十
六
日

1
二
十
九
日

杉
浦
清
介
由
利
元
十
郎
な
木
村
借
用
御
長
屋
之
事
申
越

本
日
大
晦

廿
九
日 番

頭
江
引
渡
、
関
口
鉄
三
郎
修
行
金
之
談
す

御
金
之
勘
定
書
差
出

溝
口
江
御
預

向
山
黄
村
、
書
籍
御
買
揚
代
廿
三
両
持
参

之
手
紙
持
参
、
金
子
三
百
両
可
遣
旨
相
談
、
井
妙
見
山
勤

溝
口
、
知
事
殿
な
百
両
枠
江
被
下
置
浅
野
氏
、
阿
部

廿
八
日 (

7
)
 

石
川
渡
江
附
、
使
部
之
者
三
百
疋
遣
す

貰
一
郎
、
石
野
江
紙
遣
す

6
)
 一

堂
様
な
三
千
疋
頂
戴

廿
七
日 5

)
 一

翁
•
松
岡
萬
方
江
行
く
山
岡
鉄
太
郎
人
見
勝
太
郎

(
4
)
 

日
下
薩
蔵
江
附
返
書
也
、
梅
太
郎
丈
夫
之
由
申
越

(
1
)

（

2

)

(

3

)
 

昨
越
老
公
よ
り
返
書
、
米
教
師
同
断
長
崎
乾
堂
な
来
状
、

廿
六
日

一

(
1
)
松
平
慶
永

-

（

2
)
W
.
E
・
グ
リ

―
フ
ィ
ス

-

（

3
)
小

曾

根

乾

堂

-
（
簸
刻
家
）

一

(
4
)
海
舟
三
男

-

（

5
)
大
久
保
忠
寛

-
（
も
と
権
大
参
事
）

一

(
6
)
徳
川
慶
喜

-
（7
)
石
川
利
行
（
権

―
少
参
事
・
監
正
掛
）

-
（8
)
勝
小
鹿
（
海
舟

一
長
男
）

-
（9
)
阿
部
潜
（
少
参

一
事
・
軍
事
掛
、
鹿
児
島

一
招
聘
）
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明
治
三
年
十
二
月
二
十
九
日
＼
明
治
四
年
正
月
六
日

明
治
四
辛
未

六
日

五
日

四
日

二
日

二
日

(15
)

（

16) 

歎
願
今
井
信
郎

0
富
田
貞
次
郎
な
来
状
、
刑
部

(14) 

人
見
、
幕
内
幡
次
郎
同
居
之
旨
申
聞
る
、
且
同
人
扶
持
方
之

(13) 
由
利
元
十
郎
、
久
能
山
売
家
之
事
話
談
す
杉
浦

正
月
元
日

吉
大
屋
村
江
住
居
之
事
等
申
遣
す

(12) 

と
答
由
利
江
、
牧
野
鋭
吉
郎
人
見
江
同
居
之
事
、
高
橋
真

小
曽
川
彦
千
代
国
許
江
出
立

(11
)
 

竹
村
謹
吾
米
行
之
内
談
、
可
然

本
日
、
旧
脹
滞
京
被
差
免
候
御
書
付
到
来

用
立

(10) 

〇
毛
利
総
八
郎
江
拾
両
用
立

三
好
謙
一
よ
り
金
子
拾
五
両
借
用
い
た
し
度
旨
申
越
、
拾
両

-
（
10)
毛
利
業
広
（
米

一
沢
藩
大
参
事
）
の
子
息
、

一
海
舟
食
客

一

(11)
家
達
付
家
扶

-

（12)
牧
野
鋭
橘
（
忠

一
毅
、
も
と
長
岡
藩
知

―
事
）
か

-

（13)
由
利
元
（
静
岡

一
勤
番
組
頭
並
）

-

（

14)
も
と
遊
撃
隊
士

-

（

15)
箱
館
降
服
人
、

一
静
岡
藩
預

i
(
1
6
)
山
口
藩
士
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明
治
四
年
正
月
六
日
＼
九
日

九
日

八
日

致
度

百
両
拝
借
之
旨
申
聞
る

旨
申
聞
る

(11
)
 

佐
々
倉
桐
太
郎
杉
浦
作
十
郎
木
村
霞
宿
、

(10) 

三
原
清
五
郎
者
人
物
也
と

0
熊
本
平
井
怜
、
塾
生
二
相
成
度

血
利
八
郎
疇
戸
立
来
訪
、
国
許
江
帰
る
と
云
、
聞
く
、
加
州
藩

(
8
)
 

由
利
元
十
郎
方
差
遣
す
林
三
郎
、
水
沢
之
事
頼
み

(
7
)
 

竹
村
謹
吾
・
川
村
、
外
国
行
之
願
出
可
差
出
談
す
木
村
霞
宿
、

亀
井
勇
也

溝
口
八
十
郎
、
竹
村
已
下
之
心
願
御
聞
済
之
様
申
談

(
5
)
 

宛
差
出
す
、
石
川
渡
江
頼
む
山
田
虎
次
郎
人
見
勝
太
郎

七
日

(
3
)

（

4
)
 

柳
原
殿
井
村
田
新
八
殿
・
富
田
貞
次
郎
・
平
岡
健
江
一
封

(
2
)

米
国

小
田
切
綱
一
郎
竹
村
謹
吾
已
下
、
留
学
之
心
願
申
聞
る

(
l
)
 

省
よ
り
留
学
被
仰
付
候
旨
段
々
礼
申
越

0
平
岡
健
書
状

一

(
1
)
柳
原
前
光
（
外

―
務
大
丞
）
付
属
、
外
務

一
省
官
吏

(
2
)
静
岡
学
問
所
三

一
等
教
授

-
（
3
)
柳
原
前
光

-

（

4
)
鹿
児
島
藩
士

i
(
5
)
山
田
政
発
（
掛

一
川
勤
番
組
頭
）

-

（6
)
溝
口
勝
如
（
家

五
符
家
令
）

-
（
7
)
川
村
清
雄
（
家

一
達
付
二
等
家
従
）

-
（8
)
水
沢
主
水
（
幹

一
事
役
付
属
）

-
（
9
)
由
利
公
正
（
も

一
と
会
計
官
）

-
（
10)
平
塚
恰
（
熊
本

一
藩
士
）

-

（

1
1
)
権
少
参
事
・
水

一
利
路
程
頭
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明
治
四
年
正
月
十
日
＼
十
二
日

(26) 
黒
岡
帯
刀
合
留

学
之
礼
状

十
日

(25
)
 

田
村
弘
蔵
、
千
両
之
御
金
塩
浜
江
取
掛
り
度
此
節
申
聞
候
旨

溝
口
氏
、
浅
野
子
息

留
学
可
致
旨
内
決
返
答
、
浅
野
右
之
段
申
聞
す

(24) 
川
村
枠
、
留
学
御
聞
済
之
礼

(23
)
 

太
郎
、
米
国
留
学
之
事
内
談
、
一
翁
江
可
談
旨
答

越
前
中
根
新
、
家
政
改
革
之
事
相
談

0
中
村
敬

十
二
日

(22
)
 

福
田
半
蔵
江
碑
銘
草
稿
遣
す

(21
)
 

溝
口
江
浅
野
子
息
留
学
之
事
申
遣
す

十
一
日 仏

式
伝
習
者
一
両
人
借
用
い
た
し
度
旨
申
越

(20) 

出
帆
之
礼
状
白
戸
合
、
富
田
貞
二
郎
頼
山
口
藩
江

(17
)

（

18)

（

19
)
 

最
上
五
郎
・
種
田
清
右
衛
門
、
黒
田
了
介
二
陪
し
廻
船
、

敬
太
郎

(16) 
佐
々
井
息
矢
口
石
斎

等
談
す

(15
)
 

中
村

薩
生
三
人

浅
野
氏
、
国
債
之
事
外
国
留
学
之
事

(14
)
 

新
見
史
雄
、
墓
参
明
日
出
立
之
旨

(13
)
 

浅
野
江
水
沢
之
事
談
す

四
日

一

(13)
浅
野
氏
祐
（
権

―
大
参
事
・
政
事
庁
掛
）

一

(14)
静
岡
学
問
所
教

一
授
世
話
心
得

-
（
15)
中
村
正
直
（
静

孟
岡
学
問
所
一
等
教
授
）

-

（

16)
佐
々
井
栄
太
郎

-

（
半
十
郎
の
子
息
、
開

｀
方
物
産
掛
）

-

（

17)
鹿
児
島
藩
士

-

（18)
種
子
田
清
一
（
鹿

―
児
島
藩
士
）

-
（19)
黒
田
清
隆
（
開

一
拓
次
官
）

一

(20)
白
戸
隆
盛
（
明

一
治
四
年
に
陸
軍
少
佐
）

-
（21)
浅
野
辰
夫
（
氏

一
祐
の
子
息
、
沼
津
兵
学

一
校
付
属
小
学
校
生
徒
）

-

（

22)
福
田
敬
業

一

(23)
大
久
保
忠
寛

-

（

24)
川
村
清
雄

一

(25)
浜
松
勤
番
組
頭

一
並

-

（

26)
鹿
児
島
藩
士
、

｀
叶
軍
操
練
所
生
徒
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福
岡
藩

石
田
新
六
郎

安
川
敬
一
郎

明
治
四
年
正
月
十
二
日
＼
十
四
日

神
保
霞

ロ
□江
栖
悴
、
明
日
召
之
旨
礼
山
岡
鉄
太
郎

＞

ヽ

J

>

J

(
7
)
 

且
八
田
知
起
之
一
封
共
頼
む

戸
田
一
夢

(
5
)

（

6
)
 

宮
木
鳴
、
松
屋
伊
助
江
ワ
ル
ス
子
江
頼
遣
旨
等
之
書
状
、

(
4
)
 

竹
村
謹
吾
・
小
野

小
田
切
綱
一
郎

籍

井
書
呈
上
中
村
よ
り
著
述
書
到
来

(
3
)
 

松
岡
康
毅
明
日
出
立
之
旨
、
徳
島
知
事
殿
江
返
書

大
垣
藩
堀
敬
衛

木
村
霞
宿
江
糸
代
百
両
渡
ス

明
日
東
京
江
出
立
二
付
、
柳
原
殿
井

十
四
日 学

之
礼
申
聞
る

(
2l)
 

事
、
藤
沢
長
太
郎
借
用
之
事
等
、
藤
沢
井
浅
野
江
遣
す

（
マ

マ

）

（

l
）

阿
州
松
岡
毅
、
知
事
殿
使
と
し
て
来
る
、
医
師
之

ニ
付
可
然
と
返
答

十
三
日平

井
恰
、
学
問
所
江
入
塾
之
事
談
す

浅
野
辰
夫
、
留

(
1
)
蜂

須

賀

茂

紹

-
（
徳
島
藩
知
事
）

-
（
2
)
藤
沢
次
謙
（
少

―
参
事
・
軍
事
掛
）

-
（
3
)
徳
島
藩
士
、
の

―
ち
司
法
省
少
判
事

一

(
4
)
小
野
弥
一
（
家

一
達
付
二
等
家
従
）

一

(
5
)
熊
谷
伊
助

-
（
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー

一
ル
商
会
番
頭
）

-

（

6
)
ト
ー
マ
ス
・

一ウ
ォ
ル
シ

ュ
（
ア
メ
リ

一
カ
商
人
）

-
（
7
)

八
田
知
紀
（
鹿

―
児
島
藩
士
、
歌
人
）
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御
社
江
御
祭
典
料

五
百
石
下
賜
候
事

日
光
山
社
家
井

僧
徒
江
一
人
前
十

石
宛
被
下
置
、
但

僧
徒
当
分
之
内

と
云

明
治
四
年
正
月
十
五
日
＼
二
十
日

廿
日

戸
田
一
夢

使
藤
田
文
策
、
医
師
借
受
度
旨
也

杉
浦
清
介

十
九
日 (15) 

木
村
香
坪

(17
)
 

阿
州
小
室
信
太
夫
・
日
比
野
克
三
な
状
井

(16) 
大
久
保
止

薩
州
園
田
清
吉
な
扇
子
一
本
到
来

(14) 

人
見
勝
太
郎
七
両
遣
す
、
困
究
之
旨
二
付
て
也
服
部
江
行
く

十
八
日 (12)

（

13) 

大
久
保
江
行
く
、
東
京
に
て
暗
殺
之
事
有
之
と
杉
浦
清
介

十
七
日 源

吾

米
国
な
彼
正
月
十
五
日
附
状
到
着

(
9
)
 

知
事
殿
井
紺
屋
町
一
堂
殿
江
参
上

(10) 
村
上
俊
五
郎

十
六
日

(
8
)
 

藤
沢
長
太
郎
駒
井
竹
所
関
口
鉄
三
郎

十
五
日

(11
)
 

石
野

-
（
8
)
駒
井
朝
温
（
も

一
と
海
軍
奉
行
並
）

-

（

9
)
徳
川
慶
喜

-
（
10)
村
上
政
忠
（
開

一
墾
御
用
）

-
（
11)
石
野
正
修
（
小

一
島
勤
番
組
世
話
役
助
）

i
(
1
2
)
大
久
保
忠
寛

一

(13)
正
月
九
日
に
広

一
沢
真
臣
（
参
議
）
が
暗

一
殺

一

(14)
服
部
常
純
（
大

一
参
事
）

-

（

15)
木
村
市
左
衛
門

-
（
静
岡
学
問
所
御
書
学

一
師
範
）

一

(16)
小
島
勤
番
組
頭

一並-
（
17)
小
室
信
夫
（
徳

一
島
藩
大
参
事
）
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薩
堀
与
八
郎

松
形
蘇
助

吉
水
左
一
郎

明
治
四
年
正
月
二
十
一
日
＼
二
十
五
日

廿
五
日 山

岡
氏
戸
田
九
八
郎

廿
四
日

(
7
)
 

於
花
江
五
両
、
於
信
江
壱
両
、
牧
野
江
託
し
一
封
遣
す

村
田
新
八
殿
、
国
光
之
短
刀
知
事
殿
よ
り
御
送
り
相
成

薩
生
三
人
暇
乞

牧
野
田
三
、
明
日
東
京
江
出
立
之
旨

伊
藤
伝
蔵

廿
三
日

(
4
)

（

5
)
 

尋
問
、
聞
く
、
薩
大
隅
殿
出
府
井
西
郷
同
断
御
受
有
之
と
云

(
3
)
 

行
被
申
渡
松
平
勘
太
郎
村
田
新
八
滞
留
二
付

廿
二
日 (

2
)
 

中
川
表
三
郎

三
郎
修
業
料
之
談
す
木
村
霞
宿

浅
野
、
日
光
山
社
人
井
僧
徒
之
事
被

大
野
信
也
、
元
竹
腰
溜
令
水
本
内
人

廿
一
日

関
口
潜
三
郎
修 (

1
)
 

仰
出
候
由
、
関
口
詮

-
（
1
)
関
口
潜
（
隆
吉

一
の
弟
）
か

-

（

2
)
中

川

長

五

郎

-
（
も
と
砲
兵
隊
差
図
役
）

-
（
3
)
松
平
信
敏
（
少

一
参
事
・
政
事
庁
掛
）

i
(
4
)
島
津
久
光

-
（
5
)
西
郷
隆
盛

（鹿

一
児
島
藩
大
参
事
）

-
（
6
)
牧
野
成
行
（
権

一
少
参
事

・
監
正
掛
）

(
7
)
海
舟
の
妹
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明
治
四
年
正
月
二
十
五
日
＼
晦
日

(16
)
 

多
賀
尚
彦
、
銅
板
之
話
す

晦
日

(14
)

（

15
)
 

名
倉
・
片
山

(17
)
 

西
野
三
郎
、
五
両
遣
す

福
岡
書
生
大
西
・
平
間

元
新
徴
組
三
人
七
両
遣
す

返

納

浅

野

氏

木

村

霞

宿

(13) 
宮
田
文
吉
、
昨
秋
嵐
二
付
修
覆
御
立
替
之
分
十
両
一
分

廿
九
日

（長）

山
岡
江
中
川
表
五
郎
尾
州
江
可
遣
旨
申
遣
す

杉
浦
清
介
松
平
勘
太
郎
溝
口
八
十
郎

松
平
三
郎
入
校
二
付
引
受
之
書
付
遣
す

廿
八
日
中
村
敬
太
郎

(11
)
 

頼
ミ
、
即
刻
向
山
江
談
す

(12) 
河
野
左
門

大
久
保
江
尋
問

伊
藤
伝
蔵
枠
死
去
二
付
拾
両
遣
す

(10
)
 

酒
井
閑
亭
松
平
与
六
郎
、
養
左
門
入
塾
之
事

廿
六
日 (

8
)

（

9
)
 

川
田
熙
、
弟
之
事
頼
む
人
見
勝
太
郎

i
(
8
)
河
田
熙
（
少
参

玉
・
学
校
掛
）

-
（
9
)
河
田
然
（
熙
の

一
養
子
、
四
月
に
静
岡
学

盃
回
所
世
話
心
得
）
か

-

（10)
酒
井
忠
績
（
も

一
と
姫
路
藩
主
）

-
（
11)
向
山
黄
村
（
静

一
岡
学
問
所
頭
・
少
参

一
事
・
学
校
掛
）

-
（
12)
河
野
通
和
（
権

工
〈
参
事
・
会
計
掛
）

-
（
13)
宮
田
正
之
（
権

一
大
参
事
・
会
計
掛
）

一

(14)
名
倉
知
彰
（
静

一
岡
病
院
病
院
頭
並
）

-
（
15)
片
山
直
人
（
静

一
岡
病
院
で
医
学
修
行
）

一

(16)
箱
館
脱
走
人

-

（

17)
中
条
景
昭
付
属
、

一
水
戸
出
身
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水
戸
藩

河
西
辰
次
郎

松
延
喜
彦

石
野
江
借
す

通
鑑
綱
目
不
残

英
書
一

本

荒
内
江国

語
宜
ギ
六

左
氏
伝

明
治
四
年
正
月
晦
日
＼
二
月
三
日

二
日

(9
)

（敬）

中
村
啓
太
郎
江
訪
ふ

(
8
)
 

岩
倉
御
通
過
、
知
事
殿
御
逢
、
都
合
宜
敷
旨
也

拾
両
遣
す

(7
)
 

氏
中
川
長
五
郎
尾
州
江
遣
す
、
青
山
江
一
封
認
旅
費

松
平
三
郎
、
入
校
之
礼
〇
浅
野
氏
山
岡

(
6
)
 

大
久
保
合
、
岩
倉
殿
御
昼
休
可
罷
出
旨
申
来
候
由
申
越

(
5
)
 

二
日
宮
田
・
小
沢
な
両
月
分
弐
百
五
十
両
差
越
す

溝
口
江
ワ
ル
ス
井
松
屋
江
遣
し
候
物
之
事
談

二
月
朔
日

0
多
賀
今
日
帰
郷
之
旨
暇
乞

(3
)

（

4
)
 

竹
村
・
大
久
保
両
人
帰
郷
、

ウ
ォ
ル
ス
方
に
て
留
学
之
万
事
受
合

候
旨
松
屋
伊
助
厚
く
周
旋
之
趣
也
、
宮
木
合
返
書
来
る

本
多
鷹
之
進

石
野
江
正
二
両
月
分
月
俸
六
両
遣
す

長
川
表
五
郎
遣
す
積
決
す

(
2
)
 

山
岡
、
尾
州
江
中

(1
)
 

石
野
源
吾
、
通
鑑
借
用
い
た
し
度
旨
申
聞
る

i
(
1
)
石
野
正
修
（
小

一
島
勤
番
組
世
話
役
助
）

i
(
2
)
山

岡

鉄

太

郎

-
（
権
大
参
事
・
離
政
補

一
翼
）

-
（
3
)
竹
村
謹
吾
（
家

一
達
付
家
扶
）

-

（

4
)
大

久

保

三

郎

-
（
忠
寛
の
子
息
、
家
達

一
付
二
等
家
従
）

-

（

5
)
宮
田
正
之

一

(
6
)
岩
倉
具
視
（
議

一定）(
9
)
中
村
正
直

8
)
徳
川
家
達

(
7
)
青

山

魁

次

郎

（
名
古
屋
藩
士
）
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明
治
四
年
二
月
三
日
＼
六
日

六
日

五
日

四
日

清
介

0
松
平
春
嶽
公
よ
り
来
翰

(18) 
男
谷
勝
三
郎
人
見
勝
太
郎

(19
)

（

20
)
 

賀
母
宮
甚
十
郎
杉
浦

宮
田
な
八
十
三
両
之
受
取

溝
口
、
御
刀
之
事
相
談
、
古
代
之
太
刀
借
遣
す

(17
)
 

東
京
牧
野
な
届
物
受
取

葉
借
遣
す

申
遣
す

0
藤
沢
江
行
く

(16
)
 

多
賀
隠
居
洋
画

(
15
)
 

戸
川
氏

水
戸
藩
士

向
村
江
入
校
之
事

(14) 
白
戸
真
砂
、
明
日
大
坂
江
出
立
二
付
川
村
江
一
封
認

府
人
入
塾
之
事
頼
む
、
断
申
延

(11)

（

12) 

立
田
政
吉
郎
松
岡
万
山
本
恭
斎

但
五
ヶ
月
分
也

(13) 
梅
沢
孫
太
郎
、
水

料
と
し
て
差
引
呉
候
様
申
談
、
八
十
五
両
納
返
す
、

(10
)
 

宮
田
江
附
シ
、
俸
金
之
内
弐
百
両
木
村
・
大
木
美
留
学

一

(10)
木
村
熊
ニ
・
大

雇
見
元
一
郎
（
明
治
三

一
年
十
二
月
に
渡
米
）

-

（

11)
開
業
方
物
産
掛

-
（
12)
松
岡
古
道
（
製

一
塩
方
頭
）

-

（

13)
慶
喜
付
家
令
・

一
も
と
水
戸
藩
士

一

(14)
白
戸
隆
盛
（
明

一
治
四
年
に
陸
軍
少
佐
）

-
（
15)
戸
川
安
愛
（
権

工
へ
参
事
・
公
用
掛
）

-
（
16)
多
賀
春
帆
（
上

一
総
、
も
と
銃
隊
頭
）

一

(
1
7
)
牧
野
成
行
（
権

;
少
参
事
・
監
正
掛
）

-

（

18)
権
少
参
事
・
郡

一
政
掛
）

一

(19)
加
茂
宮
直
正
（
伝

―
二
郎
、
明
治
二
年
当
時

―
は
小
島
勤
番
組
）

一

(20)
杉
浦
赤
城
（
沼

一
津
兵
学
校
三
等
教
授

玉）
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福
岡立

花
増
枝

尾
寄
麻
三
郎

加
藤
堅
武

外
弐
人

明
治
四
年
二
月
七
日
＼
十
日

十
日

九
日

八
日

七
日

藩
六
七
名
借
用
之
事
申
越

(7
)
 

筑
波
小
次
郎
、
川
田
佐
久
馬
之
使
、
会
計
二
長
候
者
鳥
取

(
6
)
 

多
田
為
之
助
男
谷
勝
三
郎

妻
木
・
松
平
江
行
く
、
伊
藤
健
三
郎
之
談
す

二
反
・
書
状
等
附
託
す

(

2

)

(

3
)
 

佐
々
倉
桐
太
郎
塚
本
桓
輔

(l
)
 

伊
助
井
ワ
ル
ス
氏
江
端
物
礼
状
井
米
国
枠
方
江
白
紺

竹
村
・
大
久
保
・
浅
野
、
明
日
東
京
江
出
立
米
国
行
二
付
、
松
や

伊
藤
健
三
郎
、
修
業
所
勤
番
江
出
役
之
事
談
す

可
入
旨
談
す

竹
村
謹
吾
、
明
後
日
出
立
之
旨

人
見
勝
太
郎
〇
浅
野
江
大
屋
村
建
家
江
勤
番
組

大
久
保
・
服
部
江
行
く
村
上
肇

4
 

-

3

 

一

(
1
)
勝
小
鹿
（
海
舟

一
長
男
）

-

（

2
)
権
少
参
事
・
水

一
利
路
程
掛

一

(
3
)
塚
本
明
毅
（
沼

一
津
兵
学
校
頭
取
）

一

(
4
)
妻
木
頼
矩
（
権

一
大
参
事
・
公
用
掛
）

-

（

5
)
松
平
信
敏

一

(
6
)
も
と
遊
撃
隊
士

一

(
7
)
河
田
景
与
（
鳥

一
取
藩
士
、
弾
正
大
忠
）



明
治
四
年
二
月
十
一
日
＼
十
五
日

矢
田
堀
帰
六
、
明
日
東
京
江
出
立
之
旨
渕
辺

十
五
日 人

見
勝
太
郎

(16) 
山
本
眠
雲
江
墓
碑
銘
頼
む

(14
)

(

15
)
 

信
太
歌
之
助
商
法
之
事
二
付
木
下
十
之
介
手
紙
持
参

十
四
日

（
マ
マ
）

八
田
起
知

(13
)
 

中
金
禰
平
よ
り
書
状

宮
田
江
頼
、
東
京
江
届
物
遣
す
、
於
花
江
三
両
、
お
信
江
一
両
、

(
8
)

（

9

)

(

10
)
 

春
嶽
殿
井
高
木
之
書
状
、
富
田
な
福
沢
江
之
書
状
等
頼
む

妻
木
な
頼
候
墓
碑
銘
差
越

山
本
江
行
き
墓
碑
銘
認
方
頼
む

十
三
日妻

木
務
、
近
々
出
勤
之
旨
申
聞
る
、
本
通
五
丁
目
住
宅

(12
)
 

新
見
史
雄
本
返
シ

十
二
日 大

垣
藩

(11
)
 

大
野
信
也
、
竹
腰
老
侯
よ
り
伝
言
、

十
一
日

一
封
を
附
遣
す

i
(
8
)
高
木
三
郎
（
大

一
泉
藩
士
、
ア
メ
リ
カ
留

一
学
中
）

一

(
9
)
富
田
鉄
之
助

-
（
仙
台
藩
士
、
ア
メ
リ

一
カ
留
学
中
）

一

(10)
福
沢
諭
吉
か

-
（
1
1
)
竹
腰
正
冨
（
も

一
と
名
古
屋
藩
付
家
老
）

一

(12)
静
岡
学
問
所
教

一
授
世
話
心
得

-
（
13)
中
金
正
衡
（
も

一
と
中
津
藩
家
老
、
明
治

一
五
年
に
左
院
議
官
）

i
(14)
も
と
歩
兵
差
図

一
几
又／イ

一

(15)
福
井
藩
士

-
（16)
山
本
尭
直
（
静

一
岡
学
問
所
五
等
教
授
）

一

(17)
矢
田
堀
鴻
（
権

一
少
参
事
・
軍
事
掛
）

-

（

18)

権
少
参
事
・
郡

―
政
掛
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中
村
藩
相
馬

八
景
又
六

塾
江
参
り
度

旨
申
聞
る

佐
土
原
児
玉

章
助
な
来

犬J
 

海
野
寛
一
郎

明
治
四
年
二
月
十
五
日
ー
十
八
日

多
賀
隠
居
松
浦
作
十
郎

(
5
)
 

浅
野
次
郎
八
服
部
な
伴
江
年
百
五
十
両
被
遣

普
請
代
三
拾
六
両
壱
分
之
所
江
六
拾
弐
両
渡
す

十
八
日 差

出
ス
松
平
三
郎
伊
東
健
三
郎

八
田
知
起
江
一
封
差
出
、
松
平
勘
太
郎
江
頼
ム

十
七
日

(4
)
 

人
見
江
五
両
、
永
峯
江
廿
三
両
渡
す

溝
口
八
十
郎
、
古
代
之
太
刀
差
上
候
返
礼
、
金
札
御
下
ケ

十
六
日

(
3
)
 

篠
崎
親

(
1
)

之

(2
)

相
原
安
二
郎
、
梅
ヶ
島
御
林
伐
木
事
惣
左
衛
門
願

徳
蔵
、
杉
浦
清
介
沼
津
之
教
授
二
相
成
候
旨
也

御
許
容
之
様
談
す

疋
田
今
日
東
京
江
出
立

之
事
決
す
と
申
越

国
債
二
分
三
朱

人
見
江
大
屋
長
屋
代
二
十
五
両

一
翁
江
梅
ヶ
島
金
山
堀
方
之
相
談

-

（

1
)
権
少
参
事
・
郡

一
政
掛
・
開
墾
方
頭
取

一

(
2
)
白
鳥
惣
左
衛
門

-
（
安
倍
郡
門
屋
村
名

一主）

一

(
3
)
篠
崎
正
親
（
静

一
岡
学
問
所
の
習
字
教

）
 

I)E-
月

-
（
4
)
永
峰
弥
吉
（
箱

一
館
脱
走
人
）

-
（
5
)
伴
門
五
郎
（
上

五
戦
争
で
戦
死
）
の
養

一
子
銘
五
郎
か
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熊
本
藩

下
山
群
太

光
永
真
次

小
山
政
蔵

竹
寄
熊
太

延
岡大

平
彦
六

松
山
藩
三
人

明
治
四
年
二
月
十
九
日
＼
二
十
二
日

廿
日

旨

頼

置

大

垣

藩

(
9
)
 

新
見
史
雄
丹
羽
淳
太
郎
、
書
生
差
遣
度

廿
二
日

溝
口
な
三
百
両
差
越
、
是
者
梅
ヶ
島
金
山
之
手
当
也

遣
す

之
助

河
越
山
田
敬
之

越
前
木
下
十
之
介
江
書
状
認

金
山
之
事
談
承
知

(8) 
由

利

元

十

郎

信

田

歌

惣
左
衛
門
江
金
堀
代
之
内
弐
百
両
渡
す
溝
口
八
十
郎
、

廿
＿
日

(
7
)
 

楓
原
保
次
之
書
状
肥
後
生
な
受
取
置
、
関
口
潜
あ
て
也

遣
す

惣
左
衛
門
・
梅
ヶ
島
組
頭
弐
人
、
金
堀
之
談
し
一
翁
江

大
岡
鉄
太
郎

清
介
江
五
両
遣
す

妻
木
本
日
出
立
、
知
行
所
江
参
候
由

(

5

)

(

6

)

 

川
田
熙
、
林
又
三
郎
之
事
内
談
、
弟
之
事
同
断

0
杉
浦

十
九
日

-
（
5
)
林
学
斎
（
小
島

一
勤
番
組
頭
）

i
(
6
)
河
田
休
~

-

（

7
)
隆
吉
の
弟
、
の

一
ち
静
岡
県
出
仕

-
（
8
)
由
利
元
（
静
岡

一
勤
番
組
頭
並
）

-

（9
)
丹
羽
賢
（
名
古

7
 

一
屋
藩
大
参
事
）

3



笠
間松

本
英
彦

岩
村田

辺
行
蔵

明
治
四
年
二
月
二
十
三
日
＼
二
十
七
日

山
岡
井
松
平
勘
太
郎

廿
七
日

廿
三
日大

久
保
・
浅
野
江
行
く
、
金
山
之
事
談
す

浅
野
氏
、
留
守
二
付
面
会
な
し

入
校
之
事
頼
遣
す

屋
江
入
度
旨
申
聞
る

山
高
貰

一
・
間
宮
幸
次
郎
・
賀
茂
宮
伝
二
郎
、
大
屋
長

廿
六
日

終
日
大
雨

西
大
平
藩
、
向
山
江
一
封
、

廿
五
日 (

4
)
 

木
村
芥
舟
な
来
状 (3

)
 

越
前
中
根
新
、
知
事
殿
東
下
供
也
と
云

（伝
）

典
次
当
藩
江
無
心
と
し
て
罷
越
候
旨

(2
)
 

瀧
村
小
太
郎

(l
)
 

林
三
郎
、
斗
南
極
困
究
二
付
梶
原
平
馬
・
上
田

廿
四
日

向
山
黄
村

8
 

3
 

-
（
1
)
林
惟
純
（
開
業

一
方
物
産
掛
）

-

（2
)
滝
村
鶴
雄
（
家

一
達
付
家
扶
）

-
（
3
)
松
平
茂
昭
（
福

i

井
藩
知
事
）

-

（
4
)
木
村
喜
毅
（
も

一
と
海
軍
所
頭
取
）

一

(
5
)
(
6
)
山

高

貫

二
郎
・
加
茂
宮
直
正

-
（
集
学
所
）



明
治
四
年
二
月
二
十
八
日
＼
三
月
三
日

小
田
原
藩

大
久
保
潔

二
日

二
日

(
8
)
 

向
山
江
行
く
、
藤
沢
江
同
断

多
田
為
之
助
、
人
見
江
同
居
い
た
し
度
旨
聞
届
置

太
田
忠
二
郎
、
杉
浦
之
手
紙
持
参
、
入
塾
得
と
心
掛
度
旨
也

(7
)
 

駒
井
竹
所
・
神
保
霞
栖
、
地
所
之
事
相
談

(
6
)
 

戸
川
平
太
、
先
日
差
出
置
候
八
十
五
両
返
し
候
間
先
受
取
置

三
月
朔
日

山
岡
鉄
太
郎
笠
間
藩
岩
村
藩

晦
日
甚
太
郎
江
弐
百
両
渡
す

溝
口
江
一
翁
御
手
当
之
事
談
す

廿
九
日 水

府
七
八
人
・
梅
沢
孫
太
郎

大
久
保
一
翁
、
本
日
小
鹿
江
引
移
出
掛
立
寄

廿
八
日

-
（7
)
駒
井
朝
温
（
も

一
と
海
軍
奉
行
並
）

一

(
8
)
藤
沢
次
謙
（
少

一
参
事
・
軍
事
掛
）

(
6
)
戸
川
安
愛
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宇
都
宮
藩

戸
田
絹
治

大
野
脩
蔵

明
治
四
年
三
月
三
日
＼
七
日

七
日

六
日

五
日

四
日

藤
沢
長
太
郎

高
田
伊
藤
道
顕
、
大
垣
藩
、
近
々
国
許
江
出
立

之
旨
暇
乞

宿

木
村
霞
式
、
東
京
江
出
立
と
云

子
無
心
之
事
申
聞
る

(
3
)

（

4
)
 

梶
原
景
尾
・
上
田
伝
次
両
度
来
ル
、
斗
南
藩
金

戸
川
江
和
田
御
手
当
之
事
、
多
田
為
之
助
今
一
人
之
事
同
断

(
2
)
 

西
野
三
郎
、
三
両
遣
す

片
山

(1
)
 

山
岡
鉄
太
郎
人
見
・
和
田
勝
太
郎
帰
郷
多
賀

甚
太
郎
、
本
日
国
許
江
出
立
、
多
年
勤
候
二
付
八
両
遣
す

八
田
知
起
よ
り
来
状

゜
4
 

-
（1
)
和
田
勝
正
（
明

一
治
一
一
年
当
時
は
掛
川
奉

一
行
一
一
等
勤
番
）

-

（

2
)
中
条
景
昭
付
属
、

―
水
戸
出
身

一

(
3
)
梶
原
景
雄
（
平

一
馬
、
斗
南
藩
士
）

-

（

4
)
斗
南
藩
士



明
治
四
年
三
月
八
日
＼
十
二
日

熊
本
藩

成
海
歳
太
郎

十
二
日

十
一
日

十
日

九
日

八
日

(12
)
 

立
田
政
吉
郎

溝
口
八
十
郎
森
川
久
右
衛
門
老
人
山
田
忠
太
郎

甚
太
郎
同
道
、
榊
原
三
男

貰
一
郎
入
校
二
付
石
野
江
端
物
遣
す

(9
)
 

中
村
敬
太
郎

(11
)
 

溝
口
八
十
郎

(10
)
 

石
野
源
吾

(
8
)
 

浅
野
江
斗
南
藩
之
事
、
川
々
普
請
国
役
之
事
、
其
他
談
す

旨
書
状
、
井
駒
井
・
神
保
地
所
之
事

向
山
江
榊
原
三
男
学
校
出
席
之
事
頼
む

紺
屋
町
御
住
居
江
参
上

向
山
江
一
封
認
遣
す

榊
原
来
る
、
帰
着
之
事
云

(
5
)

（

6

)

(

7

)

 

当
三
日
竹
村
初
七
人
出
帆
、
ワ
ル
ス
井
松
屋
厚
世
話
相
成
候

斗
南
藩
両
人
金
子
無
心
之
事
談
す
瀧
村
小
太
郎
、

一

(
5
)
竹
村
謹
吾
（
家

五
付
家
扶
）

-

（

6
)
ト

ー

マ

ス

・

―
ウ
ォ
ル
シ
ュ
（
ア
メ
リ

一
カ
商
人
）

-
（

7
)
熊
谷
伊
助
（
ウ
ォ

一
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会

五B

頭）

i
(
8
)
浅
野
氏
祐
（
櫂

一
大
参
事
・
政
事
庁
掛
）

一

(
9
)
中
村
正
直
（
静

一
岡
学
問
所
一
等
教
授
）

-
（10)
石
野
正
修
（
小

一
島
勤
番
組
世
話
役
助
）

一

(11)
溝
口
勝
如
（
家

一
達
付
家
令
）

12)
開
業
方
物
産
掛
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成
海
歳
太
郎

明
治
四
年
三
月
十
二
日
＼
十
五
日

(13) 

米
国
よ
り
松
蔵
帰
国
二
附
し
ヲ
ル
コ
ー
ル
遣
す

（
マ
マ
）

ウ
ォ
ル
ス
氏
井
松
田
屋
伊
助
江
瀬
戸
物
・
反
物
等
遣
す

自
分
方
江

弟
入
塾
藩
庁
江
頼
来
候
旨

向
山
黄
村

(11
)

（

12
)
 

太
田
忠
二
郎
江
拾
両
遣
す
松
平
勘
太
郎
、
久
留
島
知
事

十
五
日 (

9
)
 

松
岡
萬

(10
)
 

確
堂
井
弟

十
四
日

(
8
)
 

作
、
弟
之
事
申
聞
け
懇
願

太
田
忠
二
郎
、
弐
両
渡
す
服
部
江
行
く
飯
塚
廉

持
参
相
渡
す

(1
)

（

2
)
 

越
前
福
井
藩
御
雇
米
人
江
写
真
・
白
絹
一
反
、
村
田
巳
三
郎

江
一
封
、
同
藩
飛
脚
江
頼
ミ
遣
す

十
三
日

兼
忠
夫
婦
来
る

(
3
)

（

4
)
 

川
村
帰
元
、
清
雄
父
、

(
5
)
 

留
学
之
礼
、
名
倉
弥
五
郎
同
断

立
田
政
吉
郎
伊
藤
安
兵
衛

太
田
忠
二
郎
、
入
校
可
致
旨
申
聞
る

溝
口
江
勘
定
書

一

(
1
)
w
.
E
・
グ
リ

―
フ
ィ
ス

i
(
2
)
村
田
氏
寿
（
福

一
井
藩
大
参
事
）

-

（

3
)
も
と
徒
頭

-

（

4
)
家
達
付
二
等
家

一
従

一

(
5
)
名
倉
知
彰
（
静

一
岡
病
院
三
等
医
師
）

-
（
6
)
服
部
常
純
（
大

一
参
事
）

-
（
7
)
飯
塚
年
整
（
掛

一
川
小
学
校
教
授
、
明
治

一
四
年
に
刑
部
省
史
生
）

-
（
8
)
飯
塚
十
松
（
明

一
治
三
年
に
ア
メ
リ
カ
留`

） 
一

(
9
)
松
岡
古
道
（
水

一
利
路
程
掛
・
製
塩
方

員）

＿一ロ
ジ

-
（
10)
松
平
斉
民
（
も

一
と
津
山
藩
主
）

一

(11)
松
平
信
敏
（
少

一
参
事

・
政
事
庁
掛
）

-
（
12)
久

留

島

通

簡

一
（
森
藩
知
事
久
留
島
通

一
靖
の
弟
）

-

（13)
出
島
松
造
（
出

五
島
竹
斎
の
子
息
）
か
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明
治
四
年
三
月
十
六
日
＼
二
十
日

廿
日

被
雇
候
旨
、
御
印
章
頂
き
度
由
申
聞

(18) 
太
田
源
三
郎
、
松
屋
伊
助
之
手
紙
持
参
、
福
井
藩
江

(17
)
 

佐
々
井
半
十
郎

(16) 
由
利
元
十
郎
、
剣
術
入
費
之
事
相
願

十
九
日 松

平
三
郎
退
寮
、
頭
取
江
一
封
遣
す
服
部
江
行
く

十
八
日 人

見

・
和
田
、
車
被
返
候
度
旨
申
聞
可
然
と
云

同
人
江
談
置

浅
野
江
人
見
之
事
、
和
田
荷
車
之
事
、
米
国
留
学
私
二
行

き
た
る
者
所
置
之
事
等
談
す

(15) 
山
本
眠
雲

十
七
日

(14) 
信
田
歌
之
助
な
来
状

藤
沢
江
行
く
、
米
沢
藩
沼
津
江
入
校
い
た
し
度
旨
申
越
候
間
、

郎
、
中
村
敬
介
方
江
入
塾
い
た
し
度
趣

十
六
日

松
平
三

一
几又／イ

-
（
15)
山
本
尭
直
（
静

一
岡
学
問
所
五
等
教
授
）

-
（
16)
由
利
元
（
静
岡

―
勤
番
組
頭
）

-

（

17)
明
治
二
年
当
時

一
は
府
中
奉
行
支
配
割
付

一

(18)
太
田
資
政
（
も

：
と
横
浜
英
学
所
教
師
、

一
英
語
教
師
と
し
て
福
井

畜
御
雇
）
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対
州
藩
某

橋
爪
江
拾
両

遣
す

明
治
四
年
三
月
二
十
日
＼
二
十
二
日

田
付
右
膳
人
見
・
永
峯
、
同
人
東
京
行
之
事
申
聞

壱
ケ
年
地
税
弐
両
一
分
永
百
十
二
文
五
分
岬
詞
二
紐

百
坪
二
付
壱
両
三
分
永
六
百
六
十
六
文

六
百
三
拾
坪
払
下
ケ
代
拾

一
両

一
分
三
朱
永
三
文
三
分

服
部
、
地
代
金
井
屋
敷
払
代
書
付
参
る
鷹
匠
町

廿
二
日 三

郎
江
附
シ
、
越
前
村
田
巳
三
郎
江
一
封
差
出
す

(
4
)
 

服
部
山
岡
同
道
に
て
相
原
江
尋
ぬ
太
田
源

廿
一
日 海

外
視
察
之
者
入
費
之
相
談
有
之
候
、
井
関
口
之
事
等

之
転
末
、
太
田
源
三
郎
御
印
章
之
事
談
す

浅
野
、
由
利
願
之
剣
術
入
費
弐
百
両
増
之
事
、
橋
爪

候
小
遣
之
事
受
取
遣
す

(
3
)
 

弐
百
両
井
岡
田
斐
雄
書
状
持
参
、

二
男
入
校
い
た
し
居

橋
爪
正
一
郎
、
大
泉
藩
高
木
留
学
雑
費
立
替
之
内

i
(
1
)
橋
爪
正
英
（
権

玉属）
-
（
2
)
高
木
三
郎
（
ア

一
メ
リ
カ
留
学
中
）

-
（
3
)
大
泉
（
庄
内
）

一
藩
士

-
（
4
)
相
原
安
次
郎
（
開

i

墾
方
頭
取
）

-
（
5
)
田
付
直
愛
（
静

―
岡
勤
番
組
世
話
役
頭

玉）-
（
6
)
永
峰
弥
吉
（
箱

―
館
脱
走
人
）
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明
治
四
年
三
月
二
十
三
日
＼
二
十
六
日

棚
倉
藩

中
根
市
松

近
衛
殿
内

源
一
匡

有
栖
川
家

土
山
譲

大
垣
藩

岸
本
精
一
郎

大
橋
新
吉

肥
後
之
布
留
庄

（
力
）

脱
来
、
囲
進
候
事

頼
む
、
断
、
通
行
・
潜

居
候
事
者
勝
手
次
第

と
云（

付
箋
）

「
布
留
庄
突
然
来
訪
、

月
日
当
人
申
日
と
は
相

違
、
三
月
廿
五
日
二
は

無
之
」

江
原
素
六
洋
行
二
付
長
田
同
道
之
事
申
聞
、
宜
敷
旨

(12
)
 

之
小
遣
六
両
預
ケ
遣
す
、
塚
本
桓
輔
小
学
校
之
事
申
聞
、

（娃）

長
田
珪
太
郎
洋
行
之
事
申
聞
、
林
三
郎
江
橋
爪
二
男

廿
六
日 多

田
江
届
方
頼
む

戸
川
氏
地
代
金
十
一
両
壱
分
余
、
税
金
二
両
壱
分
ヨ
、

廿
五
日

多
田
為
之
助
、
東
京
行
之
事
申
聞

石
川
孝
蔵

(11
)
 

小
田
切
鋼
一
郎

(10
)
 

布
留
正
湯
治
江
赴
き
度
二
付
梅
ケ
島
江
遣
す

廿
三
日土

山
・
源
両
氏
難
渋
之
旨
申
聞
、
五
両
遣
す

枠
人
見
方
江
遣
度
旨
申
聞

(
9
)
 

堀
小
四
郎

廿
四
日

(7
)
 

今
日
よ
り
長
田
方
江
入
塾
松
平
三
郎

橋
爪
正
一
郎
、
明
後
日
帰
京
之
旨

(
8
)
 

多
賀
隠
居
、

太
田
忠
二
郎
、

一

(
7
)
長
田
娃
太
郎
（
静

一
岡
学
問
所
二
等
教
授
）

-
（

8
)
多
賀
春
帆
（
上

一
総
、
も
と
銃
隊
頭
）

-
（
9
)
堀
利
孟
（
十
勝

一
詰
開
業
方
頭
取
）

-
（

10)
古
荘
嘉
門
（
熊

一
本
藩
士
）

-

（

11)
静
岡
学
問
所
三

一
等
教
授

-
（
12)
塚
本
明
毅
（
沼

一
津
兵
学
校
頭
取
）
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水
府
藩両

人

河
西
粛
二

松
延
喜
彦

明
治
四
年
三
月
二
十
六
日
＼
四
月
朔
日

四
月
朔
日

海
野
貰

一
郎

（庄）正
之
事
等
内
談

浅
野
・
服
部
・
戸
川
江
剣
術
之
事
、
藤
田
・
太
田
修
行
之
事
、
古

小
田
切
江
行
キ
海
野
貰
一
月
俸
三
両
渡
す

(
3
)
 

廿
両
井
幕
内
・
多
田
之
月
俸
渡
す

藤
田
一
郎
人
見
・
和
田
車
代
十
五
両
普
請
料

廿
九
日 福

岡
藩
両
人

長
田
珪
太
郎
洋
行
之
礼

廿
八
日 (1

)

（

2
)
 

岸
本
精

一
郎
江
津
田
真
一
郎
迄
一
封
認
遣
す

口
上
申
聞
伊
筑
四
郎
江
長
田
之
事
申
遣

松
平
勘
太
郎
、
憫
操
場
所
之
事
、
剣
術
入
費
之
事
、
浅
野

廿
七
日 服

部
綾
雄
、
砲
発
之
事
、
骰
操
之
事
等
相
談

答
、
浅
野
江
右
等
内
話

6
 

4
 

一

(
1
)
大
垣
藩
士

-
（
2
)
津
田
真
道
（
刑

一
部
中
判
事
）

-

（

3
)
幕
内
幡
次
郎
・

一
多
田
為
之
助
（
も
と
遊

―
撃
隊
士
）



明
治
四
年
四
月
朔
日
＼
五
日

薩
藩坂

元
鄭
介

大
垣
藩

田
村
丘
八

外
一
人

新
谷
藩

中
泉
果

謗
論
家

論
説
承
状

五
日

四
日

二
日

二
日

島
見
廻
之
事
談
す

片
山
弥
二
郎
、
三
拾
両
用
立

(
9
)
 

之
事
相
談
和
田
助
三
郎

片
山
弥
二
郎
林
三
郎

井
外
壱
人
修
行
之
事
其
他
相
談

(10)

（

11
)
 

惣
左
衛
門
、
知
事
殿
梅
ケ

向
山
江
行
キ
藤
田
井
其
他

(7
)
 

藤
田
一
郎
平
塚
恰
太
田
忠
次
郎

(
8
)
 

今
井
太
郎

紺
屋
町
な
鳥
被
下

浅
野
、
藤
田

長
田
珪
太
郎

(
6
)
 

中
條
金
蔵
・
山
岡
来
訪

向
山
江
藤
田

塚
本
・
相
原
、
明
後
出
立
之
旨
申
置

相
原
・
山
岡
江
行
く

一
郎
之
事
談
す

(
5
)
 

由
利
元
十
郎
剣
術
世
話
心
得
之
姓
名
書
持
参
向
山
江
行
く
、
藤
田

水
戸
藩
両
人

(
4
)
 

和
田
貞
二
郎
．
勝
三
郎
大
久
保
止
江
一
封
認
遣
す

一

(
4
)
横
須
賀
勤
番
組

三
頭
並

-

（
5
)
向
山
黄
村
（
静

一
岡
学
問
所
頭
・
少
参

i

事
・
学
校
掛
）

-

（6
)
中
条
景
昭
（
開

一
墾
掛
頭
）
か

-

（

7
)
熊
本
藩
士

-

（

8
)
東
京
修
行
人

一

(
9
)
和
田
助
三
郎
（
も

一
と
遊
撃
隊
士
）

(10)
白
鳥
惣
左
衛
門

(11)
徳
川
家
達

47 



明
治
四
年
四
月
六
日
＼
十
日

十
日

九
日

八
日

七
日

六
日

(
9
)
 

原
弥
十
郎
十
五
日
頃
出
立
と
云
白
戸
石
介
太
田
忠

(
7
)

（

8
)
 

人
見
、
妻
迎
候
二
付
五
両
遣
す
原
某
矢
口
江
行
く

(
6
)
 

楳
沢
鉄
太
郎
、
薩
州
5
帰
候
二
付

来

る

和

田

助
一二
郎

(
5
)
 

竹
腰
豫
堂
な
来
翰 (

4
)
 

松
平
勘
太
郎
石
野
源
吾

今
井
太
郎
親
宗
作

但
太
田
已
下

(
3
)
 

修
行
料
也

戸
川
、
十
日
出
立
暇
乞
、
五
拾
両
預
り
置

申
渡
、
明
日
出
立
二
付
加
藤
行
蔵
江
一
封
認
渡
す

浅
野
江
今
井
修
行
之
事
申
遣
、
同
人
今
日
修
行
被

藤
田
一
郎
江
修
行
料
六
両
渡
す

方
罷
居
候
旨
申
聞

溝
口
氏
今
井
一
郎
昨
日
退
寮
、
中
従
蔵

-
（
1
)
溝
口
勝
如
（
家

一
達
付
家
令
）

-

（

2
)
静
岡
学
問
所
学

一
校
勤
務
方

-
（
3
)
戸
川
安
愛
（
権

工
へ
参
事
・
公
用
掛
）

-
（
4
)
石
野
正
修
（
小

一
島
勤
番
組
世
話
役
助
）

-
（
5
)
竹
腰
正
富
（
も

一
と
尾
張
藩
付
家
老
）

-
（
6
)
梅
沢
鉄
三
郎
（
敏
、

;3と
遊
撃
隊
士
）

-
（7
)
人
見
寧
（
も
と

一
遊
撃
隊
士
）

-
（
8
)
矢
口
謙
斎
（
も

一
と
昌
平
傑
頭
取
、
明
治

一
三
年
に
有
渡
郡
下
足
洗

i

村
で
私
塾
開
設
）
か

-
（
9
)
白
戸
隆
盛
（
明

―
治
四
年
に
陸
軍
少
佐
）
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明
治
四
年
四
月
十
日
＼
十
四
日

金
沢久

島
彦
二
郎

小
幡
造
次

激
論
家

説
論
す

豊
岡
藩

堀
遥

山
口
藩

熊
谷
十
一
郎

福
井沢

木
左
弥
太

遣
す

浜
口
成
則
津
田
又
太
郎
、
日
坂
二
而
病
気
二
付

十
四
日
松
浦
与
四
郎
な
伊
筑
江
之
手
紙
届
候
旨
申
越

林
三
郎
夏
目
甚
五

(11
)
 

浅
野
、
村
上
乱
妨
之
事
内
話
、
切
腹
或
者
入
牢
可
然
与
云

候
旨
申
聞

十
三
日尋

問
之
旨
申
聞

修
助
、
お
亀
手
紙
持
参
、
金
子

吉
光
十
七
日
東
京
江
出
立
と
云

(12) 
松
岡
萬
外
附
属
三
人
、
金
谷
宿
困
究
歎
願
之
事
談
す

梅
沢
鉄
太
郎

(10
)
 

外
山
捨
八
親
、
当
正
月
廿
五
日
米
利
堅
着
之
来
状
到
り

十
二
日 田

巳
三
郎
な
来
状

十
一
日

斎
藤
金
平
親
隠
居

山
本
庄
右
衛
門
、
豆
州
江
明
日
出
立
之
旨

次
郎
修
行
料
六
両
渡
す

福
井
藩
村

-

（

10)
外
山
正
一

一
メ
リ
カ
留
学
中
）

一

(11)
村
上
政
忠
（
俊

一
五
郎
、
開
墾
御
用
）

-

（12)
松
岡
古
道
（
製

凪
方
頭
）

（ア
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丹
波吉

田
伊
豆
水

大
雨
忽
七
十
三
度

此
五
四
日
は
温
度

八
十
四
五
度
也

明
治
四
年
四
月
十
五
日
＼
二
十
二

日

廿
二
日

廿
一
日

廿
日

和
田
助
三
郎
江
印
章
一
枚
渡
す
、
廿
五
日
出
立
之
旨
也
依
田

大
垣
藩

浜
口
成
則
、
同
人
江
頼
ミ
吉
原
方
江
七
拾
両
送
る

十
九
日 神

保
霞
栖
長
谷
川
涛
雲

十
八
日

十
七
日 (1

)
 

服
部
氏

十
六
日

水
沢
宗
太
郎
、
国
許
な
帰

遣

す

桜

井

甫

春

小

花

和

隠

居

山
岡
・
男
谷
、
村
上
之
事
承
之
和
田
助
三
郎
、
十
八
両

十
五
日

゜
5
 

-
（
1
)
服
部
常
純
（
大

一
参
事
・
軍
事
掛
）



明
治
四
年
四
月
二
十
二
日
＼
二
十
七
日

小
浜
藩

縣
勇
三

折
井
孫
太
郎

石
野
三
一
郎

手
塚
久
野

同

啓

一
郎

日
光
附
属

帰
参
願

廿
七
日

(11) 

廿
一
日
薩
知
事
殿
・
西
郷
殿
出
京
之
旨
申
越

(10) 
平
田
平
之
進
合
来
状
、
来
仲
旬
之
頃
洋
行
と
云
、
当

廿
三
日世

良
、
晴
天
次
第
出
立
と
申
越

一
昨
日
帰
郷
之
旨

越
候
書
状
大
泉
藩
江
届
方
頼
む

向
山
黄
村

(
8
)

（

9
)
 

吉
水
才
一
郎
、
明
日
出
京
と
云
高
木
外
壱
人
之
米
国
な
差

(
7
)
 

妻
木
務
、

廿
六
日

廿
五
日

(
6
)
 

世
良
松
橘
、
聞
く
、
去
廿

一
日
薩
州
之
知
事
殿
出
府
と
云

廿
四
日

(
4
)

（

喜

）

（

5
）

堀
遥
大
卿
多
気
二
郎
米
な
来
状
、
木
村
・
大
儀
之
事
申
越

(
3
)
 

下
山
良
太
郎

吉
田
伊
豆
水
江
六
両
遣
す

(
2
)
 

全
翁
手
紙
、
塩
入
藤
太
郎
持
参
布
施
金
弥

一

(
2
)
布
施
譲
（
静
岡

｀
ナ
問
所
五
等
教
授
）

-

（

3
)
明
治
二
年
当
時

一
は
二
等
更
番
組

-
（
4
)
大
草
高
重
（
開

―
墾
掛
頭
並
）

一

(
5
)
木
村
熊
ニ
・
大

一
儀
見
元

一
郎
（
ア
メ
リ

一
カ
留
学
中
）

-

（

6
)
島
津
忠
義

i
(
7
)
妻
木
頼
矩
（
権

一
大
参
事
・
公
用
掛
）

-
（
8
)
鹿
児
島
藩
士

-

（9
)
高
木
三
郎
（
ア

一
メ
リ
カ
留
学
中
）

-
（
10)
寺
田
弘
（
鹿
児

―
島
藩
士
）

一

(11)
西
郷
隆
盛
（
鹿

一
児
島
藩
大
参
事
）
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柳
河堀

澄
人

森
藩今

井
良

福
岡正

木
昌
陽

野
間
積
海

外
二
人

明
治
四
年
四
月
二
十
七
日
＼
五
月
二
日

二
日

晦
日

堀
澄
人
、
英
学
者
無
之
旨
を
以
て
雇
之
所
断

(
4
)
 

加
藤
平
内

英
学
者
雇
度
旨
申
聞

太
田
•
海
野
、
同
人
江
月
俸
三
両
渡
す

五
月
朔
日

兵
頭
大
八
郎
外
壱
人

藤
田
・
太
田
修
行
料
六
両
宛
渡
す
柳
河
藩
二
而

(
3
)
 

森
藩
知
事
弟
、
同
居
修
行
い
た
し
度
旨
頼

(2l
)
 

浅
野
氏
、
海
上
一
造
修
行
之
事
頼
む

廿
九
日

(1
)
 

木

村

霞

宿

林

三

郎

織

田

氏

廿
八
日 山

岡

男

谷

松

平

勘

太

郎

溝
口
、
夏
目
甚
五
之
事
頼
む

川
村
江
一
封
認
渡
す

一
大
参
事
・
郡
政
掛
）

一

(
2
)
海
上
胤
範
（
明

一
治
二
年
当
時
は
中
泉
奉

一
行
支
配
割
付
、
の
ち
東

―
京
修
行
人
）

一

(
3
)
久

留

島

通

簡

-
（
森
藩
知
事
久
留
島
通

嘉
の
弟
）

-
（
4
)
加
藤
泰
壮
（
旧

一
幕
脱
走
兵
、
静
岡
居

一主）
ー
イ

52 



明
治
四
年
五
月
三
日
＼
六
日

松
代立

田
革

（
付
箋
）

「
熊
本
県
士
来

訪」

六
日

五
日

四
日

（
マ
マ
）

金
三
両
す

肥
後
藩

(11) 
橋
爪
貞
次
郎
、
養
子
之
口
有
之
二
付
出
京
い
た
し
度
旨
二
付

(10) 
山
本
眠
雲

(
9
)
 

肥
後
藩
松
代
藩
、
佐
久
間
格
之
書
状
持
参

(
8
)
 

溝
口
な
山
岡
其
他
江
渡
す
金
札
弐
百
両
差
越

加
藤
平
内

二
日

之
者
等
江
遣
大
悦
と
云
、
右
等
之
礼
、
溝
口
氏
之
申
聞

（
マ
マ
）

人
計
り
、
大
低
士
民
所
を
得
た
り
、
三
千
両
を
社
附

(
7
)
 

溝
口
云
、
貴
志
日
光
な
帰
郷
、
御
宮
如
旧
参
拝
人
六
七
百

(
6
)
 

小
林
祐

(
5
)
 

人
見
・
梅
沢
・
和
田
・
幕
内
・
多
田
之
月
俸
弐
両
宛
渡
す

-

（

5
)
人
見
寧
・
梅
沢

一
敏
・
和
田
助
三
郎
・
幕

一
内
幡
次
郎
・
多
田
為
之

一
助
（
も
と
遊
撃
隊
士
）

一

(
6
)
沼
津
病
院
製
煉

一
方

-

（
7
)
貴
志
忠
孝
（
家

一
達
付
家
扶
）
か

-

（

8
)
山
岡
鉄
太
郎

-

（

9
)
佐
久
間
格
次
郎

-
（
象
山
の
子
息
）

一

(10
)
山
本
尭
直
（
静

一
岡
学
問
所
五
等
教
授
）

一

(11)
橋
爪
正
英
（
権

一
少
属
）
の
次
男
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肥
後(13

)
 

徳
富
太
多
七

（
付
箋
）

「
熊
本
県
士
来
訪
」

浜
松神

山
藤
吉
郎

火
消石

山
道
雄

浅
野
志
賀
太
郎

伊
素
精

一
郎

明
治
四
年
五
月
六
日
＼
十
日

十
日

九
日

八
日

安
場
一
平
、
東
京
之
話
有
之
、
横
井
病
死
ヲ
聞

(10) 

塾
二
立
置
候
事
、
其
外
相
談
、
向
山
江
も
相
談

(
9
)
 

土
山
浅
野
江
海
上
一
造
修
行
之
事
、
大
屋
村

(
8
)
 

山
岡
氏
土
山
譲

（力）

浅
野
志
賀

大
岡
家
不
宜
敷
旨
也

聞
済
之
旨
申
聞

消
防
方
某
浜
松
世
話
役
助

神
山
、
修
行
致
度
二
付
山
岡
江
遣
す

山
岡
江
百
両
渡
す

海
上
一
造
、
小
島
二
而
修
行

(

5

)

(

6
)
 

藤
沢
長
太
郎
尾
州
中
川
長
五
郎
合
一
封
使
差
越
、

七
日

送
り
候
旨
、
如
何
い
た
し
可
申
哉
相
談
、
可
然
と
云

(
3
)

（

4
)
 

酒
井
閑
亭
、
姫
路
合
年
々
幸
五
郎
両
人
江
二
百
俵
宛

(l
)

(

2
)
 

立
田
革
合
佐
久
間
之
浄
稿
二
冊
預
り
、
中
村
江
遣
候
分
也

一

(
1
)
佐
久
間
象
山

一

(
2
)
中
村
正
直
（
静

一
岡
学
問
所
一
等
教
授
）

-
（
3
)
酒
井
忠
績
（
も

一
と
姫
路
藩
主
）

-
（
4
)
酒
井
忠
惇
（
同

一右）
-
（
5
)
藤
沢
次
謙
（
少

一
参
事

・
軍
事
掛
）

一

(
6
)
も
と
砲
兵
隊
差

一
図
役
、
名
古
屋
藩
御
貸

一
人

i

(
7
)
海
上
胤
範

-

（

8
)
有
栖
川
宮
家
士

一

(
9
)
浅
野
氏
祐
（
権

一
大
参
事
・
政
事
庁
掛
）

-
（
10)
向
山
黄
村
（
静

盃
四
学
問
所
頭
・
少
参

一
事
・
学
校
掛
）

-
（
1
1
)
安
場
保
和
（
熊

：
平
藩
少
参
事
）

一

(12)
横
井
大
平
（
小

一
楠
の
甥
、
明
治
四
年
ニ

一
月
三
日
に
死
去
）

一

(13)
徳
富

一
敬
（
熊

一
本
藩
惣
庄
屋
、
蘇
峰
・

―
蓋
花
の
父
）
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明
治
四
年
五
月
十
日
＼
十
四
日

温
九
十
四
度

高
田
藩

渡
辺
健
蔵

十
四
日 海

上
一
造
修
行
被
仰
候
旨
礼
、
浅
野
氏

(20)

（

21)

（

22) 

川
村
隠
居
・
大
久
保
な
枠
米
国
二
而
世
話
い
た
し
候
礼

山

岡

人

見

梅

沢

十
二
日 (18)

（

19) 

駒
井
両
隠
居
服
部
江
尋
ぬ

(17
)
 

惣
左
衛
門
江
梅
ケ
島
江
渡
す
金
子
百
両
渡
す

0
神
保

十
一
日 (16) 

平
塚
恰
、
越
前
江
参
候
旨
二
而
立
寄

新
伊
素
精
一
郎
、
明
日
尾
州
出
立
之
旨

(15
)
 

津
田
真
一
郎
合
之
手
状
持
参
云
、
朝
鮮
江
米
国
船
五

浅
野
江
、
徳
富
藩
庁
江
参
候
儀
申
遣
候

隻
参
候
所
発
砲
、
直
二
台
場
打
潰
さ
れ
候
旨
、
上
海

山
岡
江
行
く

安
場
・
徳
富
、
明
日
出
立
之
旨
也

十
三
日

(14) 
岸
本
誠
一
郎
、

-
（
15)
津
田
真
道
（
刑

一
部
中
判
事
・
外
務
権
大

―
丞）

-

（

16)
熊
本
藩
士

-

（

17)
白
鳥
惣
左
衛
門

-
（
安
倍
郡
門
屋
村
名

一主）
-
（
18)
駒
井
竹
所
（
朝

雇

、

も

と

海

軍

奉

行`

 

一

(19)
服
聾
吊
純
（
大

一
参
事
・
軍
事
掛
）

-
（
20)
川
村
帰
元
（
清

直
の
父
）

一

(21)
大
久
保
忠
寛

-
（
22)
川
村
清
雄
・
大

一
久
保
三
郎

(14)
大
垣
藩
士
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今
和
泉

四
本
隼
太

明
治
四
年
五
月
十
四
日
＼
十
六
日

服
部
よ
り
大
屋
村
之
事
承
知
之
旨
、
且
四
本
江
用
立

(
6
)
 

談
す
石
野
源
吾

(9
)
 

鈴
木
半
蔵
明
日

(7
)

（

8
)
 

木
村
熊
二
妻
、
川
田
江
為

服
部
、
同
人
江
集
学
所
之
事
等
井
四
本
生
之
転
末

十
六
日 東

京
江
参
り
度
旨
申
聞

薩
藩
士
四
本
隼
多
、
昨
三
月
同
藩
出
丸
内

候
事
、
何
分
不
相
知
旅
用
等
必
死
と
差
支
候
旨
二
付
五
拾

両
用
立
遣
す

替
金
之
事
申
越
候
旨
申
聞

東
京
江
出
立
、
大
蔵
省
な
被

召
た
り
と
云

(
5
)
 

橋
爪
正
一
郎

操
と
申
者
江
五
拾
両
於
国
許
用
立
、
此
度
探
索
い
た
し

梅
沢
、
大
屋
村
学
校
名
前
之
事
談
す
渡
辺
健
蔵

十
五
日

(
3
)
 

不
都
合
之
趣
二
て
参
岡
と
云
、
田
村
之
事
談
す

(2
)
 

井
上
八
郎
、
堀
割
之
事

(l
)
 

海
上
江
赤
松
大
三
郎
江
之
一
封
認
遣
す

岡
部
丹
陵
、

一

(
1
)
赤
松
則
良
（
海

一
軍
兵
学
校
大
教
授
）

-
（
2
)
井
上
清
虎
（
浜

一
松
・
中
泉
勤
番
組
之

員）

1

一ロジ
-
（
3
)
田
村
弘
蔵
（
浜

一
松
勤
番
組
之
頭
並
）

-
（
4
)
渡
部
健
蔵
（
高

一
田
藩
漢
学
者
）

一

(
5
)
橋
爪
正
英
（
権

一
少
属
）

-
（
6
)
石
野
正
修
（
小

一
島
勤
番
組
世
話
役
助
）

-

（

7
)
木
村
鐙
子

-
（
8
)
河
田
熙
（
少
参

一
事
・
学
校
掛
）

一

(
9
)
鈴
木
半
造
（
公

一
用
掛
公
用
方
下
役
）
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明
治
四
年
五
月
十
六
日
＼
二
十
日

新
山
正
輔

山
口
藩

新
山
正
輔

廿
日

(23) 

川
村
権
七
、
明
朝
出
立
二
付
武
内
江
一
封
頼
む

(22) 

溝
口
、
知
事
様
甲
金
拾
井
金
子
戴
く
、

五
百
両
也

(20)

（

21
)
 

下
山
良
太
郎
、
薗
江
修
行
願
書
認
遣

(19) 

0
林
三
郎
、
明
後
東
京
江
出
立
二
付
吉
兵
衛
江
暮
シ
金
五

(17)

（

18
)
 

松
平
勘
太
郎
、
小
川
邸
中
之
明
坐
敷
田
安
殿
江
譲
候
事

十
九
日 (13) 

塚
本
桓
輔

(14)

（

15
)

（

16
)
 

松
岡
萬
・
同
運
九
郎
田
中

十
八
日

昨
夜
雨
、
頃
日
晴
天
大
暑
八
十
五
六
度
已
上
也
、

(12
)
 

海
江
田
之
伝
言

候
五
拾
両
差
越
す

出
立
と
云

拾
両
届
方
頼
む 吉

光
才
一
郎
東
京
な
帰
り
、
村
田

(10) 
下
山
逢
吉
、
飯
塚
之
書
状
持
参

十
七
日

岡
部
廿
日
頃

川
村
権
七
、
昨
着
之
旨
、
内
情
申
聞

一
雨
冷

-
（
10)
下
山
一
敬
（
監

一
正
掛
権
少
属
）

-

（11)
村
田
新
八
（
鹿

一
児
島
緋
士
）

一

（
認
）
海
江
田
信
義
（
奈

一
良
県
知
事
）

-
（
1
3
)
塚
本
明
毅
（
沼

―
津
兵
学
校
頭
取
）

-

（14)
松
岡
古
道
（
製

一
塩
方
頭
）

-

（15)
松
岡
古
武
（
製

一
塩
方
取
締
）

-

（16)
田
中
栄
次
郎
（
製

―
塩
方
諸
掛
）
か

-

（17)
松
平
信
敏
（
少

一
参
事
・
政
事
庁
掛
）

一

(18)
徳
川
慶
頼

-

（19)
林
惟
純
（
開
業

一
方
物
産
掛
）

-

（

20)
明
治
二
年
当
時

五
二
等
更
番
組

-
（
21)
薗
鑑
（
静
岡
学

一
問
所
二
等
教
授
）

一

(22)
徳
川
家
達

-
（
23)
武
内
孫
介
（
和

一
歌
山
藩
士
）
か
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金
沢
藩

両
人

明
治
四
年
五
月
二
十

一
日
＼
二
十
六
日

(10) 
佐
々
井
半
十
郎
、
唐
製
之
茶
覚
候
旨
申
聞

廿
六
日

松
平
三
郎
、
明
日
帰
郷
之
暇
乞

(
8
)

（

9
)
 

福
井
藩
堤
五
一
郎
、
米
国
グ
リ
ュ
ー
ビ
ス
氏
江
教
師
之
事

廿
五
日

(7
)
 

吉
水
才
一
郎
福
井
溜
村
田
な
来
状

向
山
黄
村

(
5
)
 

小
田
切
鋼
一
郎

(
6
)
 

牧
野
田

廿
四
日 (

4
)
 

乙
骨
太
郎
乙

廿
三
日海

江
田
武
次
来
訪

聞
合
せ
方
頼
む

下
山
逢
吉

(
3
)
 

山

岡

永

井

大

川

正

二

郎

(21) 
今
井
太
郎
南
校
江
入
校
之
旨
、
親
な
礼
状

(
1
)
 

山
岡
中
島
理
八
二
而
同
役
壱
人
人
見
勝
太
郎

廿
二
日 松

岡
萬
、
下
村
川
並
堀
割
之
事
話
す

廿
一
日

(
1
)
静
岡
藩
会
計
方

(
2
)
東
京
修
行
人

一
館
降
服
人
）

-

（

4
)
沼
津
兵
学
校
一

一
等
教
授
、
静
岡
学
問
所

一
英
学
教
授

一

(
5
)
静
岡
学
問
所
三

一
等
教
授

-
（
6
)
牧
野
成
行
（
権

工
少
参
事
・
監
正
掛
）

-

（7
)
村
田
氏
寿
（
福

一
井
藩
大
参
事
）

-
（
8
)
堤
正
誼
（
福
井

―
藩
権
大
参
事
）

-

（

9
)
W
.
E
・
グ
リ

―
フ
ィ
ス

-

（

10)
明
治
二
年
当
時

一
は
府
中
奉
行
支
配
割
付
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明
治
四
年
五
月
二
十
七
日
＼
晦
日

彦
根福

永
干
城

晦
日

殿
・
春
嶽
殿
江
商
法
之
事
二
付
一
封
呈
す

米
国
外
山
・
木
村
・
大
儀
見
な
来
状

(12
)
 

由
利
八
郎
な
来
状
、
建
白
岬
稿
差
越
す

遣
す

(11
)
 

阿

部

潜

藤

田

一

郎

柳
河
藩
英
学
者
頼
度
旨
、
服
部
・
藤
沢
江
一
封
認

浅

野

氏

梅

沢

柳

河

藩

両

人

下

山

良

太

郎

廿
九
日 山

岡
名
護
屋
青
山
魁
二
郎
な
書
状
、
伊
素
精
一
郎
持
参

太
田
•
藤
田
江
六
月
分
六
両
宛
渡

廿
八
日 紙

持
参

(13) 
確
堂

笹
間
唯
勇
、
太
田
某
之
事
承
之
、
海
上
一
造
之
手

廿
七
日

海
野
江
三
両

-

（

11)
少
参
事
・
軍
事

一
掛
、
鹿
児
島
招
聘

一

(12)
由
利
公
正
（
福

一
井
瑞
出
仕
）

-
（
1
3
)
松
平
斉
民
（
も

：
と
津
山
藩
主
）

-

（

14)
外
山
正
一
・
木

，
 

一
村
熊
ニ
・
大
儀
見
元
一

5

一
郎
（
ア
メ
リ
カ
留
学
中
）



小
浜
藩

明
治
四
年
六
月
朔
日
＼
四
日

四
日

二
日

二
日

(
6
)
 

大
久
保
止

松
浦
祐
助

旨
也

青
山
魁
二
郎

布
施
金
弥
、
人
力
車
之
事
井
大
正
寺

僧
之
事
等
談
す
、
大
正
寺
禅
堂
献
納
済
被
下
遣
候

0
人
見
・
梅
沢
江
五
拾
両
、
書
物
代
渡
す

浅
野
江
行
き
種
々
談
す

阿
部
潜
、
身
上
之
事
談
す

遣
す
水
沢
、
＾
―
-
田
喜
六
七
日
頃
出
府
と
云

(

2

)

(

3

)

大
（正）

甚
太
郎
江
属
し
布
施
金
弥
江
聖
寺
被
下
金
二
百
両

乙
骨
太
郎
乙

下
山
良
太
郎
江
半
年
分
月
俸
十
弐
両
渡
す

(
1
)
 

青
山
魁
二
郎
妻
木
江
五
両
渡
す

人
見
・
梅
沢
江
百
両
渡
す
、
普
請
料
也
名
護
屋

六
月
朔
日

幕
内
・
多
田
江
月
俸
四
両
渡
す

一

(
1
)
妻
木
頼
矩
（
権

一
大
参
事

・
公
用
掛
）

-
（
2
)
出
島
竹
斎
（
小

一
鹿
村
名
王
）

-
（
3
)
布
施
譲
（
静
岡

一
学
問
所
五
等
教
授
）

-
（
4
)
水
沢
王
水
（
藩

一
政
補
翼
付
属
）

-
（
5
)
三
田
箕
籠

（静

一
岡
学
問
所
一
二
等
教
授
）

-

（

 一
並
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明
治
四
年
六
月
五
日
＼
十
日

十
日

九
日

八
日

七
日

六
日

五
日

(13)

（

14) 

田
付
右
膳
橋
爪
貞
二
郎
、
親
之
方
出
来
た
り
と
云

(12) 
桜
井
秀
雄

（正）

大
聖
寺
所
化
趣
意
申
聞
ケ
候
二
付
説
諭
す

服
部
氏
、
六
月
合
九
月
迄
之
俸
金
百
三
十
三
両

壱
分
受
取

壱
銭
受
取

和
田
助
三
郎

(11) 
由
利
元
十
郎

(10) 
溝
口
江
文
台
為
持
遣
す
阿
部
潜

事
申
遣
候

(

8

)

(

9

)

 

山
田
虎
二
郎
中
根
造
酒
二
郎

(7
)
 

近
藤
熊
太
郎
阿
部
潜

浅
野
江
阿
部
之

-
（
7
)
近
藤
敬
明
（
中

玉
学
校
教
授
方
頭
取

一並）

一

(
8
)
山
田
政
発
（
掛

一
川
勤
番
組
之
頭
）

-
（
9
)
中
根
淑
（
沼
津

一
兵
学
校
三
等
教
授
）

-
（
10)
溝
口
勝
如
（
家

一
達
付
家
令
）

-
（
11)
由
利
元
（
静
岡

一
勤
番
組
之
頭
並
）

-

（

12)
赤
坂
勤
番
組
之

＿
頁
1

口＂
一

(13)
田
付
直
愛
（
静

一
岡
勤
番
世
話
役
頭
取
）

-
（
14)
橋
爪
正
英
（
権

一
少
属
）
の
次
男
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高
田
藩

福
富
礼

高
田
藩両

人

大
聖
寺
ハ

壱
人

名
護
屋

小
笠
原

陸
軍
少
佐

山
上
権
大
属

弘
前
藩

原
準
造

明
治
四
年
六
月
十
一
日
＼
十
五
日

十
五
日 松

浦
祐
助
正
太
江
拾
五
両
、
平
兵
衛
江
廿
両
渡
す

(
4
)
 

田
中
東
四
郎
、
身
分
之
事
談
す
塩
入
藤
太
郎

(
3
)
 

海

野

太

田

〇

織

田

泉

之

笹

間

唯

男

(2
)
 

十

四

日

溝

口

知

事

様

な

五

百

両

参

る

郎

(l
)
 

甚
太
郎
、
松
造
牧
牛
被

原
準
造
加
藤
平
造
、
明
後
日
東
京
江
出
立
と
云

中
村
敬
太
郎
、
象
山
先
生
之
遺
稿
不
残
渡
す

十
二
日 阿

部
潜
、
明
日
頃
出
立
二
付
伊
集
院
江
一
封
、
蓮
池

之
事
認
遣
す

十
三
日

十

一

日

九

十

度

山
本
眠
雲

富
士
母
江
八
両
遣
す仰

付
た
り
と
云

和
田
助
三

浅
野
氏
、
山
岡
江
米
渡
之
事
、
牧
牛
之
事
等
談

-
（
1
)
出
島
竹
斎
（
甚

一
太
郎
）
の
子
息
（
の
ち

―
開
拓
使
御
用
掛
）

-

（

2
)
徳
川
家
達

-
（
3
)
織
田
信
重
（
権

i

大
参
事
・
郡
政
掛
）

一

(
4
)
静
岡
勤
番
組
三

｀

勤

番
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明
治
四
年
六
月
十
五
日
＼
十
九
日

十
日
已
来

一
点
之
雨

な
し
、
日
々
炎

熱

十
九
日 被

下
物
之
礼
桜
井
秀
雄

吉
光

〇
越
前
ク
リ
ュ
ー
フ
ス
江
返
答
井
答
書
等
差
出

十
八
日

吉

光

桑

名

藩

藤

田

一

郎

(
8
)

（

9
)
 

多
賀
隠
居
惣
左
衛
門

十
七
日

(
7
)
 

紺
屋
町
御
隠
居
な
御
尋
物
被
下

桜
井
江
金
子
用
立
之
事

上
申
遣
す

可
然
者
有
之
早
々
否
申
遣
候
様
申
越
す
、
浅
野
江

桜
井
江
五
百
両
用
立

福
岡
藩
其
他
両
人

大
正
寺
聖
人
弟
子
之
事
内
話
、
禅
堂
献
納
二
付

(
6
)
 

室
賀
竹
堂

（正）

甚
太
郎
江
大
聖
寺
事
骨
折
二
付
二
千
疋
遣
す

十
六
日 右

等
談
す

(
5
)
 

〇
越
前
米
教
師
合
吾
藩
雇
入

林
三
郎
江
橋
爪
二
男
之
身

-

（

5
)
w
.
E
・
グ
リ

―
フ
ィ
ス

-
（
6
)
室
賀
正
容
（
慶

―
喜
付
家
令）

-

（

7
)
徳
川
慶
喜

-
（
8
)
多
賀
春
帆
（
上

―
総
•
も
と
銃
隊
頭
）

-

（

9
)
白
鳥
惣
左
衛
門
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十
日
よ
り

点
無
雨
、

暑
甚
敷

大
低
九
十

度 新
谷

中
泉
果

明
治
四
年
六
月
十
九
日
＼
二
十
四
日

(7
)

（

8
)
 

佐
々
倉
桐
太
郎
宮
寄
元
立

廿
四
日 来

状

(
5
)

（

6
)
 

今
井
信
郎
山
本
庄
右
衛
門

0
米
利
堅
竹
村
な

廿
三
日 (

4
)
 

服

部

綾

雄

海

野

廿
二
日

(3
)
 

竹
内
書
状
向
山
黄
村

橋
爪
貞
二
郎
江
小
遣
弐
両
遣
す

0
和
田
・
永
峯
、
普
請
之
不
足
金
廿
両
本
遣
す

(
2
)
 

溝
口
、
日
光
江
瀧
村
地
所
引
渡
二
付
遣
と
云

(1
)
 

松
造
帰
港
二
付
、
外
山
捨
八
・
小
鹿
方
江
一
封
頼
む

廿
一
日

廿
日

溝
口
合
三
百
両
預
り

神
保
隠
居
小
田
切
綱
一
郎

(
1
)
海
舟
子
息

一
達
付
家
扶
）

一

(
3
)
静

岡

学

問

所

一
頭
・
少
参
事
・
学
校
掛

-
（
4
)
服
聾
吊
純
（
大

｀
事
・
軍
事
掛
）

i
(
5
)
箱
館
降
服
人
・

一
静
岡
藩
預

-
（
6
)
竹
村
謹
吾
（
家

一
達
付
家
扶
）

-

（

7
)

権
少
参
事

・郡

一
政
掛
・
水
利
路
程
掛

-

（

8
)
静
岡
学
問
所
三

―
等
教
授
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明
治
四
年
六
月
二
十
五
日
＼
二
十
九
日

廿
九
日 川

村
隠
居

同
断

(14) 
伊
素
精
一
郎

(13) 
妻
木
務
、
尾
張
江
被
頼
候
旨
話
有
之

頼
む
太
田
・
藤
田
江
手
当
六
両
宛
渡
す
、
海
野
江
三
両

と
し
て
出
張
、
大
坂
吉
兵
衛
江
暮
ら
し
金
五
拾
両
届
方

瀧
村
小
太
郎
、
日
光
江
大
猷
院
殿
御
廟
地
引
渡
二
付
受
取

廿
八
日 (12) 

藤
沢
長
太
郎
和
田
助
三
郎

廿
七
日 今

井
信
郎
、
露
米
英
学
之
事
申
聞
る

吉
水
才
一
郎
、
明
日
出
立
之
暇
乞

(11
)
 

竹
川
良
之
助
、
木
村
霞
宿
な
返
納
金
五
十
両
持
参

廿
六
日

本
日
初
而
好
雨
、
冷
風
凌
々

(
9
)

（

10) 

川
村
隠
居
山
岡
氏
、
志
太
之
事
話
有
之

廿
五
日

-

（

9
)
川
村
帰
元

一

(10)
信
太
歌
之
助
（
も

一
と
歩
兵
差
図
役
）

-
（
11)
竹
川
龍
之
助
（
又

工
郎
、
静
岡
勤
番
組
世

一
話
役
頭
取
）
か

-
（
12)
藤
沢
次
謙
（
少

一
参
事
・
軍
事
掛
）

-
（13)
妻
木
頼
矩
（
七

五

二
十
三
日
に
名
古
屋

一
県
大
参
事
と
な
る
）

-

（

14)
火
消
、
尾
張
へ

一
出
張
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新
谷
藩

中
泉
果
江

明
治
四
年
六
月
二
十
九
日
＼
七
月
四
日

四
日

二
日

二
日

服
部
氏
、
八
日
東
京
江
交
代
出
立
暇
乞

有
之

(12) 
浅
野

藤
田
一
郎
人
見
勝
太
郎
、
東
府
な
帰
り
種
々
之
話

冊
差
越
高
橋
隆
太
郎

(
11
)
 

米
国
な
来
状
、
仏
郎
西
戦
争
之
図
、
白
峯
な
本

(
9
)
 

確
堂
殿
な
砂
糖

(10) 
対
州
知
事
殿
な
虎
皮
一
張

(
8
)
 

松
岡
萬

(

6

)

(

7
)
 

室
賀
、
一
堂
様
御
男
子
御
出
生
之
旨
也

(

4

)

(

5

)

 

等
免
職
、
木
戸
壱
人
残
り
、
西
郷
殿
参
議
と
云

大
川
、
永
峯
・
人
見
な
申
越
候
由
、

七
月
朔
日
小
雨
、
炎
熱
少
去

東
京
に
て
参
議
卿

惣
左
衛
門
江
梅
ケ
島
之
代
金
百
両
渡
す

i
(
1
)

（

2
)

（

3
)
大

一
川
矩
文
・
永
峯
弥
吉
・

一
人
見
寧
（
集
学
所
）

-
（
4
)
木
戸
孝
允
（
参

一議）
-
（
5
)
西
郷
隆
盛
（
六

―
月
二
十
五
日
に
参
議
）

-

（

6
)
徳
川
慶
喜

一

(
7
)
敬
事
（
慶
喜
長

―
男
、
六
月
二
十
九
日

一生）

一

(
8
)
松
岡
古
道
（
開

―
墾
掛
並•

水
利
路
程

一
掛
・
製
塩
方
頭
）

一

(
9
)
松
平
斉
民
（
も

一
と
津
山
藩
主
）

-

（

10)
宗
義
達

(
1
)
白
峰
駿
馬
（
ア

-

1

 

一
メ
リ
カ
留
学
中
、
も
と

一
海
援
隊
士
）

-
（
1
2
)
浅
野
氏
祐
（
櫂

一
大
参
事
・
政
事
庁
掛
）
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明
治
四
年
七
月
四
日
＼
九
日

此
夜
風
雨

バ
ル
メ
タ
ー

七
十
二
拇

平
戸
藩

徳
賀
脩
介

弘
前
藩

成
田
久
太
郎

書
物
遣
す

九
日

八
日

七
日

六
日

(15) 
片
山
雄
八
郎

(14) 

信
田
歌
之
助
、
奈
良
江
参
り
候
旨
海
江
田
氏
江
伝
言
申
遣
す

林
三
郎

(13
)
 

和
田
勝
太
郎

氏
、
大
屋
集
学
所
江
米
三
十
俵
被
下
之
事
、

永
峯
已
下
俸
金
被
下
之
事
其
他
内
談

東
京
な
帰
府

室
賀
竹
堂
、
紺
屋
丁
御
出
生
江

御
名
可
考
旨
二
付
敬
事
様
・
定
休
様
之
両
様
認
止

室
賀
竹
堂
、
御
出
生

御
名
附
候
二
付
硯
被
下
、
同
人
口
上
申
聞
る

太
田
・
海
野
井
西
條
藩

十
両
遣
す

人
見
勝
太
郎
黒
沢
哲
助
神
足
之
人
也
林
三
郎
、

五
日
橋
爪
正
一
な
次
男
之
礼
申
来
る

-
（
13)
和
田
勝
正
（
明

一
治
二
年
当
時
は
掛
川
奉

―
行
二
等
勤
番
）

-

（
14)
海
江
田
信
義
（
奈

一
良
県
知
事
）

-
（
15)
片
山
椿
助
（
軍

7
 

一
事
掛
俗
務
方
頭
取
）

6



明
治
四
年
七
月
九
日
＼
十
三
日

十

二

日

林

三

郎

片
山
雄
八
郎
林
一
一
一
郎

十
一
日

十
日

御
免
之
旨
也

十
三
日沼

津
な
生
徒
三
人

五
十
両
助
力
、
浅
野
江
相
談
相
渡

原
田
五
郎
左
衛
門
、
同
人
究
迫

(
3
)
（究）

溝
口
八
十
郎
、
静
閑
院
宮
様

朝
二
而
御
法
相
立
、
御
附

付
等
持
参
和
田
勝
太
郎
、
御
米
被
下
之
書
付
渡
す

(
2
)
 

藤
沢
長
太
郎
石
川
渡
、
外
国
人
雇
二
付
被
仰
出
書

山
岡
氏

浅
野
江
永
峯
已
下
黒
沢
入
塾
之
事
等
申
遣

出
立
暇
乞
井
後
来
之
心
得
を
答
川
田
江
一
封
認

(1
)
 

筑
前
藩
石
田
新
六
郎
、
知
事
御
免
二
相
成
候
付
国
許
江

一

(
1
)
黒
田
長
知
（
福

盃
凹
藩
知
事
、
明
治
四
年

86
 

一
七
月
二
日
に
罷
免
）

一

(
2
)
石
川
利
行
（
権

一
少
参
事
・
監
正
掛
）

-

（

3
)
徳
川
家
茂
御
台

＿
斤―-P 



明
治
四
年
七
月
十
三
日
＼
十
七
日

弁
官
御
廃
、
其
局
々
江
可
申
出
等
之
旨

昨
日
戸
川
な
一
封
、
知
藩
事
被

十
七
日 之

被

仰
出
有
之
旨
申
越

(12
)
 

戸
川
之
一
封
持
参
、

同
人
な
十
五
日
知
藩
事
廃

廃
、
県
と
成

(10) 
梅
沢
鉄
三
郎

(11
)
 

佐
久
間
千
三
郎
、
佐
土
原
江
参
り
度
旨
、

十
六
日 関

口

潜

三

郎

池

田

一

郎

海

野

貰

一

郎

十
五
日

原
田
五
郎
左
衛
門

(7
)
 

海
軍
相
学
度
旨
二
付
赤
松
江

一
封
認
、
沢
江
出
京
為
致

(

4

)

(

5

)

（

6
)
 

沼
津
生
徒
中
川
錠
蔵
・
矢
吹
恒
蔵
・
永
峯
矯
四
郎
、

候
旨
申
遣
す

妻
木
務
、
明
日
東
京
江
出
立
と
云

十
四
日

使
之
衆
江
三
百
疋
遣
す

永
峯
已
下
世
話
掛
被
申
付
候
礼

一

(
4
)

（

5
)

（

6
)
中

一
川
将
行
・
矢
吹
秀

一
・

一
永
峰
秀
樹
（
沼
津
兵
学

一
校
資
業
生
）

-
（
7
)
赤
松
則
良
（
兵

一
部
大
丞
）

-
（
8
)
関
口
潜
（
隆
吉

一
の
弟
、
の
ち
静
岡
県
出

―仕）
-
（
9
)
池
田
忠
一
郎
（
忠

―
―
•
静
岡
学
問
所
五
等

―
教
授
）
か

一

(10)
梅
沢
敏
（
集
学

一所）
一

(11)
佐
久
間
貞
一
（
も

：
と
掛
川
勤
番
組
、
安
井

一
息
軒
執
生
）

-
（
12)
戸
川
安
愛
（
権

一
大
参
事
・
公
用
掛
）
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明
治
四
年
七
月
十
七
日
＼
二
十
二
日

廿
日

記
事
七
冊
遣
す

名
護
屋
書
生
壱
人

東
京
江
参
り
度
旨
申
聞

日
知
事
殿
免
職
之
事

織
田
な
原
田
・
下
山
江
渡
候
五
十
両
宛
百
両
受
取

元
知
事
殿
九
月
中
出
府
可
致
旨
之
御
達
来
る
と
云

廿
二
日
越
前
江
一
封
差
出
す
、
浅
野
江
頼
遣
す

(
2
)
 

織
田
泉
之
下
山
逢
吉

廿
一
日 戸

川
平
太
今
日
帰
駿
之
旨

山
岡
氏

十
九
日 (

1
)
 

花
野
女
子

十
八
日 永

峯
弥
吉

溝
口
八
十
郎
、
本

太
田
、

人
見
・
梅
沢
•
関
口

申
越
佐
久
間
千
三
郎
江
五
拾
両
渡

浅
野
江
李
仏

-
（
1
)
木
城
花
野

（大

一
学
南
校
貢
進
生
木
城
直

一
の
母
、
女
流
歌
人
、
私

一
塾
経
営
）
か

(
2
)
監
正
掛
下
監
正
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明
治
四
年
七
月
二
十
三
日
＼
二
十
七
日

金
沢
藩
三
人

西
村
康
太
郎

山
森
茂

高
橋
荘

多
田
銃
三
郎
牧
野
田

（
海
力
）

誠
一
郎
太
田
・
藤
田
・
荒
野
江
月
俸
渡
す

林
三
郎
、
大
川
・
人
見
扶
持
方
身
分
之
事
申
聞
近
藤

廿
七
日 忠

一
郎

神
保
霞
栖
中
川
泉
助

(
6
)
 

池
田

浅
野
・
戸
川
両
氏
、

廿
六
日 三

郎
戸
川
江
一
同
安
心
之
様
書
付
差
出
事
談
す

(
5
)
 

駒
井
竹
所
溝
口
八
十
郎
人
見
勝
太
郎
・
西
野

廿
五
日 (

4
)
 

松
平
勘
太
郎
向
山
黄
村
門
屋
村
江
行
く

廿
四
日 (

3
)
 

下
山
良
太
郎

廿
三
日

一
同
江
御
書
取
下
案
相
談

横
山
三
八

-

（

3
)
明
治
二
年
当
時

一
は
二
等
更
番
組

-
（
4
)
松
平
信
敏
（
少

｀
事
・
政
事
庁
掛
）

一

(
5
)
中
条
景
昭
付
属
、

一
水
戸
出
身

-
（
6
)
池
田
忠
一
（
静

―
岡
学
問
所
五
等
教
授
）

一

(
7
)
掛
川
最
寄
権
少

一
参
事

-
（
8
)
牧
野
成
行
（
権

；
少
参
事
・
監
正
掛
）
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高
知豊

岡
秀
彦

熊
本原

田
謙
吉

明
治
四
年
七
月
二
十
八
日
＼
八
月
朔
日

晦
日

練
兵
心
得
候
者
両
三
人
借
用
之
事
申
越
、
戸
川
•
藤

(6
)
 

官
薩
人
渕
辺
群
平
、
村
田
新
八
之
書
状
持
参
、
仏
郎

八
月
朔
日

両
渡
す

(
5
)
 

田
付
右
膳
、
五
拾
両
用
立

惣
左
衛
門
、
井
戸
之
代
五

菊
地
計
三

(
4
)
 

安
部
潜
な
一
封

(

2

)

(

3
)
 

江
連
真
一
郎
橋
爪
貞
次
郎
、
月
俸
一
両
遣
す

廿
九
日 宮

田
・
石
川
江
同
断

向
山
江
行
く
、
集
学
所
人
別
之
事
井
御
手
当
之
事
談
す
、

甚
太
郎

0
今
井
要
作
、
四
ヶ
月
分
御
手
当
受
取
度
旨
申
聞

0
武
蔵
孫
三
、
修
行
井
身
分
之
事
申
聞

(
1
)
 

0
和
田
助
三
郎
・
大
川
御
手
当
之
事
、
向
山
江

一
封
遣
す

廿
八
日

-
（
2
)
江
連
尭
則
（
真

一
三
郎
、
静
岡
学
問
所
付

｀
小
学
校
頭
取
）
か

-
（
3
)
橋
爪
正
英
（
権

一
少
属
）
の
次
男

一

(
4
)
阿
部
潜
（
少
参

一
事
・
軍
事
掛
、
鹿
児
島

一
招
聘
）

-
（
5
)
田
付
直
愛
（
静

―
岡
勤
番
組
世
話
役
頭

一取） (
1
)
集
学
所
教
師

(
6
)
宮
内
大
丞
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明
治
四
年
八
月
朔
日
＼
五
日

和
歌
山

三
宅
貫
造

中
川
審
六
郎

土
州笹

村
由
喜
男

関
哲
四
郎

五
日

四
日

二
日

二
日

元
知
事
殿
家
禄
政
事
江
差
込
遣
居
候
事
之
相
談

藤
田
一
郎

溝
口
八
十
郎

(16) 
酒
井
閑
亭
浅
野
・
戸
川
・
織
田
氏
、

藤
沢
江
石
橋
之
事
談
す

(15) 
従
三
位
殿
御
告
志
岬
案
、
溝
口
江
渡
す

和
田
助
三
郎

渡

遣

す

中

野

対

馬

(14) 
堀
遥
帰
国
暇
乞

(13) 
今
井
太
郎
親
江
、
当
暮
迄
四
ヶ
月
分
学
料
廿
四
両

駒
井

幕
内
・
多
田
江
月
俸
二
両
宛
、
関
口
江
渡

(10) 

山
岡
・
中
條
来
訪

浅
野
・
溝
ロ
・
御
住
居
江
参

萬
、
同
人
方
江
行
く

(
9
)
 

勝
三
郎
大
川
正
次
郎

関
口
鉄
三
郎
、
松
岡

(7
)

（

8
)
 

沢

江

談

す

戸

川

平

太

布

施

金

弥

男

谷

一

(
7
)
布
施
譲
（
静
岡

i

学
問
所
五
等
教
授
）

-

（

8
)
権
少
参
事
・
郡

一
政
掛

-

（9
)
大
川
矩
文
（
箱

一
館
降
服
人
、
も
と
伝
習

一
歩
兵
隊
歩
兵
頭
並
）

-
（
10)
中
条
景
昭
（
開

一
墾
掛
頭
）

-

（

11)
（

12)
幕

内

幡

一
次
郎
・
多
田
為
之
助

-
（
集
学
所
）

-

（

13)
東
京
修
行
人
、

一
親
は
宗
作

一

(14)
豊
岡
藩
士

-
（
15)
徳
川
家
達
（
も

一
と
静
岡
藩
知
事
）

-
（
16)
酒
井
忠
績
（
も

一
と
姫
路
藩
主
）
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薩
高
城
七
之
丞

京
都
府
少
属

高
木
尚
徳

明
治
四
年
八
月
五
日
＼
八
日

八
日

七
日

六
日

太
田
•
藤
田
出
京
之
暇
乞
、

(6
)
 

左

一
郎
、
明
後
日
出
京
二
付
暇
乞
下
山
良
太
郎
、
中
川
方

(
4
)
 

松
平
三
郎
、
今
日
帰
国
暇
乞
石
井
謙
二
郎

(5
)
 

吉
水

(
3
)
 

松
平
太
郎
、
明
日
国
許
帰
り
候
旨

(
2
)
 

宮
器
元
立
、
近
々
弘
前
江
出
立
之
積
田
中
総
三
郎

渕
辺
江
藤
沢
之
書
状
持
せ
遣
す
、
井
沼
津
な
両
人

御
借
申
候
積
取
極
む

武
蔵
孫
三
集
学
所
江
入
候
旨
、
月
俸
二
両
宛
遣
積

日
出
京
之
由
申
聞

退
塾
之
旨
申
聞

太
田
・
藤
田
、
明
後

四
月
な
当
月
立
替
修
行
料
三
十
両
宛
返

(
l
)
 

中
村
小
周
次

藤
沢
、
官
兵
教
示
之
者
名
前
渕
辺
江
申
遣

藤
田
・
太
田
東
京
修
行
之
事
談
す

一
岡
学
問
所
調
役
）

-
（
2
)
宮
崎
立
元
（
静

―
岡
学
問
所
三
等
教
授
、

一
弘
前
御
貸
人
）

一

(
3
)
箱
館
降
服
人

一

(
4
)
石
井
謙
次
郎
（
も

一
と
撒
兵
差
図
役
並
勤
方
、

一
明
治
四
年
に
帰
農
）

一

(
5
)
鹿
児
島
溜
士

-
（
6
)
中
川
忠
明
（
静

一
岡
学
問
所
和
蘭
学
・
独

一
逸
学
教
授
）
か
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明
治
四
年
八
月
八
日
＼
十
三
日

金
沢岡

野
悌
五
郎

多
賀
賢
三
郎

弘
前対

馬
嘉
三
郎

十
三
日中

村
な
使
、
ポ
ン
プ
清
水
江
参
り
候
旨
申
越

(15) 
石
野
源
吾

十
二
日 (14) 

杉
山
三
八

向
山
江
行
く

人

見

石

野

高
木
尚
徳
池
田
忠
一
郎
外
壱
人

(13) 
梅
沢
鉄
三
郎

十
一
日 申

聞

(12
)
 

宮
寄
愚

(10) 
惣
左
衛
門
・
介
左
衛
門

(11
)
 

朝
倉
藤
十
郎
、
山
本
七
兵
衛
之
事

和
田
助
三
郎
、
李
仏
戦
争
図
出
板
之
事
談
す

十
日
介
左
衛
門
、
地
面
貸
物
代
百
三
拾
両
渡
す

(
8
)

（

9
)
 

片
山
雄
八
郎
松
岡
運
九
郎
疋
田
強
造

九
日

浅
野
氏
、
人
見
・
山
本
七
兵
衛
、
同
人
之
事
浅
野
江
談
す

(7
)
 

人
見
勝
太
郎

一

(
7
)
人
見
寧
（
集
学

一所）

-

（

8
)
軍
事
俗
務
方
頭

五f

-

（9
)
松
岡
古
武
（
製

一
塩
方
取
締
）

-

（

10)
白
鳥
惣
左
衛
門

一
（
安
倍
郡
門
屋
村
名

一主）
-
（
11)
朝
倉
景
寛
（
監

―
正
掛
・
少
参
事
）

-

（

12)
宮
崎
立
元

-
（13)
梅
沢
敏
（
集
学

斤）

＿
1

ロー
-
（
14)
杉
山
親
（
静
岡

一
学
問
所
三
等
教
授
）

-（
15)
石
野
正
修
（
小

一
島
勤
番
組
世
話
役
助
）
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棚
倉柴

田
秀
雄

弘
前手

塚
元
瑞

明
治
四
年
八
月
十
四
日
ー
十
六
日

江
遣
候
旨
申
聞

藤
沢
江
行
き
借
人
之
事
談
す

根
福
永
干
城

藤
田
藤
之
助

高
木
尚
徳

(2
)

（3
)
（立）

一
封
認
渡
福
岡
久
・
根
元
慮
水
彦

田
代
五
郎
、
県
庁
江
参
り
度
旨
二
付
権
大
参
事
江

十
六
日 (1

)
 

松
平
能
登
守
井
従
者
直
助

丞

梅
沢
鉄
三
郎
高
城
七
之

三
両
遣

人
見
勝
太
郎
、
山
本
七
兵
衛
之
事
相
済
候
礼
、
井
東
京

之
者
借
用
い
た
し
度
旨
、
早
速
藤
沢
江
申
遣

田
代
五
郎
、
村
田
新
八
殿
書
翰
持
参
、
大
砲
教
示

十
五
日 宮

器
愚
、
明
日
弘
前
江
出
立
暇
乞

対
馬
嘉
三
郎
、
明
日
出
立
暇
乞

越
前
な
米
師
雇
入
条
約
下
案
来
る
、
直
二
浅
野
江
遣

十
四
日

-
（
1
)
松
平
乗
命
（
美

一
濃
岩
村
藩
知
事
）

-

（

2
)

（

3
)
水

利

路

一
程
掛
・
権
少
参
事
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明
治
四
年
八
月
十
七
日
＼
二
十
日

廿
日

之
明
家
跡
之
集
学
所
江
引
移
度
旨

人
見
勝
太
郎
、
来
月
頃
御
米
御
下
ヶ
被
下
度
、
且
久
能

(11
)
 

米
国
同
人
枠
之
事
申
聞

高
木
尚
徳

方
江
遣
す
金
子
百
両
預
り
置

(10) 
深
津
仰
山
、

溝
口
八
十
郎
、
是
非
共
出
京
之
事
申
聞
惣
左
衛
門

弘
前
県
士
両
人

松
寄
和
一
郎

十
九
日 御

住
居
・
浅
野
江
行
く
、
金
谷
江
書
付
出
た
す
へ
き
旨
談

卯
三
郎
な
書
状

(8)

（

9
)
 

伊
素
精
一
郎

0
池
田
忠
二
郎
、
明
日
出
立
暇
乞

十
八
日
山
本
御
手
当
、
東
京
に
て
可
渡
様
浅
野
江
談

申
聞

成
田
外
壱
人

(7
)
 

水
穂
屋
卯
三
郎
な
一
封
来

(
6
)
 

田
代
五
郎
、
藤
沢
・
大
築
二
逢
候
上
沼
津
江
出
立
之
趣

(
4
)

（

5
)
 

昨
尾
州
青
山
魁
な
書
状
、
大
岡
・
堀
江
帰
へ
し
候
旨
也

十
七
日

ホ
ン
プ
会
所
江
遣
す

-

（

4
)

（

5
)
大

岡

忠

一
良
・
堀
江
当
三
（
沼
津

一
兵
学
校
資
業
生
）

-（
6
)
大
筑
保
太
郎
（
尚

一
志
、
沼
津
兵
学
校
頭
取

―
並
、
十
一
月
二
十
三
日

一
に
陸
軍
中
佐
兼
兵
学

一助）
一
(
7
)
消
水
卯
―
―
一
郎
（
洋

一
書
・
西
洋
道
具
商
）

一

(
8
)
火
消
、
尾
張
へ

こ
出
張

-

（

9
)
弘
前
御
貸
人

-（
10)

深
津
正
邦
（
病

一
院
俗
務
取
扱
）

一
(11)
深
津
保
太
郎
（
ア

―
メ
リ
カ
留
学
中
）
か
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藩
士
也

小
島
善
吉

古
山
弁
吉

明
治
四
年
八
月
二
十
日
＼
二
十
三
日

帰

(6
)

高
木
尚
徳
明
途
暇
乞
由
利
元
十
郎
戸
川

附
属
之
者
之
事
、
井
廻
り
方
之
事
、
大
屋
集
学
所

之
事
、
飯
米
之
事
等
談
す
、
且
米
教
師

伝
習
掛
之
事
等

蓮
永
寺
江
米
教
師

為
坐
敷
御
用
之
事
談
す

東
京
よ
り
御
用
召
来
る
、
早
々
出
府
可
致
旨
也

廿
三
日

（
マ
マ
）

高
木
尚
徳
至
来

0
橋
爪
貞
二
郎

瀧
村
、
廿
五
両
吉
兵
衛
江
届
方
被
頼

廿
二
日

米
国
な
来
状

〇
浅
野
江
星
野

(
4
)
 

遣
す

0
福
田
敬
業
な
一
封
来
る

(2
)

(
3
)
 

山
路
弥
左
衛
門
妻
古
屋
佐
久
左
衛
門
来
、
十
両

人
見
な
手
紙
、
御
本
引
取
之
旨

廿
一
日
星
野
虚
舟

(1
)
 

岸
本
精
一
郎

山
岡
氏

0
中
村
弥
三
郎
、
徳
公
之
事
談
す

-

（

1
)
大
垣
蕃
士

-

（2
)
山
路
金
之
丞
（
愛

一
山
の
祖
父
）
の
妻
ふ
さ

一
子
か

-

（

3
)
古
屋
佐
久
左
衛

一
門
（
箱
館
戦
争
で
戦
死
）

一
の
息
子
庚
次
郎
か

-

（

4
)
金
沢
藩
士

-
（
5
)
滝
村
鶴
雄
（
家

五
符
家
扶
）

-

（

6
)
由
利
―

一
勤
番
組
頭
並
）
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明
治
四
年
八
月
二
十
三
日
＼
二
十
五
日

五
百
両

(12) 
矢
口
謙
斎

(13) 
藤
沢
長
太
郎

(14
)
 

石
井
謙
二
郎

買
揚
呉
候
様
申
聞
候
二
付
承
知
候
旨
申
遣
す

事
瀧
村
江
可
談
旨
申
遣
す
、
且
山
林
弐
百
両
に
て

遣
す
駒
井
竹
所
惣
左
衛
門
枠
、
梅
ヶ
島
之

(11) 

物
被
頼
、
右
と
紙
包
弐
ツ
、
瀧
村
・
湯
浅
江
御
長
持
入
頼

廿
五
日 吉

沢
八
郎

(10) 
小
田
切
綱

一
郎

高

城

海

野

(
9
)
 

矢
田
堀
、
伝
習
教
師
之
事
相
談

(

7

)

(

8

)

 

三
位
殿
な
金
子
被
下
中
村
敬
太
郎
・
人
見

渡
す

御
住
居
江
行
く

0
中
島
外
壱
人

武
蔵
孫
三
、
拾
両
遣
す

高
城
・
田
代
江
届

溝
口
八
十
郎
暇
乞

年
半
月
分

中
村
弥
三
郎
、
徳
公
引
取
十
五
両

と

廿
四
日 旨

内
話

氏
、
浅
野
留
置
度
、
交
代
者
織
田
・
戸
川
に
て
可
致

-

（8
)
中
村
正
直
（
静

一
岡
学
問
所
一
等
教
授
）

一

(
9
)
矢
田
堀
鴻
（
権

一
少
参
事
・
軍
事
掛
）

-

（

10)
静
岡
学
問
所
三

―
等
教
授

一

(11)
湯
浅
貰
一
郎
（
家

一
達
付
家
扶
）

-

（

12)
も
と
昌
平
費
頭

―
取
、
有
渡
郡
で
私
塾
主

一
宰

-
（
認
）
藤
沢
次
謙
（
少

一
参
事
・
軍
事
掛
）

一

(14)
も
と
美
加
保
丸

一
乗
組
人
、
志
太
郡
で
開`
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頃
日
五
六
日

風
雨
、
当
日

甚
敷

明
治
四
年
八
月
二
十
五
日

1
二
十
七
日

(
8
)
 

杉
山
三
八
橋
爪
貞
二
郎

石
河
孝
三

廿
七
日 紺

屋
町
江
参
、
弐
百
金
被
下
他
御
金
百
両
、

集
学
所
建
立
之
為
人
見
江
遣
せ
し
也

持
参
、
御
手
当
計
、
他
出
二
付
不
逢

月
迄
月
俸
二
十
四
両
渡
す

取
建
増
代
百
両
渡
す

片
山
雄
八
郎

集
学
所

人
見
勝
太
郎
・
幕
内
・
多
田
、
半
年
分
来
四

(
6
)

（

7
)
 

下
山
良
太
郎
・
依
田
安
二
郎
修
行
い
た
し
度
旨

渡
す
布
施
金
弥
織
田
氏
六
拾
両

林
三
郎
、
橋
爪
貞
二
郎
月
俸
半
年
分
六
両

廿
六
日 高

橋
誠

一
郎

(5
)
 

太
田
江
礼
状
認
渡
置

酒
井
閑
亭

江
贈
物
一
見
、

(
2
)

（

次

）

（

3
）

（

4
)

井
山
田
甲
二
郎
江
教
師
井
村
田
・
堤

(1
)
 

梅

沢

鉄

三

郎

浅

野

氏

貴

志

越
之
米
教
師

一

(
1
)
貴
志
忠
孝
（
家

｀
付
家
扶
）

-

（

2
)
軍
事
俗
務
方
介

-
（
3
)
村
田
氏
寿
（
福

―
井
藩
大
参
事
）

-
（
4
)
堤
正
誼
（
福
井

一
藩
権
大
参
事
）

-
（
5
)
太
田
資
政
（
も

一
と
横
浜
英
学
所
教
師
、

一
福
井
藩
御
雇
）

一

(
6
)
明
治
二
年
当
時

一
は
二
等
更
番
組

-
（
7
)
依
田
守
正
（
安

ご
二
郎
、
水
利
路
程
掛
郡

一
方
並
、
東
京
修
行
人
）

-
（
8
)
杉
山
親
（
紐

一
学
問
所
三
等
教
授
）
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明
治
四
年
八
月
二
十
七
日
＼
九
月
四
日

四
日

＼
 

J
 

先
七
拾
両
返
済
い
た
し
置
候
事
、
此
他
昨
秋
借

去
閏
十
月
な
当
月
迄
大
凡
弐
百
四
拾
両
計
二
付
、

(14)

（

15) 

武
内
半
介
服
部
綾
雄
、
五
百
両
預
り

0
吉
兵
衛

(13) 
乙
骨
初
六
人
、
梅
屋
敷
迄
御
出
迎

二

日

着

二

日

程

ヶ

谷

九

月

朔

日

小

田

原

廿
九
日

三
島

(12) 
金
沢
元
知
事
殿
江
面
会

廿

八

日

出

立

岩
渕

大
久
保
一
翁
な
文
通

(10) 
田
村
弘
蔵
向
山
黄
村

(11
)

（焔）

矢
田
堀
喜
六

山

岡

浅

野

戸

川

織

田

氏

駒

井

竹

所

(
9
)
 

頼

む

酒

井

録

四

郎

矢

口

謙

斎

知
事
殿
御
来
臨

石
野
源
吾

一
翁
江
一
封
、
貴
志
江

-

（9
)
酒
井
忠
恕
（
家

一
達
家
令
）

-

（

10)
浜
松
勤
番
組
頭`

 

-

（

11)
矢
田
堀
鴻

-

（

12)
前
田
慶
寧

-
（
13)
乙
骨
太
郎
乙
（
静

一
岡
学
問
所
一
等
教
授
、

盃
木
京
で
研
修
中
）

-
（
14)
武
内
孫
介
（
和

一
歌
山
藩
士
）

-
（
15)
服
部
常
純
（
大

一
参
事
）
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―
ヶ
月
家
税

四
匁
九
分
四
り

則
六
百
八
十
文
位

明
治
四
年
九
月
四
日
＼
六
日

服
部
な
文
通
、
条
約
之
事
、
昨
夜
村
田
殿
江

之
事
内
話
、
直
ニ
―
翁
子
江
一
封
届
方

御
同
人
江
頼
む

三
通
同
人
方
江
可
出
と
云
、
家
税
去
十
一
月
5
当
九
月

迄
弐
分
三
朱
と
三
百
三
十
文
届
方
頼
遣
す

渡
候
一
翁
江
文
通
之
事
等
申
越

(7
)
 

東
條
な
回
章
、
家
税
可
差
出
旨
井
坪
数
書

(
6
)
 

六
日
渕
辺
江
高
城
之
届
物
遣
す

出
口
清
七

村
田
新
八
殿
、
大
久
保
一
翁
出
府

五
日

(5
)
 

従
三
位
殿
合
御
長
持
江
預
候
物
井
御
肴
被
下

助
三
郎

0
松
平
確
堂
公
飯
塚
簾
作

(1
)

（

マ

マ

）

（

2

）

松
浦
晴
季
江
お
花
為
手
当
と
し
て
拾
両
渡
置

0
宮
地

弐
分
判
弐
朱
金
共
、
弐
拾
三
両
三
分
引
替
頼
む

用
之
分
五
拾
両
差
引
二
而
廿
両
共
渡
す

i
(
1
)
海
舟
の
妹

-

（2
)
和
田
助
三
郎
（
集

一
学
所
教
師
）

-
（
3
)
松
平
斉
民
（
も

一
と
津
山
藩
主
）

-
（
4
)
飯
塚
年
整
（
も

一
と
掛
川
小
学
校
教
授
、

一
明
治
四
年
に
刑
部
省
史

一生）

一

(
5
)
徳
川
家
達

-
（
6
)
渕
辺
群
平
（
鹿

一
児
島
藩
士
）

一

(
7
)
東
条
悦
三
郎
（
公

一
用
掛
公
用
方
中
役
）
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明
治
四
年
九
月
六
日
＼
十
日

十
日

八
日

七
日

溝
口
八
十
郎
藤
田
一
郎
、
同
人
井
太
田
外
両
人
江
拾
両

(18) 0
大
久
保
一
翁
之
返
書
、
村
田
殿
江
為
持
遣
す

(17) 

松
方
蘇
助
、
松
形
一
郎
方
同
居
之
旨

着
之
旨
也

加
藤
栄
造
、
明
日
帰
郷
暇
乞

依
田
安
三
郎
・
下
山
良
太
郎

海
上
一
造
、
依
田
・
下
山
昨
日

九
日

0
印
入

稿
持
参

(15) 

服
部
江
宅
状
頼
遣
す
今
井
•
藤
田
、
鵜
殿
之
遺

助
三
郎
川
村
権
七
小
林
虎
三
郎
兄
弟
三
人

服
部
氏
、
条
約
書
下
案
持
参

(13) 
木

村

芥

舟

宮

地

(12) 
東
條
八
三
郎

(11) 

矢
口
謙
斎
な
文
通
、
土
井
万
太
郎
之
事
申
越

(
8
)
 

吉
水
左
一
郎

(
9
)
 

小
林
虎
三
郎
弟

(10) 
大
菩
弥
一
郎

(14) 
西
周

i
(
8
)
鹿
児
島
藩
士

-

（

9
)
小
林
寛
六
郎
か

一
雄
七
郎

一

(10)
大
崎
昌
庸
（
長

―
瀞
藩
士
）

-

（

1
1
)
家
達
付
一
等
家

一
従

一

(12)
東
条
悦
三
郎
か

-

（

13)
木
村
喜
毅

一

(14)
兵
部
大
丞

-
（
15)
鵜
殿
団
次
郎
（
長

一
岡
藩
士
、
軍
艦
役
、
明

一
治
元
年
十
二
月
に
死

一
去）

一

(16)
海
上
胤
範
（
明

一
治
五
年
東
京
修
行
人
）

-
（17)
松
方
正
義
（
租

一
税
権
頭
）

-

（

18)
九
日
条
に
入
る

一
記
事
か
。
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明
治
四
年
九
月
十
日
ー
十
二
日

礼
申
聞
ル

0
和
田
助
三
郎
、
榎
本
な
三
百
両
庁
よ
り
拝
借
い
た
し

十

二

日

於

亀
(13
)
 

敏
三
郎
、
大
久
保
大
蔵
卿
江
一
封
頼
む

(11
)
 

十
郎
入
塾
い
た
し
度
旨
、
閑
亭
殿
江
も
頼
候
旨
也

(12
)
 

本
多

(9
)

（

10
)
 

宮
重
、
蝦
夷
地
よ
り
帰
府
之
旨
白
井
屑
都
筑
清

(7
)
 

榎
本
行
造

(
8
)
 

黒
田
江
芝
御
霊
屋
之
事
大
意
相
話

(
5
)

（6
)

（
マ
マ
）

北
山
安
世
発
狂
之
処
、
実
母
を
小
刀
を
殺
し
た
り
と
聞
く

神
田
婆
々
阿

服
部
江
岡
田
之
無
心
、
藤
田
已
下
江
四
十
両
借
遣
せ
し
旨
申
遣

0
日
下
薩
蔵
、

昨
上
海
合
漢
口
江
行
き
当
度
箱
館
江
到
り
し
と
云

岡
田
厳
穂
江
手
紙
、
合
力
之
三
十
両
遣
す
、
同
人

十
一
日 (l

)
（山
）

（

2
）

村
上
伯
元
対
馬
嘉
三
郎

(3
)

（

4
)
 

立
田
革
•
佐
久
間
格
二
郎
、

岡
田
清
右
衛
門
、
合
力
頼
む
、
三
十
両
遣
す
積
決
心

宛
四
拾
両
貸
遣
す

置
候
者
、
神
戸
之
生
れ
也

於
花
江
拾
両
遣
す

丹
波
光
蔵
、
已
前
神
戸
に

一
医
師
雇
）

-

（

2
)
弘
前
藩
士

-
（
3
)
松
代
藩
士

-
（
4
)
佐
久
間
象
山
の

一
遺
児

-
（
5
)
象
山
の
甥
、
北

一
山
藤
三
郎
（
松
代
藩
士
）

一
の
兄

-
（
6
)
i恵
（
象
山
の
姉
）

一

(
7
)
榎
本
道
章
（
亨

一
造
、
箱
館
降
服
人
）

-
（
8
)
黒
田
清
綱
（
東

一
京
府
大
参
事
）

-（
9
)
宮
重
信
（
十
勝

一
詰
開
業
方
御
用
取
扱
）

-
（
10)
白
井
宗
徳
（
も

一
と
新
居
勤
番
組
）

-
（
11)
酒
井
忠
積
（
も

一
と
姫
路
藩
主
）

-
（
12)
本
多
晋
（
租
税

一
権
中
属
）

-

（

13)
大
久
保
利
通
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明
治
四
年
九
月
十
二
日
＼
十
五
日

十
五
日 (20

)
 

毛
利
総
八
郎
な
廿
五
両
返
金

（亨）

助
三
郎
、
榎
本
弘
蔵
江
百
両
用
立

日
下
薩
蔵
、
上
林
熊
―
一
郎
同
道
山
本
七
兵
衛
•
宮
地

十
四
日 和

田
助
三
郎
江
戎
服
代
拾
五
両
遣
す

吉
兵
衛
江
暮
ら
し
金
弐
分
判
百
拾
両
渡
飯
塚
簾
作

(14
)
 

福
田
半
蔵
、
省
握
録
出
板
井
序
文
代
作
頼
ミ
遣
す

遣
可
申
と
申
談
す

十
三
日よ

り
写
真
相
送
る

0
世
良
松
橘

〇
増
上
寺
役
僧
念
達
、
紅

葉
御
預
り
御
道
具
頂
キ
度
旨
大
僧
正
口
上
申
聞

青
山
与
三

(17) 

(15
)
 

竹
賀
・
梅
沢
よ
り
一
堂
様
御
出
生
有
之
候
由
為
知
有
之

飯
塚
簾
作
、
吉
岡
之
悴
同
道

(19) 

松
江
飯
塚
、
仏
蘭

度
旨
也
、
断
、
仙
台
欺
或
者
庄
内
江
小
子
用
立
金
之
内
受
取

一
沢
藩
士）

-

（15)
室
賀
正
容
（
竹

｀
、
慶
喜
付
家
令
）

-
（
16)
梅
沢
孫
太
郎
（
慶

一
喜
付
家
令
）

一

(17)
徳
川
慶
喜

-
（
18)
善
事
（
慶
喜
次

一
男
、
明
治
四
年
九
月
八

五
出
生
）

一

(19)
飯
塚
納
（
松
江

一
藩
出
身
、
フ
ラ
ン
ス
留

―
学
中
）

一

(20)
毛
利
業
広
（
米

一
沢
藩
大
参
事
）
の
子
息
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明
治
四
年
九
月
十
五
日
＼
十
七
日

卯
三
郎
な
書
籍
来
る
宅
状
来
る
、
無
別
条

大
久
保
合
逢
断
御
詫
、
出
水
一
郎
ヲ
以
而
申
越
す

之
事
談
す

十
七
日

服
部
江
外
国
留
学
印
章
願
下
案

(
6
)
 

大
久
保
殿
江
行
、
逢
断
被
申
聞
岩
崎
豊

(

4

)

(

5
)
 

相
談
卯
三
郎
江
行
く
渕
辺
群
平

(
3
)

（
マ
マ
）

寺
島
外
務
太
輔
江
、
外
国
江
私
二
行
き
候
者
所
置

十
六
日 六

日
附
也 (2

)
 

米
利
堅
倅
方
な
学
仏
戦
争
歴
史
壱
冊
来
る
、
八
月

赤
城
清
隆
寺
江
墓
参

溝
口
江
御
霊
屋
之
事
井
榎
本
之
事
等
談
す
、
且
増
上
寺
江
紅

葉
山
御
宮
類
御
預
ヶ
之
分
被
下
之
事
等
談
す

太
田
外
弐
人

屋
敷
江
行
く

日
本
橋
辺
遊
行

(
1
)
 

西
郷
殿
江
行
く
、
小
川
町
邸

一

(
1
)
西
郷
隆
盛
（
参

6
 

8
 

冨）
-

（

2
)
勝
小
鹿

-

（

3
)
寺
島
宗
則

-
（
4
)
清
水
卯
三
郎
（
洋

一
書

・
西
洋
道
具
商
）

一

(
5
)
鹿
児
島
藩
士

-
（
6
)
大
久
保
利
通
（
大

一
蔵
卿
）



明
治
四
年
九
月
十
八
日
＼
二
十
日

廿
日

(13) 

談
す

0
内
田
於
夢
来
る

(12
)
 

服
部
江
松
岡
磐
吉
家
内
扶
持
之
事
、
塚
原
之
事
等

(10)

（

11
)
 

由
利
な
太
田
源
三
郎
之
書
状
差
越
す

不
在

寺
島
江
留
学
生
之
岬
案
為
持
遣
す

福
田
江
訪
ふ

永
井
盤
谷
二
逢
ふ

0
寺
島
な
返
書
、
何
れ

参
朝
之
節
可
伺
旨

榎
本
江
行
く
、

県
庁
江
出
す
活
板
之
事
、
溝
ロ
・
服
部
江
談
す

(9
)
 

養
父
但
馬
歎
願
書
通
持
参

〇
塚
原

十
九
日 服

部
よ
り
留
学
生
之
岬
案
差
越

(
8
)
 

橋
爪
正
一
郎

堤
省
三

国
産
到
来

米
沢
高
山
与
太
郎
・
原
三
左
衛
門
、
毛
利
之
挨
拶

(
7
)

（ママ）

大
築
保
太
郎
、
括
板
之
事
内
話
〇
卯
木
策

十
八
日

-

（
7
)
大
築
尚
志
（
沼

一
津
兵
学
校
頭
取
並
、
十

―
一
月
二
十
三
日
に
陸
軍

一
中
佐
兼
兵
学
助
）

-
（
8
)
橋
爪
正
英
（
貞

i

次
郎
の
父
、
権
少
属
）

i
(
9
)
塚
原
昌
義
（
も

一
と
外
国
惣
奉
行
ほ
か
）

ヵヽ
-
（
10)
由
利
公
正
（
東

一
京
府
知
事
）

-

（

11)
太
田
資
政

-

（

12)
箱
館
降
伏
人
、

両
治
四
年
に
獄
死

一

(13)
海
舟
長
女
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明
治
四
年
九
月
二
十
日
＼
二
十
二
日

夜
二
入
、
御
雇
之
米

(2
)
 

教
師
ク
ラ
ル
ク
来

訪
、
仮
条
約
和
文
渡

(3
)

（

4
)
 

す
、
小
鹿
井
竹
村
・
大

久
保
其
他
書
状
持

参
、
明
日
横
浜
江

(5
)
 

参
り
候
由
、
バ
ラ
ー
井

方
江
尋

候
へ
は
居
申
候
旨
申
聞

廿
二
日 堀

・
人
見
江
一
封
宅
状
共
服
部
之
使
江
附
託
す

(7
)
 

参
事
江
教
師
之
事
其
他
申
遣
す
、
井
中
村
・
矢
田

服
部
な
文
通
、
教
師
条
約
之
事
、
横
浜
江
人
可
遣

(
6
)
 

中
井
梅
成
、
千
疋
遣
す

吉
兵
衛

廿
一
日 和

田
助
三
郎
、
今
夜
静
岡
江
出
立
二
付
教
師
之

面
会
せ
す

米
利
堅
小
鹿
な
之
一
封
外
国
人
持
参
、
留
守
に
て

〇
毛
利
総
八
郎
引
取

（ママ
）

（

1
）

増
林
寺
男
谷
之
墓
参
い
た
し
す
竹
川
竹
斎

寺
島
な
留
学
生
之
事
外
務
局
江
可
願
旨
申
来
る

塚
原
之
事
近
々
可
相
済
旨
同
断

之
一
封
、
梅
成
合
差
越
す

0
村
田
江
過
日
来
訪
之
挨
拶
二
行
く

事
等
申
含
遣
す

静
岡

設
楽
完
爾

事
等
申
越
、
寺
島
之
書
翰
井
返
書
遣
す

(
1
)
伊
勢
商
人

一
ラ
ー
ク
（
静
岡
学
問
所

一
教
師
）

-
（
3
)
竹
村
謹
吾
（
家

一
達
付
家
扶
）

一

(
4
)
大
久
保
三
郎
（
忠

一
寛
の
子
息
、
家
達
付
二

一
等
家
従
）

-

（

5
)
ジ
ェ
ー
ム
ス
・

一
バ
ラ
（
ア
メ
リ
カ
宣
教

）
 

＿
雨
占
ピ
H
.

-

（

6
)
歌
人
、
錦
布
商

一
大
黒
屋
新
九
郎
の
子
息

-

（7
)
中
村
正
直
（
静

一
岡
学
問
所
一
等
教
授
）
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明
治
四
年
九
月
二
十
二
日
＼
二
十
五
日

瀧
村
小
太
郎
、
用
事
二
付
静
岡
な
来
る
、
県
地
無
事
也
と

神
明
前
・
西
久
保
辺
遊
行
川
勝
真
蔵
ヲ
訪
ふ

廿
五
日 之

旨
村
山
伯
元
よ
り
文
通

島
原
二
人

(12) 
宮
重
新
逢
断

金
沢
江
行
く

溝
口
八
十
郎
、
当
廿
八
日
従
三
位
殿
外
山
邸
江
御
引
移

(10) 

太
田
源
三
郎
同
断
、
伊
藤
友
四
郎
江
二
通
共
届
方
頼

(
9
)
 

越
前
グ
リ
ュ
ー
ヒ
ス
氏
江
ク
ラ
ー
ク
来
着
之
事
等
申
遣
、

廿
四
日 (

8
)

（
マ
マ）

名
倉
・
乙
骨
為
尋
問
し
て
横
浜
江
遣
候
事
、
服
部

出
邸
、
条
約
書
乙
骨
二
相
認
候
様
談
す
、
出
来
之
上

江
相
談
、
太
田
・
藤
田
・
今
井
金
子
之
事
返
済
ニ

不
及
旨
談
置
く

廿
三
日内

田
直
之
丞

肥
後
人
両
人

-
（8
)
名
倉
知
彰
（
も

一
と
静
岡
学
問
所
医
師
）

-

（

9
)
w
.
E
・
グ
リ

―
フ
ィ
ス
（
福
井
藩
理
化

―
学
教
師
）

-
（
10)
福
井
藩
士

-
（
11)
溝
口
勝
如
（
家

五
付
家
令
）

一

(12)
宮
重
信
（
十
勝

一
詰
開
業
方
御
用
取
扱
）
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明
治
四
年
九
月
二
十
五
日
＼
二
十
八
日

廿
八
日
服
部
な
寝
台
来
る

人
見
勝
太
郎
着
五
百
両

（
マ
マ
）

支
那
之
よ
り
帰
朝
二
付
来
訪
、
種
々
話
有
之

（正
）

大
聖
寺
焼
失
之
旨

(2
)
 

岩
尾
津
田
真
一
郎
、

和
田
助
三
郎
、
静
岡
二
而

便
有
之
差
立
候
と
云

設
楽
莞
爾

上
総
木
更
津
佐
久
間
某

沼
津
学
校
之
事
相
談

木
村
芥
舟
ヲ
訪
ふ

従
三
位
様
御
立
寄
有
之

乙
骨
・
名
倉
二
条
約
書
之
事
、
教
法
ヶ
条
之
処

教
師
云
々
申
聞
之
由
承
る

戸
山
よ
り
県
邸
江
出
張

県
邸
江
行
く
、

廿
七
日 宮

地
助
三
郎
、
静
岡
合
帰
る
、
明
日
人
見
着
之
旨
申
置

水
穂
屋
卯
三
郎

吉
兵
衛 (

l
)
 

山
本
弘
太
郎
矢
島
源
助

廿
六
日

金
沢

服
部
氏
、

池
田
吉
右
衛
門
伊
東
友
四
郎
な
返
書
、
越
前
米
人
江
之
書
状

一

(
2
)
津
田
真
道
（
刑

一
部
中
判
事
・
外
務
権
大

一
丞
、
明
治
四
年
四
月
に

五
＞
達
宗
城
全
権
大
臣
に

一
差
副
と
し
て
清
国
に
派

一
遣
、
九
月
二
十
日
に
帰

―朝） (
1
)
和
歌
山
藩
士
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明
治
四
年
九
月
二
十
八
日
＼
晦
日

安
部
丈
策

晦
日

(12) 
安
場
合
文
通
、
明
日
在
宅
有
之
度
旨
申
越

(11
)
 

服
部
な
大
儀
見
已
下

御
召
仕
之
義
願
度
旨
也

天
竺
や
拾
二
両
、
戦
図
十

お
亀
・
三
橋
・
御
通
壱
両
遣
す

文
部
省
江
可
願
旨
外
務
省
二
而
申
聞
ら
れ
候
旨
、
井
米

教
師
宗
法
之
箇
条
抜
キ
候
旨
等
申
越

(10) 

願
度
旨
武
藤
甚
五
郎
懇
願
書
持
参
、
知
事
殿
江

(

8

)

(

9

)

 

石
橋
栄
作
・
竹
村
琢
郎
、
修
行
致
候
費
用
助
力

馬
具
之
代
払

晦
日
買
物
料
二
十
五
両
弐
分
払

服
部
合
五
百
両
預
り
、
過
日
差
出
候
分
返
シ
候
也

(
7
)
 

石
坂
周
造

(
6
)
 

松
平
正
二
位
殿
な
肴

天
竺
屋
江
三
両
弐
分
、

山
口
県
書
生
両
人

被
下

(

4

)

(

5
)
 

本
多
敏
三
郎
川
村
権
七
、
天
障
院
様
な
琉
球
紬

島
原
本
多
陽
也

廿
九
日 洋

札
服
部
江
渡
す

(
3
)
 

堤
五
市
郎
木
村
芥
舟

津
田
江
訪
ふ

-
（
3
)
堤
正
誼
（
福
井

一
藩
士
）

-
（
4
)
本
多
晋
（
租
税

―
権
中
属
）

-

（

5
)
徳

川

家

定

継

一
室
・
篤
姫

一

(
6
)
松
平
慶
永
（
料

一
香
間
祇
候
）
か

-

（

7
)
も
と
浪
士
組
、

―
石
油
会
社
経
営

一

(
8
)
石
橋
絢
彦
（
沼

一
津
兵
学
校
附
属
小
学

一校）
一

(
9
)
沼
津
兵
学
校
附

一
属
小
学
校

-
（
10)
武
藤
孝
長
（
沼

一
津
兵
学
校
資
業
生
）

-

（

11)
大
儀
見
元

一
郎

-
（
ア
メ
リ
カ
留
学
中
）

-
（
12)
安
場
保
和
（

一

｀
・
大
蔵
大
丞
）
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明
治
四
年
九
月
晦
日
＼
十
月
二
日

(
6
)
 

外
山
江
出
張
、
天
障
院
殿
・
実
定
院
殿
其
他
江

二
日
溝
口
江
久
能
長
屋
集
学
所
附
属
之
事
、
書
類
之
事等

談
す

へ
き
而
已
に
て
如
何
と

は
周
二
不
仕
悠
々
寛
容
す
、
周
之
徳
は
至
徳
と
云

集
学
所
本
井
宮
路
長
屋
之
事
等
申
聞

大
儀
見
已
下
之
事
、
文
部
省
江
願
出
す
御
周
旋

0
安
場
一
平
、

久
保
殿
辺
々
口
気
相
含
説
得
、
答
云
殷
之
祖
民

山
岡
出
府
之
事
等
内
話
、
小
拙
出
身
之
事
、
西
郷
・
大

頼
手
紙
認
、
服
部
江
渡
す

一
翁

好
平

(5
)
 

0
神
田

(
4
)
 

人
見
勝
太
郎
、
昨
日
教
師
江
五
百
弗
渡
す
、
跡
三
百
弗
也
、

（

管

籾

）

服
部
氏
、
沼
津
学
校
兵
部
省
関
か
つ
と
成
と
云

十
月
朔
日

奇
観
之
後
序
持
参

雨
、
此
日
廿
日
計
快
天
也

(
2
)

（
マ
マ

）

（

3
）

小
林
六
郎
、
握
省
録
之
事
井
病
翁
万
国

(l
)
 

福
岡
県
士
召
仕
呉
候
様
申
参
る
荒
木
卓
司

一

(
1
)
荒
木
卓
爾
（
西

一
周
塾
生
、
福
井
藩
士
か
）

-
（2
)
小
林
寛
六
郎
（
虎

―
―
―
一
郎
の
弟
）

-
（3
)
小
林
虎
――
一
郎
（
長

一
岡
藩
士
）

-

（

4
)
E
.
W
・
ク

一
ラ
ー
ク

-

（

5
)
神
田
孝
平
(
+

―
一
月
二
十
日
に
兵
庫
県

一令）

-

（

6
)
実ヂ

三
茂
生
母
）
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明
治
四
年
十
月
二
日
＼
四
日

四
日

二
日

殿
御
出
之
旨
申
聞

(18) 

0
人
見
・
和
田
、
庄
内
ら
高
木
三
郎

(15)

（

16) 

中
條
潜
蔵

0
渡
辺
央
、

(17
)
 

近
々
元
徳
島
知
事

荒
木
卓
爾
海
外
江
参
り
度
頼
呉
候
様
申
聞

(13)

（

14) 

黒
田
了
介
殿
江
行
く
、
留
守

0
渡
辺
魯
輔
、

業
よ
り
彫
刻
積
り
書
付
、
青
山
持
参

溝
口
氏
、
三
百
両
預
り
置
、
集
学
所
蔵
右
之
内

二
而
調
遣
可
申
旨
答

一
見
頼
遣
す

殿
入
塾
之
事
頼
む

(11
)

（

12
)
 

0
土
岐
逸
翁
•
新
堀
、
黒
田
旧
知
事

り
、
昨
夜
矢
田
堀
な
参
候
書
状
不
残
人
見
・
服
部
江

(10) 
乙
骨
昨
日
横
浜
よ
り
帰

(
8
)

（

9
)
 

一
両
日
由
利
江
同
行
す
へ
き
旨
申
越

0
福
田
敬

(7
)
 

定
約
英
文
井
山
田
之
手
紙
到
来

0
安
場
合

拝
謁
矢
田
堀
合
越
前
ク
リ
ュ
ー
ビ
ス
な
差
越
之

-
（
7
)
山
田
甲
次
郎
（
軍

一
事
俗
務
方
）

-
（
8
)
由
利
公
正
（
東

一
京
府
知
事
）

-

（

9
)
金
沢
藩
士

-
（
10)
乙
骨
太
郎
乙
（
静

一
岡
学
問
所
一
等
教
授
、

一
東
京
で
研
修
中
）

-

（

11)
秋
月
藩
士

-
（
12)
黒
田
長
徳
（
も

一
と
秋
月
藩
知
事
）

-
（
13)
黒
田
清
隆
（
開

一
拓
次
官
）

一

(14)
も
と
和
歌
山
藩

一
士
、
岡
田
新
五
太
郎
の

一
友
人

-
（
15)
中
条
景
昭
（
開

―
墾
掛
頭
）

-

（

16)
徳
島
藩
士

一

(17)
蜂
須
賀
茂
紹

-
（
18)
大
泉
（
庄
内
）

一
藩
士
、
ア
メ
リ
カ
留
学

―
中
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明
治
四
年
十
月
四
日
＼
六
日

六
日

五
日

人
見
勝
太
郎
、
大
儀
見
已
下
之
事
云
々
、
服
部
之
口
上
有
之
、
預

竹
村
琢
郎
江
修
行
料
助
力
廿
金
先
渡
置

等
談
す

由
利
氏
江
訪
ふ
、
御
霊
屋
之
事
、
東
京
衆
民
之
事

(
4
)
 

黒
田
従
五
位
・
土
岐
逸
翁
古
庄
幾
太
郎

(
3
)
 

富
田
江
一
封
宛

0
服
部
な
榎
本
用
立
金
百
両
、
太
田

(
2
)
 

方
江
一
刀
切
共
届
方
教
師
江
頼
遣
す
、
外
山
・
高
木
・

藤
田
・
今
井
江
用
立
金
四
拾
両
返
却
、
預
り
置

宮
地
助
三
郎
、
明
後
日
人
見
横
浜
江
参
候
二
付
小
鹿

利
江
参
候
哉
之
旨
申
越

安
場
江

於
亀
江
黒
川
紹
介
之
手
紙
渡
す

安
場
合
明
日
由

江
用
立
、
人
見
江
書
物
代
金
年
百
両
渡
す

(
1
)
 

留
学
取
替
金
三
百
両
返
弁
、
直
二
榎
本
行
蔵

i
(
1
)
榎
本
道
章
（
亨

玉
、
箱
館
降
服
人
）

-

（2
)
外
山
正

一

（ア

一
メ
リ
カ
留
学
中
）

-
（3
)
富
田
鉄
之
助
（
仙

一
台
藩
士
・
ア
メ
リ
カ
留

一
学
中
）

(
4
)
黒
田
長
徳
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明
治
四
年
十
月
六
日
＼
八
日

八
日

西
郷
殿
一
書
、
知
事
江
御
所
置
を
云
ふ

0
町
田
文
部
大
丞
な
返
書
、

(14) 
黒
田
東
京
大
参
事
江
御
霊
屋
之
御
所
置
内
談
す

(13) 

よ
り
文
通
、
外
国
留
学
人
之
事
田
辺
受
合
云
々
申
越

(12)

（
マ
マ
）

川
田
熙
、
活
字
之
事
、
御
霊
屋
之
事
等
申
遣
す
]
服
部

(11) 

黒
田
従
五
位
・
土
岐
逸
翁
・
戸
原
春
坪

(
9
)

（

10) 

立
花
旧
知
事
殿
御
子
息
・
大
村
務
外
壱
人

(8) 
大
築
保
太
郎
、
活
字
之
事
話
す
杉
浦
金
二
郎

七
日
黒
川
伝
次
郎

(
7
)
 

町
田
江
行
く
、
留
守
二
付
置
手
紙

(
6
)
 

柳
河
大
村
務
、
知
事
弟
之
事
相
談

黒
田
了
介
殿
、
箱
館
之
事
種
々
話
有
之

井
金
弐
百
両
貸
遣
す

高
尾
惣
十
郎

0
石
橋
栄
作
廿
両

貸
渡
す
、
内
拾
両
預
り
置

(
5
)
 

り
置
く

0
田
所
銀
平
江
箱
館
杉
浦
江
之
手
紙

一

(
5
)
杉
浦
誠

（
開
拓

一
権
判
官
）

i
(
6
)
立
花
鑑
良
（
立

一
花
鑑
寛
の
長
男
）

-

（7
)

町
田
久
成
（
文

一
部
大
丞
）

-
（
8
)
大
築
尚
志
（
沼

贔
兵
学
校
頭
取
並
、
明

一
治
四
年
に
陸
軍
中
佐
・

一
兵
学
助
）

一

(
9
)
立
花
鑑
寛
（
柳

一
川
藩
知
事
）

-

（10)
立
花
鑑
良

一

(11)
秋
月
藩
士

一

(12)
河
田
熙
（
も
と

一
少
参
事
・
学
校
掛
）

一

（
認
）
田
辺
太

一

（外

一
務
大
丞
、
岩
倉
使
節
団

一
に
随
行
）

一

(14)
黒
田
清
綱
（
東

一
京
府
大
参
事
）
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明
治
四
年
十
月
八
日
＼
十
日

市

川

直

原

田

(
4
)
 

0
上
林

0
日
下
酒
井
録
四
郎
、
今
日
芝
・
上
野
之
墓
祠

十九
日
服
部
、
静
岡
一
封

旨
、
十
七
日
頃
静
岡
江
出
立
、
十
一
日
邸
江
来
る
と
云

之
事
書
付
東
京
府
江
差
出
と
云

和
田
助
三
郎
、
教
師
定
約
書
受
取
渡
相
済
候

武
内
半
介
、
黒
田
従
五
位
入
塾
之
事
頼
ミ
、
断
ル

服
部
氏
、
浅
野
出
府
之
事
、
形
勢
之
事
、

一
封
申
遣

細
渕
・
中
沢
其
他
三
名
、
修
行
料
之
事
歎
願

九
日
終
日
大
雨

柳
河
立
花
な
直
書

(
3
)

（戸）

勉
励
可
致
之
御
旨
三
条
殿
被
仰
渡
と
云
外
山
江
罷
出
、
芝

(2
)
 

三
位
殿
本
日
御
用
召
、
旧
知
事
一
統
江
華
族
之
輩

返
書
邸
江
頼
遣
す

(1
)
 

〇
津
田
真
一
郎
江
過
日
之
礼
申
遣
す

服
部
江
為
持
遣
す

〇
矢
田
堀
よ
り
通
弁
之
事
申
越
、

上
野
御
霊
屋
之
所
置
東
京
府
江
伺
書
為
認

6
 ，
 

-
（
1
)
津
田
真
道
（
明

一
治
四
年
十
一
月
に
司
法

―
中
判
事
）

-

（

2
)
徳
川
家
達

-
（
3
)
三
条
実
美
（
太

―
政
大
臣
）

-
（
4
)
酒
井
忠
恕
（
家

一
達
付
家
令
）



明
治
四
年
十
月
十
日
＼
十
三
日

(12
)
 

梅
田
太
郎
、
神
戸
江
参
り
度
旨 (11

)
 

長
崎
杉
山
徳
三
郎 (10) 

本
多
敏
三
郎
、
外
国
行
い
た
し
度
二
付
大
久
保
殿

之
伺
済
武
内
半
介
川
田
江
活
板
之
事
談
す

芝
・
上
野
御
霊
屋
取
毀
或
諸
人
参
詣
等
勝
手
次
第

十
二
日 県

邸
江
行
く
、
教
師
来
訪

田
所
銀
平
、
明
日
筐
館
江
出
船
之
暇
乞

十
三
日江

申
込
呉
候
様
申
聞

外
山
邸
江
行
、

太
田
井
孫
四
郎
、
修
行
之
事
頼
む

申
聞
、
断
然
断
申
述

方
江
立
寄
之
事
申
聞

大
野
信
也
外
生
徒
壱
人

(
9
)
 

中
井
梅
成
、
浅
一
如
院

黒
田
従
五
位
入
塾
之
事
、
土
岐
逸
翁
•
宮
崎
・
安
達

(8) 

十
一
日

0

(5
)
平

(
6
)

（

7
)

0
松
正
二
位
殿
な
九
一
井
瑞
穂
屋
・
福
田
方
を
訪

一

(
5
)
松
平
慶
永
（
靡

一
香
間
祇
候
）

i
(
6
)
内
田
九
一
（
写

一
真
師
）

一

(
7
)
清
水
卯
三
郎
（
洋

一書
•
西
洋
道
具
商
）

-

（

8
)
十
日
条
の

「
0
」

一
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
入

一
る
か
。

-

（

9
)
歌
人
、
綿
布
商

一
大
黒
屋
新
九
郎
の
子
息

-

（10)
大
久
保
利
通
（
大

五
蒻
）

-

（

11)
長
崎
海
軍
伝
習

一
所
出
身

一

(12)
梅
田
義
信
（
も

一
と
精
鋭
隊
並
、
静
岡
藩

一
製
塩
方
・
浜
松
勤
番
組

一
頭
支
配
）
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本
多
陽
也

本
多
阿
伎
良

明
治
四
年
十
月
十
四
日
＼
十
六
日

頃
出
立
、
馬
借
遣
し
候
積
り
取
極

之

一
封
認
渡
す

三
位
殿
御
出

部
な
勤
番
組
住
居
地
、
寺
院
除
地
江
可
住
、
且
家

辞
書
二
部

(
3
)
 

教
師
馬
用
立

〇
宅
江
二
他
、
人
見
江
届
方
頼
遣
す

来
客
七
八
人
逢
断
る

安
井
丹
三
、
於
金
出

(

4

)

(

5

)

 

藤
沢
江

一
封
向
山
江
独
逸
之

十
六
日 可

然
と
答

建
県
費
に
て
是
迄
之
通
取
建
遣
度
伺
相
談
、

(2
)
 

長

沢

宮

重

信

な

来

状

服

(
1
)
 

久
留
島
従
五
位
家
令
浅
川
カ

梅
田
太
郎
、
願
之
事
聞
済
相
成
候
旨
礼

十
五
日

梅
田
江
服
部

人
見
・
宮
地
、
同
人
は
明
日
横
浜
江
出
立
、
人
見
は
十
六
日

十
四
日

8
 ，
 

-
（
1
)
久
留
島
通
靖
（
も

一と
森
藩
知
事
）

-

（

2
)
十
勝
詰
開
業
方

一
御
用
取
扱

（
 

-
3
)
E
.
w
．
ク

一
ラ
ー
ク
（
静
岡
学
問
所

一
教
師
）

-
（
4
)
藤
沢
次
謙
（
少

一
参
事
・
軍
事
掛
）

-

（5
)
向
山
黄
村
（
少

｀
事
・
学
校
掛
）



明
治
四
年
十
月
十
六
日
＼
十
九
日

江
右
等
相
話
す
、
但
留
学
生
入
費
区
面
引
替
之
積

(12) 
安
場
江
訪
ふ
、
転
役
、
山
本
江
昨
夜
の
事
談
す
、
服
部

十
九
日

(
11
)
 

稿
差
遣
す
、
山
本
権
大
丞
江
談
す
処
不
逢

服
部
な
県
住
居
地
井
家
屋
之
事
二
付
大
蔵
省
江
伺
岬

(10) 
石
川
若
狭
来
訪

十
八
日 申

度
旨
逢
呉
候
様
申
聞
上
野
御
霊
屋
江
到
る

旨

溝
口
八
十
郎
藤
田
一
郎
、
小
田
原
県
士
逢

(
8
)

（

9
)
 

直
・
永
井
弦
一
郎
・
山
口
圭
三
郎
、
修
行
料
頂
き
度

(

6

)

(

7

)

 

荒
木
卓
爾
、
外
国
行
之
事
頼
む
原
田
孫
十
郎
・
市
川

十
七
日 身

之
事
頼
ミ
遣
す

町
田
文
部
大
丞
江
留
学
生
之
談
す

芝
増
上
寺
方
丈

江
御
霊
屋
之
所
置
談
す
、
同
所
拝
参

手
当
七
拾
四
両
、
十
月
三
日
・
十
一
月
晦
日
迄
受
取

一

(
6
)
西
周
熟
生
、
福

一
井
藩
士
か

-

（

7
)
沼
津
兵
学
校
寄

二
伯
生
、
病
気
退
学

-

（

8
)

（

9
)
永

井

当

i

昌
・
山
口
圭
三
（
沼
津

玉
ハ
学
校
資
業
生
）

一

(10)
石
川
総
管
（
も

一
と
下
館
藩
知
事
）

-

（

11)
山
本
弘
か

-

（

12)
安
場
保
和
(
+

一
八
日
に
租
税
権
頭
に
転

一ず）
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明
治
四
年
十
月
十
九
日
＼
二
十
一
日

廿
日

之
旨
申
越

度
旨

横
須
賀
之
書
生
百
両
遣
す
へ
き
旨
申
聞
ル

(
5
)
 

本
屋
市
蔵
、
宅
状
持
参
、
疋
田
出
生
死
去

(
4
)
 

久
留
島
家
令
浅
川
力
、
若
殿
静
岡
江
修
行
と
し
て
参
り

土
州
書
生

帰
国
之
旨

本
多
陽
也
•
本
多
阿
伎
良
、
近
日
帰
国
之
旨

溝
口
八
十
郎
、
御
暮
ら
し
の
書
付
持
参

海
上
一
造
、
原
田
孫
四
郎
宜
敷
塾
僕
と
て
も
無
之
二
付

廿
一
日 伺

相
済
候
礼
申
越

省
二
而
県
士
除
地
引
渡
井
家
作
県
費
に
て
可
取
計

川
田
、
芝
・
上
野
之
事
荒
増
話
置
く

0
服
部
な
大
蔵

事
も
有
之
候
二
付
四
拾
両
借
遣
す

宮
地
助
三
郎

向
之
事
談
す

戸
山
江
参
上
、

(
l
)

（

2
)
 

小
林
文
周
、
兼
而
綾
雄
合
申
越
候

上
野
凌
雲
院
江
行
く
、
普
門
院
江
面
会
、
御
霊
屋

一
田
降
伏
人
、
沼
津
病
院

一
付
属
）

-

（

2
)
服
部
常
純

-

（3
)
海
上
胤
範
（
東

一
京
修
行
人
）

-

（4
)
久
留
島
通
簡
（
久

一
留
島
通
靖
の
弟
）

一

(
5
)
孝
子
（
海
舟
次

―
女
）
の
産
ん
だ
子
供
が

一
死
去
し
た
こ
と
を
指
す

7ヽカ
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明
治
四
年
十
月
二
十
二
日
＼
二
十
六
日

廿
六
日 杉

浦
金
二
郎

費
用
願
之
事
願
書
引
返
可
申
旨
話
有
之
候

大
久
保
殿
江
訪
ふ
、
留
守

廿
五
日 事

町
田
大
丞
二
逢
、
留
学

(
8
)

（

9
)
 

木
村
芥
舟
、
鵜
殿
之
遺
書
校
正
頼
む

(10
)
 

浜
口
大
参

廿
四
日

廿
三
日早

朝
な
外
山
江
参

江
原
桂
介
、
商
法
之
事
申
聞

之
旨

下

従
三
位
殿
登

朝
、
舞
楽
拝
見
御
料
理
被
下

(
6
)
 

柳
川
旧
知
事
御
子
息

廿
二
日

増
上
寺
役
僧
念
達

(7
)
 

小
笠
原
従
五
位
井
臣

-
（
6
)
立
花
鑑
良
（
立

一
花
鑑
寛
の
長
男
）

一

(
7
)
小
笠
原
貞
正
（
も

一
と
千
束
藩
知
事
）
か

-

（

8
)
木
村
喜
毅

-
（9
)
鵜
殿
団
次
郎
（
長

一
岡
藩
士
、
軍
艦
役
、
明

―
治
元
年
十
二
月
に
死

一
去）

-
（10)
浜
口
梧
陵
（
和

一
歌
山
藩
大
参
事
）
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立
野
雄
二

福
井
伴
三

両
人
江

四
拾
両
渡
す

中
沢
廉
平

細
渕
源

一
郎

加
藤
鉄
太
郎

明
治
四
年
十
月
二
十
六
日
＼
十

一
月
朔
日

(
9
)
 

両
渡
す
永
井
弦
一
郎
村
田
宮
内
大
丞
、

(
8
)
 

卯
三
郎
出
石
県
桜
井
勉

(
6
)

（

7
)
 

黒
田
従
五
位
附
両
人
榎
本
弘
蔵
瑞
穂
屋

矢
田
堀
な
教
師
去
ル
廿
四
日
静
岡
江
着
之
旨
申
越

立
花
若
殿
附
壱
人

十
一
月
朔
日

乙
骨
、
弐
百

(
5
)
 

永
田
研
吉
外
壱
人

廿
九
日 伊

谷
十
郎
左
衛
門
天
障
院
殿
な
権
七
礼
二
来
る

久
留
島
浅
川
カ
・
宮
野
孫

黒
田
内
戸
原
春
坪

廿
八
日 早

朝
合
戸
山
江
行
く
、
天
障
院
様
御
同
道
、
浅
卿
・
柳

島
・
亀
井
戸
辺
遊
行

廿
七
日 奥

沢
某
佐
久
間
格
二
郎
宮
重
新

(

l

)

(

2

)

 

柳
河
旧
知
事
殿
浅
野
二
郎
八
杉
本
紗
二
郎

一

(
1
)
立
花
鑑
寛

一

(
2
)
浅
野
氏
祐
(
+

i

一
月
十
五
日
に
静
岡
県

一
参
事
）

-

（

3
)
佐
久
間
象
山
の

一
子
息

-

（4
)
宮
重
信
（
十
勝

―
詰
開
業
方
御
用
取
扱
）

-

（

5
)
鹿
児
島
藩
士

一

(
6
)
黒
田
長
徳
（
も

一
と
秋
月
藩
知
事

-
（
7
)
榎
本
道
章
（
開

―
拓
使
権
判
事
）

-
（
8
)
木
村
熊
一
（
木

一
村
熊
二
の
兄
、
出
石
県

；
へ
参
事
、
の
ち
に
松
山

一
県
権
参
事
）

-

（9
)
村
田
新
八
（
岩

一
倉
使
節
団
に
随
行
）
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明
治
四
年
十
一
月
朔
日
＼
五
日

五
日
村
田
新
八
殿
江
暇
乞

二
行
く

当
七
日
洋
行
二
付
暇
乞

（戸）外
山
江
参
上

米
国
江
遣
す
届
物
御
住
居
合
来
る
、
預
り
置

芝
役
僧
念
達
、
御
霊
屋
之
事
仕
法
書
付
拝
見

栄
之
助
、
溝
口
使
遣
す

三
池
県
森
脩

大
久
保
殿
江
暇
乞
二
行
く
、
姻
岬
入
呈
上

浅
野
な
文
通
、
留
学
生
之
事
、
文
部
省
江
書
付
出
候
旨
、

井
書
生
学
費
金
立
替
百
五
拾
両
差
越

薩
州
御
親
兵
三
人

(10)

（

11) 

中
條
潜
蔵
・
久
保
栄
太
郎
、
金
谷
江
帰
郷
暇
乞
大
井

（力）

四
日
途
中
、
黒
田
叶
江
過
日
之
礼
申
述
る

二
日

海
上
一
造
、
深
津
登
門
之
事
頼
む

木
村
芥
舟
同
道
二
而
瑞
穂
屋
井
織
田
江
行
く

二
日

-
（
10)
中
条
景
昭
（
開

一
墾
掛
頭
）

-

（
11)
久
保
勝
善
（
開

一
墾
掛
開
墾
方
頭
取
）

3
 ゜

ー



明
治
四
年
十

一
月
五
日
＼
七
日

七
日

六
日

五
山
寺
安
意

福
井
貰
属
青
木
咸
一

県
邸
江
行
く
、
種
々
相
談

蔵
修
行
之
事
、
医
教
師
之
事
等

織
田
江
行
き
植
物
掛
之
事
申
聞 綾

雄
一
封
来
、
加
藤
栄

(
9
)
 

石
橋
栄
吉
江
預
金
拾
両
渡
す

榎
本
江
一
封
認
遣
す

柳
原
殿
〇
浅
野
な
県
邸
明
日
引
渡
之
旨
申
越

乞

薩
御
親
兵
四
人

伊
右

口

□衛
門

>
｀

A
J
 

(7
)
 

江
川
英
武
、
米
国
行
暇

深
津
登
門

藤
田
一
郎
・
小
田
原
県
士
壱
人
海
上
一
造
仙
台
県

遣
す

(
6
)
 

飯
塚
簾
作
江
拾
両
遣
す

(
3
)

（

4
)

（

5
)
 

肥
田
浜
五
郎
、
竹
村
江
一
封
枠
江
一
封
届
方
頼

(
2
)
 

安
場
一
平
、
洋
行
二
付
暇
乞

申
遣
、
返
書
有
之
、
猶
又
身
分
書
付
遣
す

(
1
)
 

薩
御
親
兵
三
人
宮
木
鳴
榎
本
江
織
田
之
事

一

(
2
)
岩
倉
使
節
団
に

一
随
行

-
（
3
)
肥
田
為
良
（
横

―
須
賀
造
船
所
技
師
長
）

-
（
4
)
竹
村
謹
吾
（
家

一
達
付
家
扶
、
ア
メ
リ
カ

｀
学
中
）

-

（

5
)
勝
小
鹿

-
（
6
)
飯
塚
年
整
（
刑

一
部
省
史
生
、
弟
十
松
が

一
ア
メ
リ
カ
留
学
中
）

-

（

7
)
も
と
韮
山
県
知

一
事

-
（
8
)
柳
原
前
光
（
外

―
務
大
丞
）

一

(
9
)
石
橋
絢
彦
（
も

一
と
沼
津
兵
学
校
附
属
小

こ
ナ
校
）

(
1
)
織
田
賢
二
か
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明
治
四
年
十
一
月
七
日
＼
十
一
日

(15) 

十
一
日
家
作
譲
受
代
之
書
付
、
東
條
江
出
す

拝
参

織
田
賢
司
、
開
拓
司
江
出
役
之
旨

上
野
凌
雲
院
江
面
会
、
普
門
院
同
道
、
諸
御
霊
屋

十
日

置
之
内
話

(14) 
大
久
保
大
蔵
卿
殿
、
洋
行
暇
乞
と
し
て
御
出
、
国
内
御
所

(13) 
榎
本
釜
次
郎
已
下
近
々
御
免
之
趣
内
話
有
之

九
日

八
日

一
封
認
書
遣
す

身
分
之
頼
み

(11
)
 

大
卿
多
喜
次
郎

太
田

(12) 
川
村
兵
部
少
輔
、
人
員
之
事
内
話

之
内
六
拾
両
渡
す

芦）外
山
江
行
く

薩
御
親
兵
両
人

細
渕
源
一
郎
・
中
沢
簾
平
・
加
藤
鉄
太
郎
江
修
行
料

(10) 
稲
葉
兵
部
大
輔
を
訪
ふ

安
場
江
返
事
井
浅
野
江

手
島
敬
児
、

一

(
1
0
)
稲
葉
正
巳
（
も

一
と
海
軍
総
裁
）

-
（
11)
大
草
高
重
（
開

｀
蕃
頭
並
）

-

（

12)
川
村
純
義

一

(13)
榎
本
武
揚
（
明

一
治
五
年
五
月
に
開
拓
使

一
出
仕
）

一

(14)
大
久
保
利
通
（
岩

一
倉
使
節
団
副
使
）

-

（

15)
東
条
悦
三
郎

一
用
掛
公
用
方
中
役
）
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明
治
四
年
十

一
月
十
一
日
＼
十
三
日

浅
野
合
太
田
江
遣
す
拾
弐
両
差
越

十
三
日浅

野
江
教
師
道
具
書
付
静
岡
江
可
廻
旨
申
遣

福
田
な
使
、
竹
遣
す

御
親
兵
四
拾
名
計
乞
書

校
正
頼
遣
す

木
村
江
省
握
録

杉
山
・
中
川
な
辞
書
之
礼
状

(7
)
 

今
井
太
郎
、
浅
野
な
話
有
之
書
生

太
田
忠
二
郎
拾
弐
両
渡
す
、
ニ
ヶ
月
学
費
也

(6
)
 

乾

堂

梶

な

文

通

(5
)
 

御
親
兵
乞
書
者
廿
名
計
福
田
半
蔵
・
小
曽
根

(4
)
 

十
二
日
矢
田
堀
合
教
師
調
物
之
書
付
急
速
相
廻
候
様
申
越

(3
)
 

三
郎
伊
志
田
、
成
川
禎
三
郎
之
礼
状
持
参

(
2
)
 

御
親
兵
六
人
佐
久
間
格
次
郎
江
廿
両
遣
す
、
北
山
藤

伊
地
知
某
、

住
居
之
事
、
高
之
事
等
申
越
、
即
返
書
浅
野
方
江
頼

(1
)
 

川
田
権
之
助
中
沢
又
十
郎
人
見
な
来
状
、
大
屋
村

-

（

2
)
松
代
藩
士
、
象

一
山
の
甥
で
安
世
の
弟

-

（

3
)
新
治
県
権
参
事

一

(
4
)
矢
田
堀
鴻
（
権

一
少
参
事
・
軍
事
掛）

-

（

5
)
書
家
・
策
刻
家

-
（6
)
玖
磨
（
海
舟
の

一
妾
、
梅
太
郎
の
母
、
慶

玉
二
年
正
月
死
去
）
の

一
実
家 (

1
)
静
岡
藩
航
運
方

(
7
)
東
京
修
行
人
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明
治
四
年
十
一
月
十
四
日
＼
十
六
日

と
聞
く

浅
野
、
三
遠
駿
三
ツ
に
分
れ
参
事
其
他
被
仰
付

中
尾
卯
三
郎
、
五
拾
両
借
遣
す

十
六
日

一
翁
静
岡
参
事
、
山
岡
風
聞
に
て
は
水

宅
状
、
神
保
霞
栖
所
持

米
国
外
山
合
来
状

十
郎
御
親
兵
乞
書
者
三
十
名
計

山
江
黒
田
従
五
位
殿
入
校
之
事
申
遣
す
溝
口
八

(12) 

保
一
翁
・
山
岡
鉄
太
郎
再
召
之
由
申
越
服
部
・
向

(
9
)
 

立
田
革

(10)

（

11) 

中
川
長
五
郎
浅
野
な
文
通
、
大
久

木
村
芥
舟
、
省
聾
録
校
正
点
付
出
来
月
岡
某

十
五
日 学

校
願
済
、
来
る
廿
一
日
頃
出
立
と
云

御
親
兵
廿
名
計
乞
書

参

品
川
真
太
郎
黒
田
従
五
位
、
静
岡

(
8
)
 

太
田
源
三
郎
な
過
日
之
返
書
、
仁
羅
山
銀
二
郎
持

十
四
日

-
（
8
)
太
田
資
政
（
も

一
と
横
浜
英
学
所
教
師
、

―
福
井
藩
御
雇
）

-

（

9
)
松
代
藩
士

-

（

10)
名
古
屋
藩
御
貸

一
人

-

（

11)
大
久
保
忠
寛
(
+

―
一
月
十
五
日
に
静
岡
県

―
参
事
を
命
じ
ら
れ
る
が
、

一
十
二
月
九
日
に
辞
職
）

-
（
12)
山
岡
鉄
太
郎
（
茨

一
城
県
参
事
）
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明
治
四
年
十

一
月
十
六
日
＼
二
十
日

廿
日

川
勝
新
蔵
、
出
役
い
た
し
度
旨

福
田
半
蔵
、
佐
久
間
出
板
料
三
拾
両
預
ケ
遣

伊
志
田

岩
崎
豊
元

黒
田
従
五
位
、
静
岡
二
付
服
部
・
向
山
江
書
状
遣
す

堀
清
之
進

十
九
日

(
4
)
 

お
花
江
十
五
両
遣
す

御
親
兵
七
八
人

有
田
元
成

中
尾

外
山
江
参
浅
野
な
卯
三
郎
江
遣
す
五
拾
両
返
る

十
八
日

(
2
)

（

3
)
 

全
謙
初
依
田
安
三
郎
、
福
沢
江
月
初
入
塾
届

御
親
兵
五
六
人
月
岡
兵
記
黒
田
従
五
位
家
従
杉

十
七
日 御

親
兵
乞
書
五
十
人
計

戸
県
江
被
命
へ
き
也
と
云

(
1
)
 

益
満
弟

一

(
1
)
益
満
宗
之
助
（
行

一
靖
、
明
治
五
年
に
陸
軍

一
少
佐
、
休
之
助
の
弟
）

ヽ
~カ

-
（
2
)
依
田
守
正
（
東

一
京
修
行
人
）

一

(
3
)
福
沢
諭
吉

(
4
)
海
舟
の
妹
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明
治
四
年
十
一
月
二
十
日
＼
二
十
四
日

廿
四
日

(16
)
 

天
障
院
様
其
他
御
同
行
、
真
崎
よ
り
浅
岬

様
御
同
行
御
待
之
旨
申
聞

廿
三
日

(
15
)
 

岩
寄
競

(14
)
 

遣
す
、
渡
辺
魯
輔
川
村
権
七
、
明
日
天
障
院

藤
田
・
今
井
両
人

中
川
長
五
郎

(13) 
西
周
江

一
封
認

廿
二
日

(12
)
 

い
た
し
度
旨
吉
井
江
一
封
認
遣
す

(
8
)

（

9
)

（

10
)
 

梅
沢
・
永
峯
・
山
高
、

静
岡
な
出
府

(11
)
 

格
二
郎
洋
行

(7
)
 

下
山
逢
吉
、
近
々
静
岡
江
出
立
之
旨

御
親
兵
十
五
六
人
乞
書

(
6
)
 

立
花
世
子
木
村
芥
舟

廿
一
日 御

親
兵
三
十
人
計
手
島
敬
児
、
兵
部
省
江

織
田
藩
士
両
人

被
召
出
二
付
兄
方
江
一
封
遣
す

米
国
冨
田
・
高
木
之
文
通
届
く

日
下
薩
蔵

(
5
)
 

大
岡
斧
太
郎
、
拾
両
貸
遣
す

(
5
)
東
京
修
行
人

一
花
鑑
寛
の
長
男
）

-
（
7
)
下
山
一
敬
（
監

一
正
掛
権
少
属
）

-

（

8
)

（

9
)
梅
沢
敏
・

で
水
峯
弥
吉
（
集
学
所
）

-
（
10)
山
高
一
二
郎
（
も

一
と
遊
撃
隊
士
）

一

(11)
佐
久
間
格
二
郎

-
（
象
山
の
遺
児
）

-
（
12)
吉
井
友
実
（
宮

―
内
少
輔
）
か

-

（

13)
兵
部
大
丞

-

（

1
4
)
も
と
和
歌
山
藩

一
士
、
岡
田
新
五
太
郎
の

一
友
人

-

（

15)
河
鰭
家
家
臣

一

(16)
実
成
院
（
十
四

一
代
将
軍
家
茂
生
母
）
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明
治
四
年
十

一
月
二
十
四
日
＼
二
十
八
日

廿
八
日 福

田
な
板
下
出
来
差
越
す

同
行
、
千
駄
ヶ
谷
江
行
く

(
3
)
 

松
平
大
和
守
当
時
隠
居
某
来
訪

山
高
同
行

松
平
慶
永
な
過
日
留
守
宅
江
立

寄
候
節
之
事
申
来
る

神
保
・
駒
井
隠
居
、
屋
敷
井
悴
共
之
談
す

大
岡
従
五
位

廿
七
日

廿
六
日 溝

口
八
十
郎

廿
五
日 乞

書

黒
田
従
五
位
な
礼
使

暁
雪
御
親
兵
乞
書
十
五
六
名

普
門
院
江
行
く
、
御
霊
屋
循
拝
、
川
田
・
永
峯
・
梅
沢

駒
井
・
神
保
、
屋
敷
井
悴
之
事
談
す

外
山
邸
江
参

申
出
候
旨
相
談
、
如
何
可
致
哉
と
云

御
親
兵
十
人
計

(
2
)
 

浅
野
二
郎
八
、

一
翁
御
断

(
1
)
 

神
保
・
駒
井
隠
居

一

(
1
)
駒
井
竹
所
（
朝

一
温
、
も
と
海
軍
奉
行

一並）
i
(
2
)
浅
野
氏
祐
（
静

一
岡
県
参
事
）

-
（
3
)
松
平
直
克
（
も

一
と
前
橋
藩
知
事
）
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明
治
四
年
十
一
月
二
十
八
日
＼
十
二
月
二
日

二
日

夜
雪

受
取
置

島
倉
清
太
郎

溝
口
八
十
郎
、
明
後
日
静
岡
立
帰
出
立
之
旨

金
沢
県
士
三
人

一
封
認
遣
す

百
両
差
越
す

十
二
月
朔
日

蔵
事
頼
遣
す

伊

志

田

金

沢

木
下
小
太
郎
佐
久
間

増
上
寺
方
丈
な
寒
中
、
念
達

南
部
已
下
高
知
県
三
人

格
・
立
田
・
山
寺 （

マ
マ
）
（
11
）

浅
湯
貰
一
郎
、
永
峯
之
御
手
当

(
9
)
 

青
木
咸

(10
)
 

由
利
殿
江
一
封
、

川
勝
新

（
マ
マ
）

木
村
芥
舟
、
掘
省
録
遣
す

浅
野
次
郎
八
・
服
部
な
操
替
金
四

海
上
一
造
、
深
津
之
事

(
8
)
 

前
島
来
助
江

(
6
)
 

山
岡
鉄
太
郎
西
郷
殿
江
大
久
保
之
事
認
候
一
封
渡
す

廿
九
日 (

5
)
 

竹
内
半
助
佐
久
間
格
二
郎

(
4
)
 

下
山
良
太
郎
、
辞
書
一
冊
借
遣
す
加
藤
栄
蔵

一

(
4
)
明
治
二
年
当
時

五
二
等
更
番
組

-
（
5
)
武
内
孫
助
（
和

一
歌
山
藩
士
）

-

（

6
)
大
久
保
忠
寛

一

(
7
)
海
上
胤
範
（
東

一
京
修
行
人
）

-
（
8
)
前
島
密
（
大
蔵

玉I

駅
逓
寮
駅
逓
頭
）

-

（

9
)
福
井
藩
士

-

（10)
由
利
公
正
（
東

一
京
府
知
事
）

-
（
11)
湯
浅
貫

一
郎
（
家

一
達
付
家
扶
）
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明
治
四
年
十
二
月
二
日
＼
六
日

六
日

五
日

四
日

(
5
)

（

6
)
 

頼

む

中

井

梅

成

村

山

弘

庸

堀

禎

之

助

佐

(
4
)
 

市
来
四
郎
外
壱
人
東
條
悦
三
郎
木
村
芥
舟

事
申
遣
す

(
3
)
 

永
井
弦
一
郎
五
両
遣
す

二
日

外

山

江

参

成

田

浅
野
江
行
く

永
峯
・
梅
沢
・
山
高
、
御
霊
屋
之
事
相
談
、
御
手
当
三
十

両
・
夜
具
代
拾
両
渡
す

神
保
、
静
岡
帰
り
二
付
手
紙
頼
ミ

殿
弟
之
事
頼
ミ

天
埠
院
様
江
御
召
差
上

海
軍
所
学
生

若
松
江
八
十
両
遣
す

鈴
木
瑕
二
、
金
沢
砲
薬
之
事

川
勝
江
老
母
死
去
之
悔
且
出
仕
之

お
亀

浅
川
力
、
元
知
事

山
岡
氏
北
山
藤
三
郎

-
（
1
)
久
留
島
家
家
令

-
（
2
)
久
留
島
通
簡
（
も

一
と
森
藩
知
事
久
留
島
通

一
靖
の
弟
）

-
（
3
)
永
井
当
昌
（
沼

一
津
兵
学
校
資
業
生
）

-

（

4
)
鹿
児
島
藩
士

-

（

5
)
歌
人
、
綿
布
商

一
大
黒
屋
新
九
郎
の
子
息
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明
治
四
年
十
二
月
六
日
＼
十
日

十
日

九
日

八
日

今
井
•
藤
田
、
横
浜
江
参
り
度
旨

山
県
塩
田
閑
鳴

浅
野
な
今
井
江
学
費
操
替
渡
之
事

神
田
辺
遊
行

浅
野
ノ
使
、

七
日

一
翁
本
官
免
、
浅
野
静
岡
参
事
、

山
岡
本
官
被
免
之
旨

近
日
来
訪
す
へ
き
旨
也

申
越

岩
菩
競

遣
す

藤
与
之
助

格
二
郎
・
立
田
革

(10) 
長
岡
元
良
之
助
殿
な
一
封
、

(
8
)

（

9
)
 

立
花
元
出
雲
守
河
鰭
従
五
位
殿
三
条
家
御
令
弟
也

(
7
)
 

紀
州
殿

福
田
、
校
正
本

浅

野

氏

福

一

(
6
)
佐
藤
政
蓑
（
エ

こ
叩
省
鉄
道
寮
鉄
道
助
）

-

（
7
)
徳
川
茂
承
（
も

一
と
和
歌
山
藩
知
事
）

-
（
8
)
立
花
種
恭
（
も

一
と
三
池
藩
知
事
）

-
（
9
)
河
鰭
実
文
（
も

一
と
東
京
府
権
少
参
、
三

一
条
実
美
の
弟
）

一

(10)
細
川
護
美

一
と
熊
本
藩
大
参
事
）
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明
治
四
年
十
二
月
十
日
＼
十
三
日

(10) 
布
留
庄
已
下

之
事
、
何
と
無
く

申
試
之
処
、
力
不

及
旨
故
、
差
控

閉
口（

付
箋
）

「
細
川
家
可
然
者
江

同
話
之
月
日
」

な
北
山
藤
三
郎
儀
二
付
一
封
届
き

三

十
四
日

＞` 

(11
)
 

中
村
敬
太
郎
な
一
封

様
よ
り
寒
中
被
下

二

十
三
日(

5
)
 

細
川
従
四
位
殿
江
行
く
、
明
春
留
学
之
話
其
他
雑
話

帰
郷
之
事
等
談
す

戸
山
江
参
上

(12
)
 

妻
木
務
な
一
封
、

佐
藤
与
之
助

(9
)
 

三
橋
江
廿
両
用
立
遣
す

下

8
)

遠
州
江
御
採
用
之
事
、
一
堂
様
御
進
退
之
事
、
小
拙
立
帰

(

6

)

(

7
)
 

西
郷
殿
江
訪
ふ
、
静
岡
官
員
其
他
授
産
之
仕
組
、
織
田
氏

(
4
)
 

申
聞
早
川
豊
太
郎
天
埠
院
様
・
両
御
隠
居

堀
鼎
道
造
、
静
岡
な
来
る
二
付
川
々
之
事

桐
太
郎
、
塚
原
歎
願
之
筋
申
聞

(2
)
 

小
野
友
五
郎

(
1
)
 

浅
野
二
郎
八
、
授
産
法
之
事
談
す
、
其
他
相
談
佐
々
倉

十
一
日 山

岡
鉄
太
郎

i
(
1
)
水
利
路
程
掛

-

（

2
)
工
部
省
鉄
道
寮

―
出
仕

-
（
3
)
堀
秀
之
（
東
京

一
府
権
大
属
）

-
（
4
)
本
寿
院
（
家
定

一
生
母
）
・
実
成
院
（
家

一
茂
生
母
）

-
（
5
)
細
川
護
久
（
も

一
と
熊
本
藩
知
事
）

-
（
6
)
西
郷
隆
盛
（
参

一
議）

-
（7
)
織
田
泉
之
（
も

一
と
権
大
参
事
・
郡
政

）
 

ヽ桂
一

(
8
)
徳
川
慶
喜

-

（

9
)
三
橋
虎
太
郎
母

一
か
（
「
会
計
荒
増
」
よ

―
り
）
、
虎
太
郎
は
虎
蔵

-
（
も
と
遊
撃
隊
頭
取
）

ヽ

一
ふ
“

一

(10)
古
荘
嘉
門
（
熊

一
本
藩
士
）

-

（11)
中
村
正
直
（
明

―
治
五
年
八
月
に
大
蔵
省

一
翻
訳
御
用
）

-
（
12)
妻
木
頼
矩
（
名

―
古
屋
県
大
参
事
）
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明
治
四
年
十
二
月
十
三
日
＼
十
六
日

に
て
不
都
合
無
之
旨
返
書
遣
す

千
住
坂
和
屋
徳

来
翰
、
両
人
県
士
に
い
た
し
度
旨
申
越
、
当
人
了
簡
次
第

川
勝
新
蔵
・
木
村
芥
舟
、
尾
州
青
山
朗
合

重
野
新
左
衛
門

織
田
賢
司
福
田
敬
業

十
六
日 (17

)
 

堀
小
四
郎

(18) 
桜
井
熊
一
、

北
山
藤
三
郎
の
事
頼
む

浅
野
氏
明
日
出
立
帰
県
と
云

0
横
井
先
生

林
暁
雪
外
壱
人

(16) 

甥
元
塾
生
伊
勢
佐
太
郎
、
米
利
堅
な
帰
り
二
付
話
有
之

(15
)
 

武
藤
三
郎
、
学
費
助
力
可
致
申
遣
す

立
田
革

沼
津
書
生

十
五
日

(14) 
瑞
穂
屋
な
出
板
願
、
此
か
た
に
可
致
旨
申
越

(13
)
 

太
童
信
太
夫
海
上
一
造
六
両
借
遣
す

十
四
日 巻

物
之
事
返
シ
呉
候
様
申
越

午
後
な
他
行

一
書
•
西
洋
道
具
商
）

-
（
15)
島
田
一
二
郎
（
沼

一
津
兵
学
校
資
業
生
、
明

一
治
四
年
に
上
京
し
同
五

一
年
正
月
に
大
学
南
校
入

一学）
-
（
16)
横
井
左
平
太
（
小

一
楠
の
甥
）

-

（17)
堀
利
孟
（
十
勝

一
詰
開
業
方
頭
）

一

(18)
桜
井
勉
（
木
村

―
熊
二
の
兄
、
松
山
県
権

一
参
事
）

(13)
仙
台
藩
士
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明
治
四
年
十
二
月
十
六
日
＼
二
十
日

廿
日

(
6
)
 

永
峯
弥
吉

福
田
合
板
行
出
来
之
分
差
越

情
実
内
話
、
向
山
江
行
き
転
末
談
置

浅
野
氏
な
五
百
両
預
り

駒
井
竹
所
な
一
封
来
る

竹
内
帯
陵
、
山
岡
江
一
封
認
遣
す

溝
口
江
一
封
認
遣
す

江
出
立
之
旨
、
段
々
是
迄
之
様
子
話
置

向
山
合
町
田
大
丞
殿
之
文
通
差
越

(
5
)
 

長
沢
常
山
、
明
日
静
岡

(
4
)
 

酒
井
録
四
郎
、

(
3
)
 

町
田
文
部
大
丞
江
静
岡
学
校
之
人
員
井
入
用
帳
差
出
、

十
九
日 天

埠
院
様
御
同
道
、
浅
岬
な
向
島
遊
行

十

八

日

川

勝

新

蔵

、

出

仕

被

仰

付

(
2
)
 

向
山
黄
村
同
道
に
て
戸
山
江
参

十
七
日 来

翰

終
日
雪

(
1
)
 

二
郎
母
箱
館
杉
浦
誠
な
田
所
銀
平
世
話
可
致
旨

一

(
4
)
酒
井
忠
恕
（
家

こ
符
家
令
）

-

（

5
)
も
と
日
出
藩
権

一
大
参
事
、
明
治
四
年
十

―
二
月
に
静
岡
県
権
参
事

(
1
)
開
拓
権
判
官

(
2
)
静
岡
学
問
所

(
3
)
町
田
久
成

(
6
)
集
学
所
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明
治
四
年
十
二
月
二
十
日
＼
二
十
四
日

明
日
迄
二
弐
百
両
借
用
い
た
し
度
旨
、

(9
)
 

大
器
昌
庸
、

(
8
)
 

立

花

世

子

森

県

士

川

田

熙

溝

口

八

十

郎

、

廿
四
日

(7
)

（
マ
マ
）

梅
成
福
田
鳴
鵞
江
握
省
録
彫
刻

弐
拾
三
両
渡
す

宜
敷
旨
被
申
聞

戸
山
江
参

廿
三
日

一
堂
殿
之
進
退
、

山
岡
氏
、
浅
野
合
預
り
金
之
内
百
両
渡
す

料
七
拾
両
渡
す

唯
今
着
京
之
旨
二
而
立
寄

廿
二
日 諸

官
員
之
所
置
、
小
拙
立
帰
々
郷
之
事
等
皆

向
山
黄
村
西
郷
殿
、

廿
一
日

山
寺
丙

一
身
之
浮
沈

i

(
7
)
福
田
敬
業
（
金

畜
ぃ
藩
士
）

-
（
8
)
立
花
鑑
良
（
立

―
花
鑑
寛
の
長
男
）

一

(
9
)
長
瀞
藩
士
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暮
之
諸
払

弐
拾
三
両
二
分

歳
暮金

沢
寺門

番

其
外

五
百
疋

百
疋

同

留
守
中
賄
金

一
ヶ
月
分
十
一
両

小

遣

弐

両

用

米

代

拾

両

立

残

シ

置

金

拾両

゜
二
日

(IO
)
 

取
調
向
内
談
、
藤
沢
な
使

明
治
四
年
十
二
月
二
十
四
日
＼
五
年
正
月
二
日

江
預
ヶ
遣
す

0
大
崎
昌
庸
、
弐
百
両
用
立
遣
す

一
堂
様
江
参
、
浅
野
江
諸
官
員
之
所
置
談

村
之
家
借
可
申
約
す

宮
田
・
石
川
撫
育
之
事
、

(7
)

事

浅
野
・
戸
川
・
服
部
氏
、
戸
川
帰
農
之
相
相
談
、

門
屋

ママ）四
壬
申
正
月
元
日

人

見

・

和

田

中

村

(
3
)

（

4
)
 

米
教
師
を
訪
ふ
服
部
氏

晦
日

敬
太
郎

廿

六

日

出

立

廿
七
日

戸

塚

廿

八

日

湯

本

廿

九

日

(2
)
 

守
従
三
位
様
御
追
訪
、
御
餞
別
被
下
、
直
二
溝
口
氏

(1
)
 

川
村
権
七
、
天
琉
院
殿
御
餞
別
持
参

0
小
笠
原
近
江

福
田
敬
業
佐
久
間
格
二
郎

廿
五
日

山
岡
江
一
封
認
渡
す

に
関
係
い
た
し
候
事
也
と
聞
く
、
承
知
旨
申
答

着

一
と
千
束
藩
知
事
）

i
(
2
)
徳
川
家
達

＿

（

3
）

E
.
w
．
ク

一
ラ
ー
ク
（
静
岡
学
問
所

一
教
師
）

-
（
4
)
服
部
常
純
（
静

一
岡
県
出
仕
）

-

（

5
)

（

6
)
人
見
寧
．

一
和
田
（
宮
路
）
助
三
郎

-

（
集
学
所）

-
（
7
)
戸
川
安
愛
（
も

一
と
静
岡
藩
権
大
参
事
）

-
（
8
)
宮
田
正
之
（
も

:J静
岡
権
少
参
事
）
か

-
（
9
)
石
川
利
行
（
同

一
右
）
か

一

(10)
藤
沢
次
謙
（
明

―
治
五
年
三
月
二
十
七
日

一
に
中
議
生
）
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明
治
五
年
正
月
二
日
＼
四
日

四
日

二
日

ギ
ッ
タ
ペ
ル
カ
之
団
＞布
等
借
遣
す

参
事
拝
命
、
東
京
江
出
府
と
云

梅
沢
・
和
田

行
く
、
同
人
江
三
拾
両
用
立

(17) 
酒
井
閑
亭

越

服
部
・
向
山
人
見
江

伊
万
里
県
権
令
二
拝
命
、
無
拠
場
合
之
旨
申

山
岡
な
一
封
、

(15
)

（

16) 

林
三
郎
越
前
村
田
巳
三
郎
、
福
井
県

門
屋
江
戸
川
同
行
、
藤
沢
同
断
浅
野

(14) 
矢
田
堀

之
事
承
伏

(12
)
 

松
平
勘
太
郎

(13) 
織
田
泉
之
江
行
く
、
額
田
県
出
仕

向
山
黄
村
、
昨
日
掃
着
之
旨

(
11
)
 

人
見
・
梅
沢
・
片
山

歴
史
二
本
、
歩
卒
調
練
書
一
本
、
小
児
教
本
一
冊
、

米
教
師
来
訪
、
新
聞
之
書
冊
六
本
、
米
国
海
軍

一所）
i
(12)
松
平
信
敏
（
も

一
と
静
岡
藩
少
参
事
・
政

一
事
庁
掛
）

-

（

13)
静
岡
藩
権
大
参

―
事

-
（14)
矢
田
堀
鴻
（
帰

一
六
•
も
と
静
岡
藩
権
少

―
参
事
）

-

（

15)
明
治
五
年
四
月

一
に
静
岡
県
伝
習
掛

一

(16)
村
田
氏
寿

-

（

17)
酒
井
{

一
と
姫
路
藩
主
）
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明
治
五
年
正
月
五
日
＼
七
日

七
日

六
日

郎
之
事
談
す

勘
定
書
差
越

長
沢
常
山
、
辰
年
已
来
之

趣
意
井
県
地
之
事
共
内
話
す

(
6
)
 

朝
倉
藤
十
郎
、
近
藤
誠

(
5
)
 

敬
翁
惣
左
衛
門
な
山
林
之
譲
証
文
井
普
請

織

田

泉

之

戸

川

平

太

久

松

土

岐

三

郎

小

笠

原

(
3
)
 

蓮
永
寺
教
師
を
訪
ふ

(
4
)
 

甚
太
郎
、
久
能
刀

之
事
談
す

よ
り
来
る
浅
野
・
服
部
、
小
吏
撫
育
之
事
相
談

(2
)
 

鵜
殿
男
外
雄
、
団
二
著
述
出
板
之
事
二
付
東
京

江
月
々
遣
す
五
両
三
ヶ
月
分
預
ヶ
置
く

藤
沢
江
行
く

帰
六
、
伝
習
井
学
校
人
員
之
事
内
話
、
蓮
永
寺

（
］
）
 小

笠
原
敬
翁
御
子
息
出
身
之
事
頼
ま
れ
矢
田
堀

五

日

雪

-
（
1
)
小
笠
原
貞
正
（
も

一
と
千
束
藩
知
甕
か

-
（
2
)
鵜
殿
団
次
郎
（
長

―
岡
藩
士
、
軍
艦
役
、
明

一
治
元
年
十
二
月
に
死

一去）

-

（

3
)
E
.
w
．
ク

―
ラ
ー
ク

-
（
4
)
出
島
竹
斎
（
小

五
村
名
王
）

一

(
5
)
白
鳥
惣
左
衛
門

一
（
安
倍
郡
門
屋
村
名

一主）

-

（

6
)
明
治
五
年
に
静

一
岡
第
五
十
七
区
戸
長
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明
治
五
年
正
月
七
日
＼
十
一
日

平
田
信
太
郎

河
野
耀
司

月
俸
無
心

申
聞
る

十
一
日

十
日

九
日

八
日

(12) 
山
本
眠
雲

(13) 
戸
塚
文
海

藤

沢

矢

田

堀

川

田

中

村

敬

太

郎

(11
)
 

小
田
切
綱
一
郎

(10) 
室
賀
竹
堂
、

(
8
)
 

深
津
・
向
山

(
9
)
 

ヲ
ル
ス
江
一
封
認
遣
す

浅
野
氏
、
織
田
氏
額
田
県
出
仕
者
六
ツ
敷
、
浜
松
御
免

介
左
衛
門
江
杉
檜
三
千
本
之
な
へ
木
代
六
両
渡
す

矢
田
堀
家
作
之
事
相
談

之
事
等
内
話

一
翁
合
来
状

一
堂
様
御
附
改
革
之
事
談
す

惣
左
衛
門
・
介
左
衛
門
、
寺
地
之
事
談
す

0
高
城

見
、
相
談
中
村
敬
太
郎
隠
居
之
事
相
談

浅
野
・
服
部
両
氏
、
撫
育
之
事
談
す
、
井
御
届
書
内

(
7
)
 

黒
田
従
五
位

一

(
7
)
黒
田
長
徳
（
も

一
と
秋
月
藩
知
事
）

一

(
8
)
深
津
仰
山
（
正

一
邦
、
明
治
五
年
に
静
岡

一
第
四
大
区
副
戸
長
）

-

（

9
)

ト
ー
マ
ス
11

ウ

一
オ
ル
シ
ュ
（
ア
メ
リ
カ

一
貿
易
商
）

-
（
10)
室
賀
正
容
（
慶

一
喜
付
家
令
）

-

（

11)
静
岡
学
問
所
三

一
頭
教
授

一

(12)
山
本
尭
直
（
静

一
岡
学
問
所
五
等
教
授
）

一

(13)
静
岡
病
院
頭
並
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明
治
五
年
正
月
十
一
日
＼
十
五
日

十
五
日 戸

川
、
三
位
様
な
帰
農
二
付
―
一
百
両
被
下
候
旨
礼

十
四
日

戸
塚
文
海

中
村
得
太
郎
伯
父
也
、
養
子
口
有
之
旨

(
2
)
 

井
上
八
郎
な
返
事
、
金
谷
之
事
申
越

三
位
様
な
金
二
百
両
拝
借
、
戸
川
氏
手
当
用
意
為
也

十
三
日

浅
野
二
被
頼
、
井
上
江
一
封
認
遣
す

一
堂
殿
御
追
訪

溝
ロ
・
浅
野

0
大
熱
二
而
臥
床

十
二
日 を

示
す

被
下
と
云
、
吾
事
一
日
を
以
而
終
ハ
る
故
に
切
髪
二
志

（
］
）
 

浅
野
氏
、
榎
本
已
下
去
六
日
御
赦
、

戸
川
平
太

平
田
・
河
野
両
人
江
拾
五
両
遣
す

一
堂
殿
初
爵
位

-

（
1
)
榎
本
武
揚
（
三

一
月
六
日
に
放
免
、
同
月

又
日
に
開
拓
四
等
出

一
仕）

一

(
2
)
井
上
清
虎
（
も

一
と
遊
撃
隊
士
、
水
俣
県

一
参
事
）

122 



児
玉
順
三
郎

①

名

刺

【
付
属
文
書
】

受
申
触
之

岡
部
弥
起
戸
麟

（
裏
表
紙
見
返
し
）

若
松
県
権
参
事

元

□□
四
十

一
区

竹
内
静
雄
隠
居

帯
陵
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状 良
之
助
殿
、
来
訪

之
事
申
越
候
月
日
来

③

付

箋

②

名

前

書

付

永
峰
矯
四
郎

矢
吹
恒
蔵

中
川
錠
蔵
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